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教育職員免許状の取得について

1　教育職員免許状について

学校教育法第一条に定める中学校，高等学校などの各学校の教員となるためには，教育

職員免許法に定める所定の単位を修得し，各都道府県の教育委員会から授与される教育職

員免許状を取得する必要があります。

2 　教育職員免許状の種類

教育職員免許法に定める免許状には，普通免許状，特別免許状及び臨時免許状がありま

す。

普通免許状は，学校（中等教育学校を除く。）の種類ごとの教諭の免許状，養護教諭の

免許状及び栄養教諭の免許状とし，それぞれ専修免許状，一種免許状及び二種免許状（高

等学校教諭の免許状にあっては，専修免許状及び一種免許状）に区分されています。また，

中学校及び高等学校の教員の普通免許状及び臨時免許状は，教科毎に授与するものとされ

ています。

本学では，中学校一種免許状，中学校専修免許状，高等学校一種免許状，高等学校専修

免許状を取得することができます。

3 　免許状の取得方法

普通免許状は，教育職員免許法に定める基礎資格を有し，かつ，大学若しくは文部科学

大臣の指定する養護教諭養成機関において規定の単位を修得した者が都道府県の教育委員

会へ申請することによって授与されます。

基礎資格とは，一種免許状においては，学士の学位を有することであり，専修免許状に

おいては，修士の学位を有することです。

なお，中学校教諭の普通免許状を取得する場合は，授与要件として社会福祉施設及び特

別支援学校において 7日間の「介護等の体験」が必要となります。

4 　取得できる免許状の種類及び教科

本学部・研究科で取得できる免許状は次のとおりです。これ以外の免許状については，

他学部・他研究科開講の授業科目を履修することで取得することができますので，当該学

部・研究科の学生便覧をご覧の上，教務係で相談してください。

1
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5 　基礎資格及び最低修得単位数
本学部・研究科で免許状を取得するための基礎資格及び最低修得単位数は次のとおりです。

 免許状の種類
学部・研究科

中学校教諭
一種免許状

高等学校教諭
一種免許状

中学校教諭
専修免許状

高等学校教諭
専修免許状

文　　学　　部

国 語
社 会
英 語
宗 教

国 語
地理歴史
公 民
英 語
フランス語
宗 教

－ －

文　学
研究科

日 本 学 専 攻 － － 国 語
社 会

国 語
地理歴史

広域文化学専攻 － －

国 語
社 会
英 語
宗 教

国 語
地理歴史
公 民
英 語
フランス語
宗 教

総合人間学専攻 － － 社 会
宗 教

公 民
宗 教

さらに，242ページの「 9  教育職員免許法施行規則第66条の 6に定める科目」の単位を
修得する必要があります。

 所要資格

免許状の種類
基礎資格

最 低 修 得 単 位 数

教科及び教職に関
する科目（教科に
関する専門的事項）

教科及び教職に関す
る科目（各教科の指
導法，教育の基礎的
理解に関する科目等）

大学が独自に設定
する科目（注 1）

中 学 校
教　　諭

一　種
免許状

学士の学位を
有すること。 20 36 4

専　修
免許状

修士の学位を
有すること。 20 36 4  

24（注 2）

高等学校
教　　諭

一　種
免許状

学士の学位を
有すること。 20 28 12

専　修
免許状

修士の学位を
有すること。 20 28 12 

24（注 2）

注 1） 「大学が独自に設定する科目」については，235～240ページの「 7教科及び教職に
関する科目（教科に関する専門的事項）」及び241～242ページの「 8教科及び教職
に関する科目（各教科の指導法，教育の基礎的理解に関する科目等）」の開設科目
の中から，取得しようとする免許状に係る最低修得単位数を修得してください。

注 2） 専修免許状取得希望者は，243～252ページの「11大学が独自に設定する科目」の大
学院開設科目の中から，取得しようとする免許状に係る最低修得単位数を修得して
ください。

2
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6 　一種免許状取得までのプロセス

（1）教育職員免許状取得希望届の提出

免許状の取得を希望する学生は，第 1セメスターの授業履修前までに教務係に，「教育

職員免許状取得希望届」を提出し，学校種及び教科を届け出てください。希望届を提出し

た学生について「履修カルテ」の作成を行います。「履修カルテ」が作成されていない学

生は，「教職実践演習（中・高）」を履修することはできません。

（2）「教科及び教職に関する科目」及び「教育職員免許法施行規則第66条の 6 に定める科

目」の履修

免許状毎に定められている「教科及び教職に関する科目」を履修してください。ただし，

「教育実習」及び「教職実践演習（中・高）」には，履修資格が定められており，少なくと

4 年3 年2 年1 年
2セメ 3セメ 4セメ 5セメ 6セメ 7セメ 8セメ1セメ
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⑵   「教科及び教職に関する科目」のうち、教科に関する専門的事項に対応する科目を履修

⑵  「教科及び教職に関する科目」のうち、各教科の指導法や教育の基礎的理解に関する科目等を履修
　  「教育職員免許法施行規則第66条の6で定める科目」の履修

⑷ 介護等の体験

⑷ 教育実習
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）
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に
よ
る

実

　
　
　
　
　習

（
5
月
〜
10
月
）

出
身
校
・
協
力
校

事

　後

　指

　導

（
実
習
終
了
後
）
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も 3 年次修了までには「教科に関する専門的事項」，「教育実習」及び「教職実践演習

（中・高）」を除く全ての「教科及び教職に関する科目」を修得しておく必要があります。

また，卒業に必要な単位に含まれない科目もありますので， 1年次より計画的な履修を心

がけてください。なお，「教科及び教職に関する科目」以外に，「教育職員免許法施行規則

第66条の 6で定める科目」も履修する必要があります。

（3）履修カルテ②＜自己評価シート＞の記入について

教職実践演習（中・高）の履修及び教職指導の際に必要となりますので， 2年次・ 3年

次の各年度末及び教職実践演習履修の直前に，教務係の窓口で「履修カルテ②＜自己評価

シート＞」を受領し，自分で評価を記入し返却してください。記入を怠った場合は，教育

職員免許状の取得を放棄したものとして取り扱うことがあります。

（4）「教育実習」及び「介護等体験」について

・教育実習は，仙台市内及び近辺の協力校又は本人の出身校等において行います。

・教育実習の参加資格は 4年次の学部学生及び大学院学生で，原則として「教科及び教

職に関する科目」のうち第二欄，第三欄，及び第四欄に掲げる科目の単位を修得した者。

また，科目等履修生については，本学出身者で，実習校等の内諾を得ている者に限り

ます。

・中学校教諭又は高等学校教諭の免許状を取得しようとする場合は，中学校又は高等学

校において，中学校教諭の免許状は 3週間，高等学校教諭の免許状は 2週間の教育実

習を行わければなりません。また，中学校教諭及び高等学校教諭の両方の免許状を取

得しようとする場合は，中学校又は高等学校で 3週間の教育実習を行ってください。

なお，中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は，特別支援学校及び社会福祉施

設等で「介護等の体験」を行わなければなりません。

・教育実習及び介護等の体験を行う者は，必ず事前指導を受講しなければなりません。

・教育実習及び介護等の体験の時期，又は学生の実習校（施設等）の配属については，

掲示等でお知らせします。

（5）「教職実践演習（中・高）」について

平成20年度の教育職員免許法施行規則の改正により，平成22年度以降の新入生の「教職

に関する科目」（平成31年度からは「教科及び教職に関する科目」）として，「教職実践演

習（中・高）」が新設されました。本科目は，免許状の取得を希望する者の履修状況を踏

4
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まえ，教員として必要な知識技能を修得したことを確認するために 4年次後期に集中講義

で開設されるものです。このため，「教職実践演習（中・高）」の履修前（ 7セメスタ）ま

でに，「教育実習」を終了し，「教育実習」及び「教職実践演習」を除く免許状取得に必要

な全ての単位を修得した者にのみ履修が認められます。ただし，「教科に関する専門的事

項」については，卒業までに不足単位の修得が可能であると確認できた場合のみ，履修を

認めることがあります。

教員免許法施行規則第 4条及び第 5条第二欄～第四欄の「教科及び教職に関する科目」

（「教科に関する専門的事項」を除く）については， 4年次前期中に不足単位の履修登録が

確認できた場合のみ，履修を認めることがあります。

7 　教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項）

本学部で免許状を取得するための教科及び教職に関する科目のうち，教科に関する専門

的事項に対応する科目の単位及び履修方法は次のとおりです。

注）○印は必修です。

教科 科目区分 授　業　科　目 所　要　単　位 備　考

国語 国語学
（音声言語及び
文章表現に関す
るものを含む。）

○日本語学概論
　日本語学基礎講読
　日本語学各論
　日本語学講読
　日本語学演習
　日本語教育学概論
　音声学Ⅰ
　音声学Ⅱ

左記授業科目の中か
ら必修・選択必修を
含め20単位以上修得
すること。

（注）書道については
中学校の場合は教員免
許を取得するのに必要
な単位となるが，高校
の場合は必要な単位と
ならないので注意する
こと。

国文学
（国文学史を含
む。）

○日本文学概論
　日本文学基礎講読
　日本文学各論
　日本文学演習

漢文学 　中国文学概論
　漢文講読
　中国思想概論
　中国文学基礎講読
　中国文学各論
　中国文学演習
　中国思想基礎講読
　中国思想各論
　中国思想演習

書道
（書写を中心と
する。）

○書道
　（ 中学校は必修，高校は修得
不要。）

�
�
�
�
�

1科目
選択必修

5
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社会 日本史・外国史 ○日本史概論
○東洋史概論
○西洋史概論
　日本史基礎講読
　日本史各論
　日本史演習
　日本史実習
　考古学概論
　考古学基礎講読
　考古学基礎実習
　考古学各論
　考古学講読
　考古学演習
　考古学実習
　資料基礎論各論
　日本思想史概論
　日本思想史基礎講読
　日本思想史各論
　日本思想史演習
　古文書学
　東洋史基礎講読
　東洋史各論
　東洋史演習
　東洋・日本美術史概論
　東洋・日本美術史基礎講読
　東洋・日本美術史基礎実習
　東洋・日本美術史各論
　東洋・日本美術史演習
　東洋・日本美術史講読
　西洋史基礎講読
　西洋史各論
　西洋史演習
　美学・西洋美術史概論
　美学・西洋美術史基礎講読
　美学・西洋美術史各論
　美学・西洋美術史演習
　美学・西洋美術史実習

左記授業科目の中か
ら必修・選択必修を
含め20単位以上修得
すること。

地理学概論は
全学教育科目
［基盤科目類］
（自然科学群
「宇宙地球科
学」）
地理学は全学
教育科目［学
術基盤科目類］
（基礎宇宙地球
科学群）

地理学
（地誌を含む。）

○地理学概論
　地理学
　地理学 B
○地誌学

「法律学，政治
学」

　憲法Ⅰ
　現代政治分析
　国際関係論

法学部開講
（年度により
指定科目の
変更があり
ます。）

「社会学，経済
学」

○社会学概論
　社会学基礎演習
　社会学各論
　社会学演習
　社会学実習
　行動科学概論

�
�
�

1科目
選択必修

6
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社会「社会学，経済
学」

　行動科学基礎演習
　行動科学基礎実習
　行動科学各論
　行動科学演習
　文化人類学概論
　文化人類学基礎講読
　文化人類学基礎演習
　文化人類学各論
　文化人類学演習
　文化人類学実習

「哲学，倫理学，
宗教学」

　現代哲学概論
　哲学思想概論
　倫理思想概論
　宗教学概論
　哲学思想基礎講読
　哲学思想各論
　哲学思想演習
　生命環境倫理学各論
　生命環境倫理学演習
　倫理思想各論
　倫理思想演習
　倫理思想基礎講読
　宗教学基礎講読
　宗教学基礎演習
　宗教学基礎実習
　宗教学各論
　宗教学講読
　宗教学演習
　宗教学実習
　インド学概論
　インド学各論
　インド学演習
　インド仏教史概論
　インド仏教史各論
　インド仏教史演習

地理
歴史

日本史 ○日本史概論
　日本史基礎講読
　日本史各論
　日本史演習
　日本史実習
　考古学概論
　考古学基礎講読
　考古学基礎実習
　考古学各論
　考古学講読
　考古学演習
　考古学実習
　資料基礎論各論
　日本思想史概論
　日本思想史基礎講読

左記授業科目の中か
ら必修・選択必修を
含め20単位以上修得
すること。

�������

1科目
選択必修

7
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地理
歴史

日本史 　日本思想史各論
　日本思想史演習
　古文書学
　東洋・日本美術史概論
　東洋・日本美術史基礎講読
　東洋・日本美術史基礎実習
　東洋・日本美術史各論
　東洋・日本美術史演習
　東洋・日本美術史講読

外国史 ○東洋史概論
○西洋史概論
　東洋史基礎講読
　東洋史各論
　東洋史演習
　西洋史基礎講読
　西洋史各論
　西洋史演習
　美学・西洋美術史概論
　美学・西洋美術史基礎講読
　美学・西洋美術史各論
　美学・西洋美術史演習
　美学・西洋美術史実習

地理学概論は
全学教育科目
［基盤科目類］
（自然科学群
「宇宙地球科
学」）
地理学は全学
教育科目［学
術基盤科目類］
（基礎宇宙地球
科学群）

人文地理学・
自然地理学

○地理学概論
　地理学
　地理学 B

地誌 ○地誌学
公民「法律学（国際

法を含む。），
政治学（国際政
治を含む。）」

　憲法Ⅰ
　現代政治分析
　国際関係論

左記授業科目の中か
ら必修・選択必修を
含め20単位以上修得
すること。

法学部開講
（年度により
指定科目の
変更があり
ます。）

「社会学，経済
学（国際経済を
含む。）」

○社会学概論
　社会学基礎演習
　社会学各論
　社会学演習
　社会学実習
　行動科学概論
　行動科学基礎演習
　行動科学基礎実習
　行動科学各論
　行動科学演習
　文化人類学概論
　文化人類学基礎講読
　文化人類学基礎演習
　文化人類学各論
　文化人類学演習
　文化人類学実習

�
�
�

1科目
選択必修
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公民「哲学，倫理学，
宗教学，心理
学」

　現代哲学概論
　哲学思想概論
　倫理思想概論
　宗教学概論
　実験心理学概論（心理学概論）
　社会心理学概論（社会・集団・家族心理学）
　哲学思想基礎講読
　哲学思想各論
　哲学思想演習
　生命環境倫理学各論
　生命環境倫理学演習
　倫理思想各論
　倫理思想演習
　倫理思想基礎講読
　宗教学基礎講読
　宗教学基礎演習
　宗教学基礎実習
　宗教学各論
　宗教学講読
　宗教学演習
　宗教学実習
　インド学概論
　インド学各論
　インド学演習
　インド仏教史概論
　インド仏教史各論
　インド仏教史演習
　実験心理学各論（知覚・認知心理学）
　実験心理学各論（感情・人格心理学）
　社会心理学各論（司法・犯罪心理学）
　心理学各論Ⅰ
　心理学各論Ⅱ
　社会心理学各論（文化心理学）
　実験心理学各論（神経・生理心理学）

英語 英語学 ○英語学概論
　英語学基礎講読
　英語学各論
　英語学講読
　英語学演習
　英語解析学各論
　言語学概論Ⅰ
　言語学概論Ⅱ

左記授業科目の中か
ら必修・選択必修を
含め20単位以上修得
すること。

英語文学 ○英文学概論
　英文学基礎講読Ⅰ
　英文学基礎講読Ⅱ
　英文学各論
　英文学演習Ⅰ
　英文学演習Ⅱ

�
�
�
�
�
�
�
�
�

1科目
選択必修
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英語 英語コミュニ
ケーション

　英文学演習Ⅲ　　　
　英文学・英語学基礎講読Ⅰ
　英文学・英語学基礎講読Ⅱ

異文化理解 ○英文学講読
　英語文化論各論

フラ
ンス
語

フランス語学 ○フランス語学概論Ⅰ
　フランス語学概論Ⅱ

左記授業科目の中か
ら必修・選択必修を
含め20単位以上修得
すること。

※下部参照

フランス文学 ○フランス文学概論Ⅰ
　フランス文学概論Ⅱ
○フランス文学演習Ⅲ
　フランス文学演習Ⅳ
　フランス文学基礎講読Ⅰ
　フランス文学基礎講読Ⅱ
　フランス文学各論Ⅰ
　フランス文学各論Ⅱ
　フランス文学各論Ⅲ

フランス語コ
ミュニケーショ
ン

　フランス語学演習Ⅰ
　フランス語学演習Ⅱ
○フランス語学基礎講読

異文化理解 ○フランス文学演習Ⅰ
　フランス文学演習Ⅱ

宗教 宗教学 ○宗教学概論
　宗教学基礎演習
　宗教学基礎実習
　宗教学各論
　宗教学講読
　宗教学演習
　宗教学実習

左記授業科目の中か
ら必修・選択必修を
含め20単位以上修得
すること。

※下部参照

宗教史 ○インド仏教史概論
　宗教学基礎講読
　インド仏教史各論
　インド仏教史演習
　キリスト教史

「教理学，哲学」　哲学思想概論
　現代哲学概論
　哲学思想基礎講読
　哲学思想各論
　哲学思想演習
　インド学概論
　インド学各論
　インド学演習

※ 高等学校教諭一種免許状のうち「フランス語」及び「宗教」を取得希望の方は，「教育
実習」履修の際に注意が必要となりますので，教務係へご相談ください。

�
�
�
�
�

1科目
選択必修

�
�
�

1科目
選択必修
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8 　教科及び教職に関する科目（各教科の指導法，教育の基礎的理解に関する科目等）

本学部で免許状を取得するための教科及び教職に関する科目のうち，各教科の指導法や

教育の基礎的理解に関する科目等の単位及び履修方法は次のとおりです。

施行規則において規定されている科目の内容 本学において開講する授業科目と単位

施行規則第 4条及び第 5
条に定める教科及び教職
に関する科目（「教科に関
する専門的事項」を除く）

左項の各科目に
含めることが必要な事項 授業科目

最低修得
単位数 開　設

部局等 備　考
必修 選択

第
　

2
　
欄

教科及び教科の指
導法に関する科目

各教科の指導法（情報通信技
術の活用を含む。）

国語科教育論Ⅰ
国語科教育論Ⅱ
社会科教育論Ⅰ
社会科教育論Ⅱ
地理歴史科教育法Ⅰ
地理歴史科教育法Ⅱ
公民科教育論
英語科教育論Ⅰ
英語科教育論Ⅱ
フランス語科教育法Ⅰ
フランス語科教育法Ⅱ
宗教科教育法Ⅰ
宗教科教育法Ⅱ
宗教科教育法Ⅲ
宗教科教育法Ⅳ

中 8
高 4

文学部
〃

教育学部
〃

文学部
〃

教育学部
文学部
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

該当教科の指
導法について
必修

他教科の指導
法は「大学が
独自に設定す
る科目」に充
当できない

第
　

3
　
欄

教育の基礎的理解
に関する科目

教育の理念並びに教育に関す
る歴史及び思想

教育原理
教育学概論

2
2

全学教育
教育学部

教職の意義及び教員の役割・
職務内容（チーム学校運営へ
の対応を含む。）

教職論 2 全学教育

教育に関する社会的，制度的
又は経営的事項（学校と地域
との連携及び学校安全への対
応を含む。）

教育の制度と経営
教育制度論

2
2

全学教育
教育学部

幼児，児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程

教育心理学Ⅰ
学習・発達論

2
2

全学教育
教育学部

特別の支援を必要とする幼
児，児童及び生徒に対する理
解

特別の支援を必要とする
生徒に対する理解

1 全学教育

教育課程の意義及び編成の方
法（カリキュラム・マネジメ
ントを含む。）

教育課程論
教育課程総論

2
2

全学教育
教育学部

第
　

4
　
欄

道徳，総合的な学
習の時間等の指導
法及び生徒指導，
教育相談等に関す
る科目

道徳の理論及び指導法 道徳の理論及び指導法 A
道徳の理論及び指導法 B

2
2

教育学部 中免のみ
いずれか 2単
位選択必修

総合的な学習の時間の指導法
（中学校）
総合的な探究の時間の指導法
（高等学校）

総合的な学習の時間及び
特別活動の指導法
教育実践論講義Ⅰ

2

2

全学教育

教育学部

特別活動の指導法

教育の方法及び技術 教育の方法と技術 1 全学教育

教育方法・技術論（ICT
活用含む）

2 教育学部
情報通信技術を活用した教育
の理論及び方法

教育と ICT活用 1 全学教育

生徒指導の理論及び方法 教育相談・生徒指導Ⅰ
（進路指導を含む）
教育相談・生徒指導Ⅱ
（進路指導を含む）
教育相談（教育・学校心
理学）

2

2

2

全学教育

全学教育

教育学部

教育相談（カウンセリングに
関する基礎的な知識を含む。）
の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の
理論及び方法

11
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第
　

5
　
欄

教育実践に関する
科目

教育実習 教育実習（中）

教育実習（高）

5

3

教育学部

教育学部

中免のみ
事前事後指導
1単位含む
高免のみ
事前事後指導
1単位含む

教職実践演習 教職実践演習（中・高） 2 全学教育

第
6
欄

大学が独自に設定する科目 上記科目及び
7．の「教科に
関する専門的事
項」として開設
する科目の必要
単位数より多く
修得した単位数
を充当する

合計 合計 中36
高28

備考
　 1  　開設科目の名称は，変更される場合があります。
　 2  　教職実践演習（中・高）以外の全学教育において開設する科目は， 1， 2年次在籍
中に履修することが望ましいです。

　 3  　各学部において開設する科目は，開設学部以外の学生も履修することができます。
　 4  　「教育実習」は，関係各学部の協力により，教育学部において実施されます。
　 5  　「教職実践演習」は，関係各学部・研究科等の協力により，全学教育において実施
されます。

　 6  　「教育実習」及び「教職実践演習」は，原則として第 2欄，第 3欄，第 4欄に掲げ
る科目を修得した者にのみ履修を認められます。

　 7  　本学の課程認定においては，「道徳の理論及び指導法」は中学校の免許状取得のみ
に必要な単位であり，高等学校の免許状取得の際にはその単位は「大学が独自に設定
する科目」にも含めることができないため，注意すること。

9 　教育職員免許法施行規則第66条の 6に定める科目

教育職員免許法別表第一備考第四号に規定する教育職員免許法施行規則第66条の 6に定

める科目の単位及び履修方法は次のとおりです。

科　目　区　分 授　業　項　目

日 本 国 憲 法 日本国憲法（全学教育科目） 2単位

体 育 スポーツ A，スポーツ B及び体と健康から 2単位以上選
択必修

外国語コミュニケーション 外国語教育科目
（卒業に要する単位として選択必修指定されている。）

数理，データ活用及び
人工知能に関する科目
又 は 情 報 機 器 の 操 作

情報とデータの基礎（全学教育科目），人文情報処理（文
学部専門教育科目）から 2単位以上選択必修

12
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10　専修免許状の取得について

ここでは，取得しようとする専修免許状と同教科の一種免許状を有する者及び授与を受

けることができる者が，専修免許状を取得する場合の所要資格などについて説明します。

なお，一種免許状を取得していない者で，新たに専修免許状を取得しようとする者は，

教育職員免許法に定める科目を修得しなければなりません。その所要資格などについては，

出身大学（学部）での既修得単位及び教育職員免許法の改正等に伴い個々に修得科目（単

位）が異なると思われますので，教務係に相談してください。

11　大学が独自に設定する科目

本研究科で免許状を取得するための大学が独自に設定する科目の単位及び履修方法は次

のとおりです。

（1）日本学専攻の授業科目（大学が独自に設定する科目）

講座 専攻分野 免許状の
種類 授業科目名 単位 履修方法

日本文化学 現代日本学 社会 現代日本学学芸分析特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

現代日本学学芸分析特論Ⅱ 2
現代日本学歴史分析特論Ⅰ 2
現代日本学社会分析特論Ⅰ 2
現代日本学日本哲学特論Ⅰ 2
現代日本学研究特論Ⅰ 2
現代日本学総合演習Ⅰ 2
現代日本学総合演習Ⅱ 2
現代日本学学芸分析研究演習Ⅰ 2
現代日本学学芸分析研究演習Ⅱ 2
現代日本学歴史分析研究演習Ⅰ 2
現代日本学社会分析研究演習Ⅰ 2

日本思想史 日本思想史特論Ⅰ 2
日本思想史特論Ⅱ 2
日本比較思想史特論Ⅰ 2
日本文化思想史特論Ⅰ 2
日本思想史総合演習Ⅰ 2
日本思想史総合演習Ⅱ 2
日本思想史研究演習Ⅰ 2
日本思想史研究演習Ⅱ 2

現代日本学 地理歴史 現代日本学学芸分析特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

現代日本学学芸分析特論Ⅱ 2
現代日本学歴史分析特論Ⅰ 2
現代日本学社会分析特論Ⅰ 2
現代日本学日本哲学特論Ⅰ 2
現代日本学研究特論Ⅰ 2
現代日本学総合演習Ⅰ 2
現代日本学総合演習Ⅱ 2
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現代日本学学芸分析研究演習Ⅰ 2
現代日本学学芸分析研究演習Ⅱ 2
現代日本学歴史分析研究演習Ⅰ 2
現代日本学社会分析研究演習Ⅰ 2

日本思想史 日本思想史特論Ⅰ 2
日本思想史特論Ⅱ 2
日本比較思想史特論Ⅰ 2
日本文化思想史特論Ⅰ 2
日本思想史総合演習Ⅰ 2
日本思想史総合演習Ⅱ 2
日本思想史研究演習Ⅰ 2
日本思想史研究演習Ⅱ 2

日本語科学 日本語学 国語 日本語構造論特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

日本語構造論特論Ⅱ 2
日本語変異論特論Ⅰ 2
日本語変異論特論Ⅱ 2
日本語学特論Ⅰ 2
日本語学総合演習Ⅰ 2
日本語学総合演習Ⅱ 2
日本語学総合演習Ⅲ 2
日本語学総合演習Ⅳ 2
日本語構造論研究演習Ⅰ 2
日本語構造論研究演習Ⅱ 2
日本語変異論研究演習Ⅰ 2
日本語変異論研究演習Ⅱ 2
日本語変異論研究演習Ⅲ 2

日本語教育学 日本語教育学特論Ⅰ 2
日本語教育学特論Ⅱ 2
日本語教育方法論研究演習Ⅰ 2
日本語教育方法論研究演習Ⅱ 2
日本語教育方法論研究演習Ⅲ 2
日本語教育学研究演習Ⅰ 2
日本語教育学研究演習Ⅱ 2
日本語教育学研究実習Ⅰ 2
日本語教育学研究実習Ⅱ 2

日本文学 日本文学 国語 日本文芸形成論特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

日本文芸形成論特論Ⅱ 2
日本文芸形成論特論Ⅲ 2
日本文芸形成論特論Ⅳ 2
日本文学総合演習Ⅰ 2
日本文学総合演習Ⅱ 2
日本古典文学研究演習Ⅰ 2
日本古典文学研究演習Ⅱ 2
日本古典文学研究演習Ⅲ 2
日本古典文学研究演習Ⅳ 2
日本近代文学研究演習Ⅰ 2
日本近代文学研究演習Ⅱ 2
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日本歴史学 日本史 社会 日本古代・中世史特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

日本古代・中世史特論Ⅱ 2
日本近世・近代史特論Ⅰ 2
日本近世・近代史特論Ⅱ 2
日本史特論Ⅰ 2
日本史特論Ⅱ 2
史料学Ⅰ 2
史料学Ⅱ 2
日本古代・中世史研究演習Ⅰ 2
日本古代・中世史研究演習Ⅱ 2
日本古代・中世史研究演習Ⅲ 2
日本古代・中世史研究演習Ⅳ 2
日本近世・近代史研究演習Ⅰ 2
日本近世・近代史研究演習Ⅱ 2
日本近世・近代史研究演習Ⅲ 2
日本近世・近代史研究演習Ⅳ 2
史料管理学Ⅰ 2
史料管理学Ⅱ 2

考古学 考古学特論Ⅰ 2
考古学特論Ⅱ 2
考古学特論Ⅲ 2
考古学特論Ⅳ 2
考古学研究演習Ⅰ 2
考古学研究演習Ⅱ 2
考古学研究演習Ⅲ 2
考古学研究演習Ⅳ 2
考古学研究実習Ⅰ 2
考古学研究実習Ⅱ 2

文化財科学 文化財科学特論Ⅰ 2
文化財科学特論Ⅱ 2
文化財科学研究演習Ⅰ 2
文化財科学研究演習Ⅱ 2
文化財科学研究演習Ⅲ 2
文化財科学研究演習Ⅳ 2
文化財科学研究実習Ⅰ 2
文化財科学研究実習Ⅱ 2

日本史 地理歴史 日本古代・中世史特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

日本古代・中世史特論Ⅱ 2
日本近世・近代史特論Ⅰ 2
日本近世・近代史特論Ⅱ 2
日本史特論Ⅰ 2
日本史特論Ⅱ 2
史料学Ⅰ 2
史料学Ⅱ 2
日本古代・中世史研究演習Ⅰ 2
日本古代 ･中世史研究演習Ⅱ 2
日本古代・中世史研究演習Ⅲ 2
日本古代・中世史研究演習Ⅳ 2
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日本近世 ･近代史研究演習Ⅰ 2
日本近世 ･近代史研究演習Ⅱ 2
日本近世 ･近代史研究演習Ⅲ 2
日本近世 ･近代史研究演習Ⅳ 2
史料管理学Ⅰ 2
史料管理学Ⅱ 2

考古学 考古学特論Ⅰ 2
考古学特論Ⅱ 2
考古学特論Ⅲ 2
考古学特論Ⅳ 2
考古学研究演習Ⅰ 2
考古学研究演習Ⅱ 2
考古学研究演習Ⅲ 2
考古学研究演習Ⅳ 2
考古学研究実習Ⅰ 2
考古学研究実習Ⅱ 2

文化財科学 文化財科学特論Ⅰ 2
文化財科学特論Ⅱ 2
文化財科学研究演習Ⅰ 2
文化財科学研究演習Ⅱ 2
文化財科学研究演習Ⅲ 2
文化財科学研究演習Ⅳ 2
文化財科学研究実習Ⅰ 2
文化財科学研究実習Ⅱ 2

（2）広域文化学専攻の授業科目（大学が独自に設定する科目）

講座 専攻分野 免許状の
種類 授業科目名 単位 履修方法

域際文化学 宗教学 社会 宗教学特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

宗教学特論Ⅱ 2
宗教学特論Ⅲ 2
宗教学死生学研究演習Ⅰ 2
宗教学死生学研究演習Ⅱ 2

インド学 インド学特論Ⅰ 2
仏教史 インド学特論Ⅱ 2

インド仏教史特論Ⅰ 2
インド仏教史特論Ⅱ 2
インド学仏教史特論Ⅰ 2
インド学研究演習Ⅰ 2
インド学研究演習Ⅱ 2
インド仏教史研究演習Ⅰ 2
インド仏教史研究演習Ⅱ 2

宗教学 公民 宗教学特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

宗教学特論Ⅱ 2
宗教学特論Ⅲ 2
宗教学死生学研究演習Ⅰ 2
宗教学死生学研究演習Ⅱ 2
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インド学 インド学特論Ⅰ 2
仏教史 インド学特論Ⅱ 2

インド仏教史特論Ⅰ 2
インド仏教史特論Ⅱ 2
インド学仏教史特論Ⅰ 2
インド学研究演習Ⅰ 2
インド学研究演習Ⅱ 2
インド仏教史研究演習Ⅰ 2
インド仏教史研究演習Ⅱ 2

宗教学 宗教 宗教学特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

宗教学特論Ⅱ 2
宗教学特論Ⅲ 2
宗教学死生学研究演習Ⅰ 2
宗教学死生学研究演習Ⅱ 2

インド学 インド学特論Ⅰ 2
仏教史 インド学特論Ⅱ 2

インド仏教史特論Ⅰ 2
インド仏教史特論Ⅱ 2
インド学仏教史特論Ⅰ 2
インド学研究演習Ⅰ 2
インド学研究演習Ⅱ 2
インド仏教史研究演習Ⅰ 2
インド仏教史研究演習Ⅱ 2

東洋文化学 中国語学 国語 中国語学中国文学特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

中国文学 中国語学中国文学特論Ⅱ 2
中国語学中国文学特論Ⅲ 2
中国語学中国文学史総合演習Ⅰ 2
中国語学中国文学史総合演習Ⅱ 2
中国語学中国文学研究演習Ⅰ 2
中国語学中国文学研究演習Ⅱ 2
中国語学中国文学研究演習Ⅲ 2
中国語学中国文学研究演習Ⅳ 2

中国思想 中国思想特論Ⅰ 2
中国哲学 中国思想特論Ⅱ 2

中国思想特論Ⅲ 2
中国思想史総合演習Ⅰ 2
中国思想史総合演習Ⅱ 2
中国思想文献研究演習Ⅰ 2
中国思想文献研究演習Ⅱ 2

東洋史 社会 東洋古代中世史特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

東洋古代中世史特論Ⅱ 2
東洋古代中世史特論Ⅲ 2
東洋近世史特論Ⅰ 2
東洋近世史特論Ⅱ 2
東洋近世史特論Ⅲ 2
東洋史学研究演習Ⅰ 2
東洋史学研究演習Ⅱ 2
東洋史学研究演習Ⅲ 2
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東洋史学研究演習Ⅳ 2
東洋史 地理歴史 東洋古代中世史特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他

専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

東洋古代中世史特論Ⅱ 2
東洋古代中世史特論Ⅲ 2
東洋近世史特論Ⅰ 2
東洋近世史特論Ⅱ 2
東洋近世史特論Ⅲ 2
東洋史学研究演習Ⅰ 2
東洋史学研究演習Ⅱ 2
東洋史学研究演習Ⅲ 2
東洋史学研究演習Ⅳ 2

西洋文化学 西洋史 社会 西洋史特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

西洋史特論Ⅱ 2
西洋史特論Ⅳ 2
比較文化史学特論Ⅰ 2
西洋古代・中世史研究演習Ⅲ 2
西洋古代・中世史研究演習Ⅳ 2
西洋近現代史研究演習Ⅰ 2
西洋近現代史研究演習Ⅱ 2

西洋史 地理歴史 西洋史特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

西洋史特論Ⅱ 2
西洋史特論Ⅳ 2
比較文化史学特論Ⅰ 2
西洋古代・中世史研究演習Ⅲ 2
西洋古代・中世史研究演習Ⅳ 2
西洋近現代史研究演習Ⅰ 2
西洋近現代史研究演習Ⅱ 2

英文学 英語 英文学特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

英文学特論Ⅱ 2
英文学特論Ⅲ 2
英文学特論Ⅳ 2
英語文化論特論Ⅰ 2
英語文化論特論Ⅱ 2
英文学・英語学論文作成法特論Ⅰ 2
英文学・英語学論文作成法特論Ⅱ 2
英文学・英語学論文作成法特論Ⅲ 2
英文学・英語学論文作成法特論Ⅳ 2
英文学研究演習Ⅰ 2
英文学研究演習Ⅱ 2
英文学研究演習Ⅲ 2
英文学研究演習Ⅳ 2
英語文化論研究演習Ⅰ 2
英語文化論研究演習Ⅱ 2
英語文化論研究演習Ⅲ 2
英語文化論研究演習Ⅳ 2

英語学 英語学基礎特論Ⅰ 2
英語学基礎特論Ⅱ 2
英語学特論Ⅰ 2
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英語学特論Ⅱ 2
英語学特論Ⅲ 2
英語学特論Ⅳ 2
英語学総合演習Ⅰ 2
英語学総合演習Ⅱ 2
英語学総合演習Ⅲ 2
英語学総合演習Ⅳ 2
英語学研究演習Ⅰ 2
英語学研究演習Ⅱ 2
英語学研究演習Ⅲ 2
英語学研究演習Ⅳ 2

フランス語学 フランス語 フランス文学特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

フランス文学 フランス文学特論Ⅱ 2
フランス文学特論Ⅲ 2
フランス文学特論Ⅳ 2
フランス文化学特論Ⅰ 2
フランス文化学特論Ⅱ 2
フランス語学研究演習Ⅰ 2
フランス語学研究演習Ⅱ 2
フランス語学研究演習Ⅲ 2
フランス語学研究演習Ⅳ 2
フランス文学研究演習Ⅰ 2
フランス文学研究演習Ⅱ 2
フランス文学研究演習Ⅲ 2
フランス文学研究演習Ⅳ 2

（3）総合人間学専攻の授業科目（大学が独自に設定する科目）

講座 専攻分野 免許状の
種類 授業科目名 単位 履修方法

哲学倫理学 哲学 社会 哲学特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

哲学特論Ⅱ 2
哲学特論Ⅲ 2
哲学特論Ⅳ 2
生命環境倫理学特論Ⅰ 2
哲学総合演習Ⅰ 2
哲学総合演習Ⅱ 2
哲学研究演習Ⅰ 2
哲学研究演習Ⅱ 2
哲学研究演習Ⅲ 2
哲学研究演習Ⅳ 2
哲学研究演習Ⅴ 2
哲学研究演習Ⅵ 2
哲学研究演習Ⅶ 2
古代中世哲学研究演習Ⅰ 2
古代中世哲学研究演習Ⅱ 2
近代哲学研究演習Ⅰ 2
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近代哲学研究演習Ⅱ 2
現代哲学研究演習Ⅰ 2
現代哲学研究演習Ⅱ 2
科学哲学研究演習Ⅰ 2
科学哲学研究演習Ⅱ 2
生命環境倫理学研究演習Ⅰ 2

倫理学 倫理学特論Ⅰ 2
倫理学特論Ⅱ 2
倫理学特論Ⅲ 2
倫理学総合演習Ⅰ 2
倫理学総合演習Ⅱ 2
倫理学研究演習Ⅰ 2
倫理学研究演習Ⅱ 2
倫理学研究演習Ⅲ 2
倫理学研究演習Ⅳ 2

哲学 公民 哲学特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

哲学特論Ⅱ 2
哲学特論Ⅲ 2
哲学特論Ⅳ 2
生命環境倫理学特論Ⅰ 2
哲学総合演習Ⅰ 2
哲学総合演習Ⅱ 2
哲学研究演習Ⅰ 2
哲学研究演習Ⅱ 2
哲学研究演習Ⅲ 2
哲学研究演習Ⅳ 2
哲学研究演習Ⅴ 2
哲学研究演習Ⅵ 2
哲学研究演習Ⅶ 2
古代中世哲学研究演習Ⅰ 2
古代中世哲学研究演習Ⅱ 2
近代哲学研究演習Ⅰ 2
近代哲学研究演習Ⅱ 2
現代哲学研究演習Ⅰ 2
現代哲学研究演習Ⅱ 2
科学哲学研究演習Ⅰ 2
科学哲学研究演習Ⅱ 2
生命環境倫理学研究演習Ⅰ 2

倫理学 倫理学特論Ⅰ 2
倫理学特論Ⅱ 2
倫理学特論Ⅲ 2
倫理学総合演習Ⅰ 2
倫理学総合演習Ⅱ 2
倫理学研究演習Ⅰ 2
倫理学研究演習Ⅱ 2
倫理学研究演習Ⅲ 2
倫理学研究演習Ⅳ 2
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哲学 宗教 哲学特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

哲学特論Ⅱ 2
哲学特論Ⅲ 2
哲学特論Ⅳ 2
生命環境倫理学特論Ⅰ 2
哲学総合演習Ⅰ 2
哲学総合演習Ⅱ 2
哲学研究演習Ⅰ 2
哲学研究演習Ⅱ 2
哲学研究演習Ⅲ 2
哲学研究演習Ⅳ 2
哲学研究演習Ⅴ 2
哲学研究演習Ⅵ 2
哲学研究演習Ⅶ 2
古代中世哲学研究演習Ⅰ 2
古代中世哲学研究演習Ⅱ 2
近代哲学研究演習Ⅰ 2
近代哲学研究演習Ⅱ 2
現代哲学研究演習Ⅰ 2
現代哲学研究演習Ⅱ 2
科学哲学研究演習Ⅰ 2
科学哲学研究演習Ⅱ 2
生命環境倫理学研究演習Ⅰ 2

芸術人間学 東洋・ 社会 東洋・日本美術史特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

日本美術史 東洋・日本美術史特論Ⅱ 2
東洋・日本美術史特論Ⅲ 2
東洋・日本美術史研究演習Ⅰ 2
東洋・日本美術史研究演習Ⅱ 2

美学・ 美学・西洋美術史特論Ⅰ 2
西洋美術史 美学・西洋美術史特論Ⅱ 2

美学・西洋美術史研究演習Ⅰ 2
美学・西洋美術史研究演習Ⅱ 2

心理言語 心理学 公民 実験心理学特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

人間学 実験心理学特論Ⅱ 2
実験心理学特論Ⅲ 2
社会心理学特論Ⅰ 2
社会心理学特論Ⅱ 2
心理学特論Ⅰ 2

社会人間学 社会学 社会 理論社会学特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他
専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

理論社会学特論Ⅱ 2
社会変動学特論Ⅰ 2
社会変動学特論Ⅱ 2
社会学特論Ⅰ 2
社会学特論Ⅱ 2
社会学特論Ⅲ 2
社会変動学研究演習Ⅰ 2
社会変動学研究演習Ⅱ 2
社会変動学研究演習Ⅲ 2
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社会変動学研究演習Ⅳ 2
理論社会学研究演習Ⅰ 2
理論社会学研究演習Ⅱ 2
理論社会学研究演習Ⅲ 2
理論社会学研究演習Ⅳ 2

行動科学 社会行動科学特論Ⅰ 2
社会行動科学特論Ⅱ 2
数理行動科学研究演習Ⅰ 2
数理行動科学研究演習Ⅱ 2
数理行動科学研究演習Ⅲ 2
数理行動科学研究演習Ⅳ 2
計量行動科学研究演習Ⅰ 2
計量行動科学研究演習Ⅱ 2
計量行動科学研究演習Ⅲ 2
計量行動科学研究演習Ⅳ 2

計算人文社会学 計算人文社会学特論Ⅰ 2
社会学 公民 理論社会学特論Ⅰ 2 左記授業科目及び他

専攻・他講座等の同
免許状の授業科目か
ら24単位以上を修得
すること。

理論社会学特論Ⅱ 2
社会変動学特論Ⅰ 2
社会変動学特論Ⅱ 2
社会学特論Ⅰ 2
社会学特論Ⅱ 2
社会学特論Ⅲ 2
社会変動学研究演習Ⅰ 2
社会変動学研究演習Ⅱ 2
社会変動学研究演習Ⅲ 2
社会変動学研究演習Ⅳ 2
理論社会学研究演習Ⅰ 2
理論社会学研究演習Ⅱ 2
理論社会学研究演習Ⅲ 2
理論社会学研究演習Ⅳ 2

行動科学 社会行動科学特論Ⅰ 2
社会行動科学特論Ⅱ 2
数理行動科学研究演習Ⅰ 2
数理行動科学研究演習Ⅱ 2
数理行動科学研究演習Ⅲ 2
数理行動科学研究演習Ⅳ 2
計量行動科学研究演習Ⅰ 2
計量行動科学研究演習Ⅱ 2
計量行動科学研究演習Ⅲ 2
計量行動科学研究演習Ⅳ 2

計算人文社会学 計算人文社会学特論Ⅰ 2
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12　教育職員免許状の申請について

教育職員免許状は，大学が発行するものではなく，都道府県の教育委員会への申請に基

づき授与されるものです。ただし，在学中の者の免許状については，本学で宮城県教育委

員会に一括して申請を行っており，申請手続きを行った者は，学位記授与式の日に免許状

を受け取ることができます。なお，この申請手続きについては，11月下旬か12月上旬頃に

掲示等でお知らせします。（ただし，在学中の者でも一括申請出来ない場合があります。

詳細については申請手続きを掲示等でお知らせする際に併せてお知らせします）。

13　その他

他大学卒業者及び他学部出身者は，当該出身大学等において修得した単位が，取得しよ

うとする当該免許状に該当する場合もあるので，学力に関する証明書を持参してください。

また，現職教員又は教員の経験等がある場合には，修得する授業科目あるいは適用法令が

異なってくることがありますので，教務係で確認してください。
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1 	教育職員免許状の取得

⑴教育職員免許状について
学校教育法第一条に定める中学校，高等学校などの教員となるためには，教育職員
免許法に定める所定の単位を修得し，各都道府県の教育委員会から授与される教育
職員免許状を取得する必要があります。

⑵教育職員免許状の種類
教育職員免許法に定める免許状には，普通免許状，特別免許状及び臨時免許状があ
ります。
普通免許状は，学校（中等教育学校を除く。）の種類ごとの教諭の免許状，養護教
諭の免許状及び栄養教諭の免許状とし，それぞれ専修免許状，一種免許状及び二種
免許状（高等学校教諭の免許状にあっては，専修免許状及び一種免許状）に区分さ
れています。また，中学校及び高等学校の教員の普通免許状及び臨時免許状は，教
科毎に授与するものとされています。
本学では，中学校一種免許状，中学校専修免許状，高等学校一種免許状，高等学校
専修免許状を取得することができます。

⑶免許状の取得方法
普通免許状は，教育職員免許法に定める基礎資格を有し，かつ，大学若しくは文部
科学大臣の指定する養護教諭養成機関において規定の単位を修得した者が都道府県
の教育委員会へ申請することによって授与されます。
基礎資格とは，一種免許状においては，学士の学位を有することであり，専修免許
状においては，修士の学位を有することです。
なお，中学校教諭の普通免許状を取得する場合は，授与要件として社会福祉施設及
び特別支援学校での「介護等の体験」が必要となります。

教育職員免許状，公認心理師受験資格，社会教育主事，学芸員資格の取得11
24
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⑷取得できる免許状の種類及び教科
本学部で取得できる免許状は次のとおりです。これ以外の免許状については，他学
部・他研究科開講の授業科目を履修することで取得することができますので，当該
学部・研究科の学生便覧をご覧の上，教務係で相談してください。

免許状
学　科

中学校教諭
一種免許状

高等学校教諭
一種免許状

教 育 科 学 科 社　会 公　民

⑸基礎資格及び最低修得単位数
本学部・研究科で免許状を取得するための基礎資格及び最低修得単位数は次のとお
りです。下記単位のほか，教育職員免許法施行規則第66条の 6に定める科目の単位
の修得が必要です。詳しくは「⑼教育職員免許法施行規則第66条の 6に定める科目」
を確認してください。

所要資格

免許状の種類

基　礎　資　格

大学において修得することを必要とする科目の最低単位数

教科及び教職に関する科目

①教科に
関する専
門的事項

②各教科
の指導法、
教育の理
解に関す
る科目等

③大学が独自に設
定する科目（左記
①②の必要単位数
より多く修得した
単位をあてる。）

最低修得
単位数
（①+②
+③）
計

中 学 校 教 諭
一 種 免 許 状 学士の学位を有すること 20 36 4 60

高等学校教諭
一種免許状 学士の学位を有すること 20 28 12 60

11
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⑹一種免許状取得までのプロセス

①教育職員免許状取得希望届の提出
免許状の取得を希望する学生は，第 １セメスターの授業履修前までに教務係に，「教
育職員免許状取得希望届」を提出し，学校種及び教科を届け出てください。希望
届を提出した学生について「履修カルテ」の作成を行います。「履修カルテ」が作
成されていない学生は，「教職実践演習（中・高）」を履修することはできません。
②「教科及び教職に関する科目」及び「教育職員免許法施行規則第66条の 6に定め
る科目」の履修
免許状毎に定められている「教科及び教職に関する科目」を履修してください。

1年
1セメ 2セメ 3セメ 4セメ 5セメ 6セメ 7セメ 8セメ

2年 3年 4年

②「教科及び教職に関する科目」のうち、各教科の指導法や教育の基礎的理解に関する科目等を履修
　「教育職員免許法施行規則第66条の6で定める科目」の履修

②「教科及び教職に関する科目」のうち、教科に関する専門的事項に対応する科目を履修

①
教
育
職
員
免
許
状
取
得
希
望
届
の
提
出

③「
履
修
カ
ル
テ
②
」を
窓
口
で
記
入

③「
履
修
カ
ル
テ
②
」を
窓
口
で
記
入

③「
履
修
カ
ル
テ
②
」を
窓
口
で
記
入

⑤
教
職
実
践
演
習 

（
中 

・ 

高
） 

履
修

教
育
職
員
免
許
状
一
括
申
請
手
続
き 

（
11
月
〜
）

申
込
み 

（
5
月
）

実

　
　習

（
10
月
〜
2
月
）

事
後
指
導

（
10
月
〜
2
月
）

事
前
指
導 

（
8
月
頃
）

申
込
み 

（
9
月
）

実

　
　習

（
5
月
〜
10
月
）

出
身
校
・
協
力
校

事
後
指
導

（
実
習
終
了
後
）

事
前
指
導

 

（
11
月
）

中
・
高
の
教
員
に
よ
る

④介護等の体験

④教育実習

11
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ただし，「教育実習」及び「教職実践演習（中・高）」には，履修資格が定められ
ており，少なくとも ３年次修了までには「教科に関する専門的事項」，「教育実習」
及び「教職実践演習（中・高）」を除く全ての「教科及び教職に関する科目」を
修得しておく必要があります。また，卒業に必要な単位に含まれない科目もあり
ますので， １年次より計画的な履修を心がけてください。なお，「教科及び教職
に関する科目」以外に，「教育職員免許法施行規則第66条の 6で定める科目」も
履修する必要があります。
③履修カルテ②＜自己評価シート＞の記入について
教職実践演習（中・高）の履修及び教職指導の際に必要となりますので， 3年次・
4年次の各年度始め及び教職実践演習履修の直前に，教務係の窓口で「履修カル
テ②＜自己評価シート＞」を受領し，自分で評価を記入し返却してください。記
入を怠った場合は，教育職員免許状の取得を放棄したものとして取り扱うことが
あります。
④「教育実習」及び「介護等体験」について
・「介護等体験」の申込は， 3年次の 5月頃，また「教育実習」の申込は 3年次
の 9月頃に教務係窓口で行ってください。掲示等に注意してください。
・教育実習は，仙台市内及び近辺の協力校又は本人の出身校等において行います。
・教育実習の参加資格は ４年次の学部学生及び大学院学生で，原則として「教科
及び教職に関する科目」のうち第二欄，第三欄，及び第四欄に掲げる科目の単
位を修得した者です。また，科目等履修生については，本学出身者で，実習校
等の内諾を得ている者に限ります。
・中学校教諭又は高等学校教諭の免許状を取得しようとする場合は，中学校又は
高等学校において，中学校教諭の免許状は ３週間，高等学校教諭の免許状は ２
週間の教育実習を行わなければなりません。また，中学校教諭及び高等学校教
諭の両方の免許状を取得しようとする場合は，中学校又は高等学校で ３週間の
教育実習を行ってください。なお，中学校教諭の免許状を取得しようとする場
合は，特別支援学校及び社会福祉施設等で「介護等の体験」を行わなければな
りません。
・教育実習及び介護等の体験を行う者は，必ず事前指導を受講しなければなりま
せん。
・教育実習及び介護等の体験の時期，又は学生の実習校（施設等）の配属につい
ては，掲示等でお知らせします。

⑤「教職実践演習（中・高）」について
平成２０年度の教育職員免許法施行規則の改正により，平成２２年度以降の新入生の

11
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「教職に関する科目」（平成３１年度からは「教科及び教職に関する科目」）として，「教
職実践演習（中・高）」が新設されました。本科目は，免許状の取得を希望する
者の履修状況を踏まえ，教員として必要な知識技能を修得したことを確認するた
めに ４年次後期に集中講義で開設されるものです。このため，「教職実践演習（中・
高）」の履修前（ ７セメスタ）までに，「教育実習」を終了し，「教育実習」及び「教
職実践演習」を除く免許状取得に必要な全ての単位を修得した者にのみ履修が認
められます。ただし，「教科に関する専門的事項」については，卒業までに不足
単位の修得が可能であると確認できた場合のみ，履修を認めることがあります。
教員免許法施行規則第 ４条及び第 ５条第二欄～第四欄の「教科及び教職に関する
科目」（「教科に関する専門的事項」を除く）については， ４年次前期中に不足単
位の履修登録が確認できた場合のみ，履修を認めることがあります。

⑺教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項）
本学部で中学校および高等学校の免許状を取得するための教科及び教職に関する科
目のうち，教科に関する専門的事項に対応する科目の単位及び履修方法は次のとお
りです。
〔教科に関する専門的事項〕

免許教科 教科に関する専門的事項
最低修得単位数 所要単位数	

（中一種）	高一種中学校 高等学校

社 会

日本史及び外国史
地理学（地誌を含む。）
「法律学，政治学」
「社会学，経済学」
「哲学，倫理学，宗教学」

1以上
〃
〃
〃
〃

20

計 20

公 民

「法律学（国際法を含む。），政治学（国際政治を含む。）」
「社会学，経済学（国際経済を含む。）」
「哲学，倫理学，宗教学，心理学」

1以上
〃
〃

20

計 20

（備考）

1．教科に関する専門的事項欄の各科目ごとに指示してある最低修得単位数を修得し，さら

に当該免許状に関する科目を修得して，合わせて所要単位以上にならなければなりません。

2．教科に関する専門的事項欄の日本史及び外国史の科目については，その双方の科目を

必ず修得しなければなりません。また，「　」内の科目は，そのうちいずれか 1つ以上

の科目について，所定の最低単位数を修得すればよろしいです。なお、（　）内に示す

内容を含む科目を， 1単位以上修得しなければなりません。

11
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〔教科に関する専門的事項に対応する科目の修得方法〕

免
許
教
科

免許法施行規則に定める
教科及び教職に関する
科目のうち教科に関する

専門的事項

左記に対応する開設授業科目

備　　　考
授　業　科　目 開設学部 単位

数

社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

日本史・外国史

日本史概論 文 学 部 2 必修

東洋史概論 文 学 部 2 必修

西洋史概論 文 学 部 2 必修

人間形成史講義Ⅰ 教育学部 2

人間形成史講義Ⅱ 教育学部 2

地理学（地誌を含む）

地理学 全学教育 2 いずれか 2単位
選択必修地理学概論 全学教育 2

地理学Ｂ 文 学 部 2 必修

地誌学 文 学 部 2 必修

「法律学，政治学」

教育行政学講義Ⅱ 教育学部 2 必修

教育行政学講義Ⅰ 教育学部 2

比較教育学講義 教育学部 2

「社会学，経済学」

教育社会学講義 教育学部 2 必修

教育社会学 教育学部 2

成人教育論講義Ⅰ
（生涯学習概論Ⅰ） 教育学部 2

リカレント教育論講義
（生涯学習概論Ⅱ） 教育学部 2

スポーツ文化論講義Ⅰ 教育学部 2

「哲　　　学，
  倫　理　学，
  宗　教　学」

教育哲学講義Ⅰ 教育学部 2 いずれか 2単位
選択必修教育哲学講義Ⅱ 教育学部 2

比較人間形成論講義Ⅰ 教育学部 2

計
　教科に関する専門的事項の各科目区分ごとに必修及び選択必修
を含めて 1単位以上修得し，合計で所要単位数である20単位以上
を満たすこと。
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免
許
教
科

免許法施行規則に定める
教科及び教職に関する
科目のうち教科に関する

専門的事項

左記に対応する開設授業科目

備　　　考
授　業　科　目 開設学部 単位

数

公
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民

「法　律　学
（国際法を含む），
  政　治　学
（国際政治を含む）」

法学 全学教育 2

政治学 全学教育 2

法・政治と社会 全学教育 2

教育行政学講義Ⅱ 教育学部 2 必修

教育行政学講義Ⅰ 教育学部 2

比較教育学講義 教育学部 2

「社　会　学，
  経　済　学
（国際経済を含む）」

教育社会学講義 教育学部 2 必修

教育社会学 教育学部 2

成人教育論講義Ⅰ
（生涯学習概論Ⅰ） 教育学部 2

リカレント教育論講義
（生涯学習概論Ⅱ） 教育学部 2

スポーツ文化論講義Ⅰ 教育学部 2

「哲　　　学，
  倫　理　学，
  宗　教　学，
  心　理　学」

教育哲学講義Ⅰ 教育学部 2 いずれか 2単位
選択必修教育哲学講義Ⅱ 教育学部 2

比較人間形成論講義Ⅰ 教育学部 2

教育心理学講義Ⅰ 教育学部 2

臨床心理学講義Ⅰ
（臨床心理学概論） 教育学部 2

計
　教科に関する専門的事項の各科目区分ごとに必修及び選択必修
を含めて 1単位以上修得し，合計で所要単位数である20単位以上
を満たすこと。

⑻教科及び教職に関する科目（各教科の指導法，教育の基礎的理解に関する科目等）
本学部で中学校および高等学校の免許状を取得するための教科及び教職に関する科
目のうち，各教科の指導法や基礎的理解に関する科目等の単位及び履修方法は次の
とおりです。
免許法上の科目に対応する授業科目の中から，最低修得単位数以上を修得してくだ
さい。
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〔各教科の指導法，教育の理解に関する科目等の修得方法〕
施行規則において規定されている科目の内容 本学において開講する授業科目と単位

施行規則第 ４条及び第 ５条
に定める教科及び教職に関
する科目（「教科に関する
専門的事項」を除く）

左項の各科目に含めるこ
とが必要な事項 授業科目

最低修得
単位数 開設部局等 備考

必修 選択

第
2
欄

教科及び教科
の指導法に関
する科目

各教科の指導法（情報
通信技術の活用を含
む。）

国語科教育論Ⅰ
国語科教育論Ⅱ
社会科教育論Ⅰ
社会科教育論Ⅱ
地理歴史科教育法Ⅰ
地理歴史科教育法Ⅱ
公民科教育論
数学科教育法Ⅰ
数学科教育法Ⅱ
理科教育法Ⅰ
理科教育法Ⅱ
情報科教育法
農業科教育法Ⅰ
農業科教育法Ⅱ
英語科教育論Ⅰ
英語科教育論Ⅱ
フランス語科教育法Ⅰ
フランス語科教育法Ⅱ
宗教科教育法Ⅰ
宗教科教育法Ⅱ
宗教科教育法Ⅲ
宗教科教育法Ⅳ

中 8
高 4 各学部

該当教科の
指導法につ
いて必修

他教科の指
導法は「大
学が独自に
設定する科
目」に充当
できない

第
3
欄

教育の基礎的
理解に関する
科目

教育の理念並びに教育
に関する歴史及び思想

教育原理

教育学概論

2

2

全学教育

教育学部
教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学
校運営への対応を含む。）

教職論 2 全学教育

教育に関する社会的，制
度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学
校安全への対応を含む。）

教育の制度と経営

教育制度論

2

2

全学教育

教育学部

幼児，児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程

教育心理学Ⅰ

学習・発達論

2

2

全学教育

教育学部
特別の支援を必要とす
る幼児、児童及び生徒
に対する理解

特別の支援を必要とす
る生徒に対する理解 1 全学教育

教育課程の意義及び編成
の方法（カリキュラム・
マネジメントを含む。）

教育課程論

教育課程総論

2

2

全学教育

教育学部

11
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施行規則において規定されている科目の内容 本学において開講する授業科目と単位
施行規則第 ４条及び第 ５条
に定める教科及び教職に関
する科目（「教科に関する
専門的事項」を除く）

左項の各科目に含めるこ
とが必要な事項 授業科目

最低修得
単位数 開設部局等 備考

必修 選択

第
4
欄

道徳，総合的
な学習の時間
等の指導法及
び生徒指導，
教育相談等に
関する科目

道徳の理論及び指導法 道徳の理論及び指導法A
道徳の理論及び指導法B

2
2 教育学部

中免のみ
いずれか 2単位
選択必修

総合的な学習の時間
の指導法（中学校）
総合的な探究の時間
の指導法（高等学校）

総合的な学習の時間及
び特別活動の指導法

教育実践論講義Ⅰ

2

2

全学教育

教育学部特別活動の指導法

教育の方法及び技術
教育の方法と技術

教育方法・技術論（ICT
活用含む）

教育とICT活用

1

1

2

全学教育

教育学部

全学教育
情報通信技術を活用し
た教育の理論及び方法
生徒指導の理論及び方法

教育相談・生徒指導Ⅰ
（進路指導を含む）
教育相談・生徒指導Ⅱ
（進路指導を含む）
教育相談（教育・学校
心理学）

2

2

2

全学教育

全学教育

教育学部

教育相談（カウンセリン
グに関する基礎的な知識
を含む。）の理論及び方法
進路指導及びキャリア
教育の理論及び方法

第
5
欄

教育実践に関
する科目

教育実習
教育実習（中）

教育実習（高）

5

3

教育学部

教育学部

中免
事前事後指導 １
単位含む
高免
事前事後指導 １
単位含む

教職実践演習 教職実践演習（中・高） 2 全学教育

第
6
欄
大学が独自に設定する科目

上記科目及び⑺
の「教科に関す
る専門的事項」
として開設する
科目の必要単位
数より多く修得
した単位数を充
当する

合計 合計 中36
高28

（備考）
１　開設科目の名称は，変更されることがある。
２　教職実践演習（中・高）以外の全学教育において開設する科目は， １，２年次在籍中に履修す
ることが望ましい。
３　各学部及び教育学部において開設する科目は，開設学部以外の学生も履修することができる。
４　「教育実習」は，関係各学部の協力により，教育学部において実施する。
５　「教職実践演習」は，関係各学部・研究科の協力により，全学教育において実施する。
６　「教育実習」及び「教職実践演習」は，原則として第 ２欄，第 ３欄，第 ４欄に掲げる科目を修
得した者にのみ履修を認める。
7　本学の課程認定においては，「道徳の理論及び指導法」は中学校の免許状取得のみに必要な単
位であり，高等学校の免許状取得の際にはその単位は「大学が独自に設定する科目」にも含める
ことができないため，注意すること。
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⑼教育職員免許法施行規則第66条の 6に定める科目
教育職員免許法別表第一備考第四号に規定する教育職員免許法施行規則第66条の 6
に定める科目の単位及び履修方法は次のとおりです。必ず下記表の科目の単位も修
得してください。

免許法施行規則に
定める科目区分

最低修得
単位数

本学で開設する
授業科目 単位数 開設

学部等 備考

日本国憲法 2 日本国憲法 2 全学教育 左記授業科目について必修

体育 2
スポーツＡ 1 全学教育 卒業に要する単位として

必修化されている体と健康 2 全学教育

外国語コミュニ
ケーション 2

英語Ⅰ-Ａ 1 全学教育

卒業に要する単位として
必修化されている

英語Ⅱ-Ａ 1 全学教育

英語Ⅰ-Ｂ 1 全学教育

英語Ⅱ-Ｂ 1 全学教育

英語Ⅲ 1 全学教育

数理、データ活用
及び人工知能に関
する科目又は情報
機器の操作

2 情報とデータの
基礎 2 全学教育 卒業に要する単位として

必修化されている

⑽教育職員免許状の申請について
教育職員免許状は，大学が発行するものではなく，都道府県の教育委員会への申請
に基づき授与されるものです。ただし，在学中の者の免許状については，本学で宮
城県教育委員会に一括して申請を行っており，申請手続きを行った者は，学位記授
与式の日に免許状を受け取ることができます。なお，この申請手続きについては，
11月頃に掲示等でお知らせします。
⑾その他
他大学卒業者及び他学部出身者は，当該出身大学等において修得した単位が，取得
しようとする当該免許状に該当する場合もあるので，学力に関する証明書を持参し
てください。また，現職教員又は教員の経験等がある場合には，修得する授業科目
あるいは適用法令が異なってくることがありますので，教務係で確認してください。

11
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専修免許状の取得について

　学校教育法第一条に定める中学校，高等学校などの各学校の教員となるためには，
教育職員免許法に定める所定の単位を修得し，各都道府県の教育委員会から授与さ
れる教育職員免許状を取得する必要があります。
　ここでは，取得しようとする専修免許状と同教科の一種免許状を有する者及び授
与を受けることができる者が，専修免許状を取得する場合の所要資格などについて
説明します。
　なお，一種免許状を取得していない者で，新たに専修免許状を取得しようとする
者は，教育職員免許法に定める科目を修得しなければなりません。その所要資格な
どについては，出身大学（学部）での既修得単位及び教育職員免許法の改正等に伴
い個々に修得科目（単位）が異なると思われますので教務係に相談してください。

1 ．取得できる免許状の種類及び教科
　本研究科で取得できる免許状は次のとおりです。

専攻名 免許状の種類 教　科　（領　域）

総合教育科学専攻
中学校教諭専修免許状 社　会

高等学校教諭専修免許状 公　民

（備考）
　所属専攻以外の専修免許状を取得しようとする学生は，履修科目等について教務
係に照会すること。

2 ．基礎資格及び最低修得単位数
　本研究科で免許状を取得するための基礎資格及び最低修得単位数は次のとおりです。

所要資格

免許状の種類
基礎資格

大学院において修得することを
必要とする科目の最低単位数
（大学院の授業科目のうち
「大学が独自に設定する科目」）

中学校教諭専修免許状 修士の学位を有すること 24

高等学校教諭専修免許状 修士の学位を有すること 24

教育職員免許状9
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3 ．大学が独自に設定する科目
本研究科で免許状を取得するための大学が独自に設定する科目の単位及び履修方法は
次のとおりです。
⑴総合教育科学専攻の授業科目（大学が独自に設定する科目）

免許状の
種類

免許法施行規則に
定める科目区分 授業科目 単位数 備考

中
学
校
教
諭
専
修
免
許
状
（
社
会
）・
高
等
学
校
教
諭
専
修
免
許
状
（
公
民
）

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

教科及び
教科の
指導法に
関する科目

ス ポ ー ツ 文 化 論 概 論 2
ス ポ ー ツ 文 化 論 特 論 Ⅰ 2
成 人 教 育 概 論 2
成 人 教 育 特 論 2
成 人 教 育 研 究 演 習 Ⅰ 2
教 育 心 理 学 概 論 2 公民のみ
人 間 形 成 論 特 論 Ⅰ 2
人 間 形 成 論 特 論 Ⅱ 2
人 間 形 成 論 研 究 演 習 Ⅰ 2
社 会 教 育 学 研 究 演 習 Ⅰ 2
社 会 教 育 学 研 究 演 習 Ⅱ 2
教 育 心 理 学 特 論 Ⅰ 2 公民のみ
教 育 心 理 学 特 論 Ⅱ 2 公民のみ
学 習 心 理 学 特 論 Ⅰ 2 公民のみ
学 習 心 理 学 特 論 Ⅱ 2 公民のみ
発 達 心 理 学 特 論 2 公民のみ
人 間 形 成 学 概 論 Ⅰ 2
人 間 形 成 学 概 論 Ⅱ 2
社 会 教 育 学 概 論 2
教 育 政 策 科 学 概 論 2
学 校 教 育 論 概 論 2
教 育 ア セ ス メ ン ト 概 論 2
教 育 測 定 学 概 論 2
教 育 情 報 学 基 礎 論 概 論 2
教 育 情 報 学 実 践 論 概 論 2
教 育 情 報 学 応 用 論 概 論 2
発 達 心 理 学 概 論 2
人 間 形 成 史 特 論 Ⅰ 2

これらの科目から12
科目24単位選択必修

人 間 形 成 史 特 論 Ⅱ 2
人 間 形 成 史 研 究 演 習 Ⅰ 2
人 間 形 成 史 研 究 演 習 Ⅱ 2

9
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免許状の
種類

免許法施行規則に
定める科目区分 授業科目 単位数 備考

中
学
校
教
諭
専
修
免
許
状
（
社
会
）・
高
等
学
校
教
諭
専
修
免
許
状
（
公
民
）

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

教科及び
教科の
指導法に
関する科目

教 育 社 会 学 特 論 Ⅰ 2
教 育 社 会 学 特 論 Ⅱ 2
教 育 社 会 学 研 究 演 習 Ⅰ 2
教 育 社 会 学 研 究 演 習 Ⅱ 2
教 育 行 政 学 特 論 Ⅰ 2
教 育 行 政 学 特 論 Ⅱ 2
教 育 行 政 学 研 究 演 習 Ⅰ 2
教 育 行 政 学 研 究 演 習 Ⅱ 2
比 較 教 育 学 特 論 2
比 較 教 育 学 研 究 演 習 2
学 校 教 育 論 特 論 2
学 校 教 育 論 研 究 演 習 Ⅰ 2
学 校 教 育 論 研 究 演 習 Ⅱ 2
教育アセスメント特論Ⅰ 2
教育アセスメント研究演習Ⅰ 2
教育情報学基礎論特論Ⅰ 2
教育情報学基礎論特論Ⅱ 2
教育情報学基礎論特論Ⅲ 2
教育情報学基礎論研究演習Ⅰ 2
教育情報学基礎論研究演習Ⅱ 2
教育情報学基礎論研究演習Ⅲ 2
教育情報学応用論特論Ⅰ 2
教育情報学応用論特論Ⅱ 2
教育情報学応用論研究演習Ⅰ 2
教育情報学応用論研究演習Ⅱ 2
教育情報学実践論特論Ⅰ 2
教育情報学実践論特論Ⅱ 2
教育情報学実践論研究演習Ⅰ 2
教育情報学実践論研究演習Ⅱ 2
発 達 臨 床 論 特 論 2
発 達 臨 床 論 研 究 演 習 Ⅰ 2
発 達 臨 床 論 研 究 演 習 Ⅱ 2
臨 床 心 理 学 特 論 Ⅰ 2
臨 床 心 理 学 特 論 Ⅱ 2

9
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9

４ ．教育職員免許状の申請について
教育職員免許状は，大学が発行するものではなく，都道府県の教育委員会への申請
に基づき授与されるものです。ただし，在学中の者の免許状については，本学で宮
城県教育委員会に一括して申請を行っており，申請手続きを行った者は，学位記授
与式の日に免許状を受け取ることができます。なお，この申請手続きについては，
11月頃に掲示等でお知らせします。
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1　教育職員免許状の取得について
⑴ 教員職員免許状について

学校教育法第一条に定める中学校，高等学校などの各学校の教員となるためには，教

育職員免許法に定める所定の単位を修得し，各都道府県の教育委員会から授与される教

育職員免許状を取得する必要があります。

⑵ 教育職員免許状の種類

教育職員免許法に定める免許状には，普通免許状，特別免許状及び臨時免許状があり

ます。

普通免許状は，学校（中等教育学校を除く。）の種類ごとの教諭の免許状，養護教諭

の免許状及び栄養教諭の免許状とし，それぞれ専修免許状，一種免許状及び二種免許状

（高等学校教諭の免許状にあっては，専修免許状及び一種免許状）に区分されています。

また，中学校及び高等学校の教員の普通免許状及び臨時免許状は，教科毎に授与するも

のとされています。

⑶ 免許状の取得方法

普通免許状は，教育職員免許法に定める基礎資格を有し，かつ，大学若しくは文部科

学大臣の指定する養護教諭養成機関において所定の単位を修得した者が都道府県の教育

委員会へ申請することによって授与されます。

基礎資格とは，一種免許状においては，学士の学位を有することであり，専修免許状

においては，修士の学位を有することです。

なお，中学校教諭の普通免許状を取得する場合は，授与要件として社会福祉施設及び

特別支援学校での「介護等の体験」が必要となります。

⑷ 取得できる免許状の種類及び教科

本学部で取得できる免許状は次のとおりです。これ以外の免許状については，他学部

開講の授業科目を履修することで取得することができますので，当該学部の学生便覧を

ご覧の上，教務係で相談してください。

免許状の種類
学 科 名

中学校教諭
一種免許状

高等学校教諭
一種免許状 備　　　考

数 学 科 数 学 数 学
物 理 学 科
宇宙地球物理学科
化 学 科
地球惑星物質科学科
生　 物　 学　 科

理 科 理 科

地圏環境科学科 社 会
理 科

地 理 歴 史
理　　　　科

38
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⑸　一種免許状取得までのプロセス

【備　考】
①　教育職員免許状取得希望届の提出

免許状の取得を希望する学生は，第 1セメスターの授業履修前までに教務係に，「教育
職員免許状取得希望届」を提出し，学校種及び教科を届け出てください。希望届を提出し
た学生について「履修カルテ」の作成を行います。「履修カルテ」が作成されていない学
生は，「教職実践演習（中・高）」を履修することはできません。

②　「教科及び教職に関する科目」及び「教育職員免許法施行規則第66条の 6に定める科目」
の履修
免許状毎に定められている「教科及び教職に関する科目」を履修してください。ただ

年
セメ セメ セメ セメ セメ セメ セメ セメ

年 年 年

②「教科及び教職に関する科目」のうち，
　各教科の指導法や教育の基礎的理解に関する科目等を履修

②「教育職員免許法施行規則
　第66条の6で定める科目」の履修

②「教科及び教職に関する科目」のうち，教科に関する専門的事項に対応する科目を履修

①
教
育
職
員
免
許
状
取
得
希
望
届
の
提
出

③「
履
修
カ
ル
テ
②
」を
記
入

③「
履
修
カ
ル
テ
②
」を
記
入

③「
履
修
カ
ル
テ
②
」を
記
入

⑤
教
職
実
践
演
習 

（
中 

・ 

高
） 

履
修

教
育
職
員
免
許
状
一
括
申
請
手
続
き 

（
11
月
〜
）

申
込
み 

（
5
月
）

実　
　

習

（
10
月
〜
2
月
）

事
後
指
導

（
10
月
〜
2
月
）

事
前
指
導 

（
8
月
頃
）

申
込
み 

（
9
月
）

実　
　

習

（
5
月
〜
10
月
）

出
身
校
・
協
力
校

事
後
指
導

（
実
習
終
了
後
）

事
前
指
導

 

（
11
月
）

中
・
高
の
教
員
に
よ
る

④介護等の体験

④教育実習
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し，「教育実習」及び「教職実践演習（中・高）」には，履修資格が定められており，少な
くとも 3年次修了までには「教科に関する専門的事項」，「教育実習」及び「教職実践演習
（中・高）」を除く全ての「教科及び教職に関する科目」を修得しておく必要があります。
また，卒業に必要な単位に含まれない科目もありますので， 1年次より計画的な履修を心
がけてください。なお，「教科及び教職に関する科目」以外に，「教育職員免許法施行規則
第66条の 6で定める科目」も履修する必要があります。

③　履修カルテ②＜自己評価シート＞の記入について
教職実践演習（中・高）の履修及び教職指導の際に必要となりますので， 2年次・ 3年
次の各年度末及び教職実践演習履修の直前に，理学部教務課からの連絡を受け「履修カル
テ②＜自己評価シート＞」を提出し，自分で評価を記入し返却してください。記入を怠っ
た場合は，教育職員免許状の取得を放棄したものとして取り扱うことがあります。

④　「教育実習」及び「介護等体験」について
・教育実習は，仙台市内及び近辺の協力校又は本人の出身校等において行います。
・教育実習の参加資格は 4年次の学部学生及び大学院学生で，原則として「教科及び教職
に関する科目」のうち第二欄，第三欄，及び第四欄に掲げる科目の単位を修得した者。
また，科目等履修生については，本学出身者で，実習校等の内諾を得ている者に限りま
す。
・中学校教諭又は高等学校教諭の免許状を取得しようとする場合は，中学校又は高等学校
において，中学校教諭の免許状は 3週間，高等学校教諭の免許状は 2週間の教育実習を
行わなければなりません。また，中学校教諭及び高等学校教諭の両方の免許状を取得し
ようとする場合は，中学校又は高等学校で 3週間の教育実習を行ってください。なお，
中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は，特別支援学校及び社会福祉施設等で
「介護等の体験」を行わなければなりません。
・教育実習及び介護等の体験を行う者は，必ず事前指導を受講しなければなりません。
・教育実習及び介護等の体験の時期，又は学生の実習校（施設等）の配属については，掲
示等でお知らせします。

⑤　「教職実践演習（中・高）」について
平成20年度の教育職員免許法施行規則の改正により，平成22年度以降の新入生の「教職
に関する科目」（平成31年度からは「教科及び教職に関する科目」）として，「教職実践演習
（中・高）」が新設されました。本科目は，免許状の取得を希望する者の履修状況を踏まえ，
教員として必要な知識技能を修得したことを確認するために 4年次後期に集中講義で開設
されるものです。このため，「教職実践演習（中・高）」の履修前（ 7セメスタ）までに，「教
育実習」を終了し，「教育実習」及び「教職実践演習」を除く免許状取得に必要な全ての
単位を修得した者にのみ履修が認められます。ただし，「教科に関する専門的事項」につ
いては，卒業までに不足単位の修得が可能であると確認できた場合のみ，履修を認めるこ
とがあります。教員免許法施行規則第 4条及び第 5条第二欄～第四欄の「教科及び教職に
関する科目」（「教科に関する専門的事項」を除く）については， 4年次前期中に不足単位
の履修登録が確認できた場合のみ，履修を認めることがあります。
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⑹　基礎資格及び最低修得単位数
本学部で免許状を取得するためには，次の（第 1表）及び（第 2表）について最低取

得単位数を修得しなければなりません。

なお，（第 1表）の（　）内の数字は，教育職員免許法に定める単位数です。

（第 1表）基礎資格及び最低修得単位数

免許状の種別 基礎資格

大学において修得することを必要とする
最低取得単位数

備
考

教科及び教職に関する科目
各教科の指導法，教育
の基礎的理解に関する
科目等（p.116の表）

・・・①

教科に関する
専門的事項に
関する科目
・・・②

大学が独自に
設定する科目※

中 学 校 教 諭
一種普通免許状 学士の学位を

有すること。  

36（35） 20 3（4）

高等学校教諭
一種普通免許状 28（27） 20 11（12）

※教科及び教職に関する科目のうち，大学が独自に設定する科目については，上表①及び②

の最低修得単位数より多く修得した単位を充てる。ただし，他教科の指導法は充てること

ができない。

（第 2表）教育職員免許法施行規則第66条の 6に定める科目

教育職員免許法別表第一備考第四号に規定する教育職員免許法施行規則第66条の 6に定め

る科目の単位及び履修方法は次のとおりです。

免許法施行規則に
定める科目区分

本学で開設する
授業科目

単位数
開設学部等 履修方法 備考

必修 選択
日本国憲法 日本国憲法 2 全学教育

体育
スポーツ A 1 全学教育

2 単位以上
選択必修スポーツ B 1 全学教育

体と健康 2 全学教育

外国語コミュニ
ケーション

英語Ⅰ-A 1 全学教育

2 単位以上
選択必修

英語Ⅰ-B 1 全学教育
英語Ⅱ-A 1 全学教育
英語Ⅱ-B 1 全学教育
英語Ⅲ 1 全学教育
基礎ドイツ語Ⅰ 2 全学教育
基礎ドイツ語Ⅱ 2 全学教育
基礎フランス語Ⅰ 2 全学教育
基礎フランス語Ⅱ 2 全学教育
基礎ロシア語Ⅰ 2 全学教育
基礎ロシア語Ⅱ 2 全学教育
基礎スペイン語Ⅰ 2 全学教育
基礎スペイン語Ⅱ 2 全学教育
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免許法施行規則に
定める科目区分

本学で開設する
授業科目

単位数
開設学部等 履修方法 備考

必修 選択

外国語コミュニ
ケーション

基礎中国語Ⅰ 2 全学教育
基礎中国語Ⅱ 2 全学教育
基礎朝鮮語Ⅰ 2 全学教育
基礎朝鮮語Ⅱ 2 全学教育

数理，データ活
用及び人工知能
に関する科目又
は情報機器の操
作

情報とデータの基礎 2 全学教育

2 単位以上
選択必修

人文情報処理 2 文 学 部
情報理学入門 2 理 学 部
情報理学Ⅰ 2 理 学 部
情報理学Ⅱ 2 理 学 部
計算機数学 A 2 理 学 部
計算機数学 B 2 理 学 部
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⑺　教科及び教職に関する科目（各教科の指導法，教育の基礎的理解に関する科目等）
本学部で免許状を取得するための教科及び教職に関する科目のうち，各教科の指導法
や教育の基礎的理解に関する科目等の単位及び履修方法は次のとおりです。
施行規則において規定されている科目の内容 本学において開講する授業科目と単位

施行規則第 4条及び第 5
条に定める教科及び教職
に関する科目（「教科に関
する専門的事項」を除く）

左項の各科目に含めることが
必要な事項 授業科目

最低修得
単位数 開設

部局等 備考
必修 選択

第
2
欄
教科及び教科の指
導法に関する科目

各教科の指導法（情報通信技術の活
用を含む。）

数学科教育法Ⅰ
数学科教育法Ⅱ
理科教育法Ⅰ
理科教育法Ⅱ
社会科教育論Ⅰ
社会科教育論Ⅱ
地理歴史科教育法Ⅰ
地理歴史科教育法Ⅱ

中 8
高 4

理 学 部
理 学 部
理 学 部
理 学 部
教育学部
教育学部
文 学 部
文 学 部

該当教科の指導
法について必修

他教科の指導法
は「大学が独自
に設定する科
目」に充当でき
ない

第
3
欄
教育の基礎的理解
に関する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史
及び思想

教育原理
教育学概論

2
2
全学教育
教育学部

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。） 教職論 2 全学教育
教育に関する社会的，制度的又は経
営的事項（学校と地域との連携及び
学校安全への対応を含む。）

教育の制度と経営
教育制度論

2
2
全学教育
教育学部

幼児，児童及び生徒の心身の発達及
び学習の過程

教育心理学Ⅰ
学習・発達論

2
2
全学教育
教育学部

特別の支援を必要とする幼児，児童
及び生徒に対する理解

特別の支援を必要とする
生徒に対する理解 1 全学教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリ
キュラム・マネジメントを含む。）

教育課程論
教育課程総論

2
2
全学教育
教育学部

第
4
欄

道徳，総合的な学
習の時間等の指導
法及び生徒指導，
教育相談等に関す
る科目

道徳の理論及び指導法 道徳の理論及び指導法 A
道徳の理論及び指導法 B

2
2 教育学部

中免のみ
いずれか 2単位
選択必修

総合的な学習の時間の指導法（中学校）
総合的な探究の時間の指導法（高等学校）

総合的な学習の時間及び
特別活動の指導法 2

2
全学教育
教育学部教育実践論講義Ⅰ特別活動の指導法

教育の方法及び技術 教育の方法と技術 1 全学教育
教育方法・技術論（ICT
活用含む） 2 教育学部情報通信技術を活用した教育の理論

及び方法 教育と ICT活用 1 全学教育
生徒指導の理論及び方法 教育相談・生徒指導Ⅰ

（進路指導を含む）
教育相談・生徒指導Ⅱ
（進路指導を含む）
教育相談（教育・学校心理学）

2

2

2

全学教育
全学教育
教育学部

教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法
進路指導及びキャリア教育の理論及
び方法

第
5
欄
教育実践に関する
科目

教育実習
教育実習（中）

教育実習（高）

5

3

教育学部

教育学部

中免のみ
事前事後指導 1
単位含む
高免のみ
事前事後指導 1
単位含む

教職実践演習 教職実践演習（中・高） 2 全学教育

第
6
欄
大学が独自に設定する科目

上記科目及び次頁からの
「教科に関する専門的事
項」として開設する科目
の必要単位数より多く修
得した単位数を充当する

合計 合計 中36
高28

備　考
1　開設科目の名称は，変更されることがある。
2　教職実践演習（中・高）以外の全学教育において開設する科目は， 1， 2年次在籍中に履修することが望ましい。
3　各学部及び教育学部において開設する科目は，開設学部以外の学生も履修することができる。
4　「教育実習」は，関係各学部の協力により，教育学部において実施する。
5　「教職実践演習」は，関係各学部・研究科の協力により，全学教育において実施する。
6  　「教育実習」及び「教職実践演習」は，原則として第 2欄，第 3欄，第 4欄に掲げる科目を修得した者にのみ履
修を認める。

7　中学校の免許状を取得しようとする者は，「道徳の理論及び指導法」のＡまたはＢを必ず修得すること。
8  　本学の課程認定においては，「道徳の理論及び指導法」は中学校の免許状取得のみに必要な単位であり，高等学
校の免許状取得の際にはその単位は「大学が独自に設定する科目」にも含めることができないため，注意すること。

9　中学校教諭免許状と高等学校教諭免許状を同時に取得しようとする者は，教育実習（中）5単位を修得すること。
10 　各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）については，数学科教育法，理科教育法及び社会科教育論は
Ⅰ・Ⅱそれぞれ 4単位，地理歴史科教育法はⅠ・Ⅱそれぞれ 2単位の科目。

11 　本学部においては，社会は中学免許のみ取得可能なため，社会科教育論Ⅰ・Ⅱ両方を修得する必要がある。また，
地理歴史については，高校免許のみだが，地理歴史科教育法Ⅰ・Ⅱ両方を修得する必要がある。

12 　上記以外の教科及び教職に関する科目については，必要に応じ，当該学部において開設する。
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⑻　教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項）
本学部で免許状を取得するための教科及び教職に関する科目のうち，教科に関する専
門的事項に対応する科目の単位及び履修方法は次のとおりです。
なお，○印は必修科目です。

「数　　学」

教科に関する専門的事項に関する科目
免許法施行規則に
定める科目区分

対 応 す る 開 設 科 目 免許法で定める最低取得単位
授 業 科 目 単位数 開設学科等 中 学 校 高等学校

代 数 学

代数学序論 A 2 数 学 科

1単位以上 1単位以上

代数学序論 B 2 〃
○代数学概論 A 2 〃
代数学概論 B 2 〃
代数学概論 C 2 〃
代 数 学 総 説 2 〃
代数学特選 A 2 〃
代数学特選 B 2 〃

幾 何 学

位 相 数 学 A 2 数 学 科

1単位以上 1単位以上

位 相 数 学 B 2 〃
幾何学序論 A 2 〃

○幾何学序論 B 2 〃
幾何学概論 A1 2 〃
幾何学概論 A2 2 〃
幾何学概論 B 2 〃
幾 何 学 総 説 2 〃
幾何学特選 A 2 〃

解 析 学

解析学序論 A 2 数 学 科

1単位以上 1単位以上

解析学序論 B 2 〃
○解析学概論 A1 2 〃
解析学概論 A2 2 〃
解析学概論 C 2 〃
解析学概論 D 2 〃
解 析 学 総 説 2 〃
解析学特選 B 2 〃

「確率論、統計学」

○数 理 統 計 学 2 全学教育科目

1単位以上 1単位以上

解析学概論 B1 2 数 学 科
解析学概論 B2 2 〃
保 険 数 学 2 〃
応用数理特選 A 2 〃
応用数理特選 B 2 〃
確率過程論特選 2 〃

コ ン ピ ュ ー タ

○情報とデータの基礎 2 全学教育科目

1単位以上 1単位以上

計算機数学 A 2 数 学 科
計算機数学 B 2 〃
情報理学入門 2 理学部共通科目
情 報 理 学 Ⅰ 2 〃
情 報 理 学 Ⅱ 2 〃

合　　　　　　　　　　計 20 20






















































































































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「理　　科」（物理学科）

教科に関する専門的事項に関する科目

免許法施行規則に
定める科目区分

対 応 す る 開 設 科 目 免許法で定める最低取得単位
授 業 科 目 単位数 開設学科等 中 学 校 高等学校

物 理 学

○物理科学への招待 2 物 理 学 科

1単位以上 1単位以上

電 磁 気 学 Ⅰ 2 〃
電 磁 気 学 Ⅱ 2 〃
電 気 力 学 2 〃
解 析 力 学 2 〃
物 理 数 学 Ⅰ 2 〃
物 理 数 学 Ⅱ 2 〃
物理と対称性 2 〃
相 対 論 Ⅰ 2 〃
相 対 論 Ⅱ 2 〃
統計物理学Ⅰ 2 〃
統計物理学Ⅱ 2 〃
統計物理学Ⅲ 2 〃
量 子 力 学 Ⅰ 4 〃
量 子 力 学 Ⅱ 2 〃
量 子 力 学 Ⅲ 2 〃
原子核物理学Ⅰ 2 〃
原子核物理学Ⅱ 2 〃
素粒子物理学Ⅰ 2 〃
素粒子物理学Ⅱ 2 〃
物 理 光 学 2 〃
物性物理学Ⅰ 2 〃
物性物理学Ⅱ 2 〃
物性物理学Ⅲ 2 〃

化 学
○化 学 A 2 全学教育科目

1単位以上 1単位以上化 学 B 2 〃
化 学 C 2 〃

生 物 学
○生 命 科 学 A 2 全学教育科目

1単位以上 1単位以上生 命 科 学 B 2 〃
生 命 科 学 C 2 〃

地 学 ○現代地球科学 2 物 理 学 科 1単位以上 1単位以上宇 宙 論 2 〃

物 理 学 実 験・
化 学 実 験 ・
生 物 学 実 験・
地 学 実 験

※1

○基礎物理学実験 1 物 理 学 科

1単位以上物理学実験Ⅰ 3 〃
物理学実験Ⅱ 4 〃
物理学実験Ⅲ 4 〃

○基礎化学実験 1 〃 1単位以上 1単位以上
　　　※2

○基礎生物学実験 1 〃 1単位以上

○基礎地学実験 1 〃 1単位以上

合　　　　　　　　　　計 20 20
※1　 高等学校の免許状の場合は，免許法施行規則に定める科目区分上の表記は，「物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験」

である。
※2　 高等学校の免許状を取得する場合の実験科目は，「物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験」のうち，○印が付され

ている授業科目（必修科目）を， 1科目以上修得すればよい。
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「理　　科」（宇宙地球物理学科）

教科に関する専門的事項に関する科目

免許法施行規則に
定める科目区分

対 応 す る 開 設 科 目 免許法で定める最低取得単位

授 業 科 目 単位数 開設学科等 中 学 校 高等学校

物 理 学

○物理科学への招待 2 宇宙地球物理学科

1単位以上 1単位以上

電 磁 気 学 Ⅰ 2 〃
電 磁 気 学 Ⅱ 2 〃
解 析 力 学 2 〃
物 理 数 学 Ⅰ 2 〃
物 理 数 学 Ⅱ 2 〃
相 対 論 Ⅰ 2 〃
量 子 力 学 Ⅰ 4 〃
量 子 力 学 Ⅱ 2 〃
大 気 力 学 2 〃
流 体 力 学 2 〃
弾 性 体 力 学 2 〃
物 理 光 学 2 〃
統計物理学Ⅰ 2 〃
天体物理学Ⅰ 2 〃
宇宙空間物理学 2 〃
天体物理学Ⅱ 2 〃
天体物理学Ⅲ 2 〃
震 源 物 理 学 2 〃

化 学
○化 学 A 2 全学教育科目

1単位以上 1単位以上化 学 B 2 〃
化 学 C 2 〃

生 物 学
○生 命 科 学 A 2 全学教育科目

1単位以上 1単位以上生 命 科 学 B 2 〃
生 命 科 学 C 2 〃

地 学

○現代地球科学 2 宇宙地球物理学科

1単位以上 1単位以上

気 象 学 2 〃
地 震 学 2 〃
海 洋 物 理 学 2 〃
地 殻 物 理 学 2 〃
電磁圏物理学 2 〃
惑星大気物理学 2 〃
海 洋 力 学 2 〃
気 候 物 理 学 2 〃
大 気 物 理 学 2 〃
プラズマ物理学 2 〃
恒星物理学Ⅰ 2 〃
銀河宇宙物理学Ⅰ 2 〃













































































































































46



— 122 —

教科に関する専門的事項に関する科目

免許法施行規則に
定める科目区分

対 応 す る 開 設 科 目 免許法で定める最低取得単位

授 業 科 目 単位数 開設学科等 中 学 校 高等学校

物 理 学 実 験・
化 学 実 験 ・
生 物 学 実 験・
地 学 実 験

※1

○基礎物理学実験 1 宇宙地球物理学科
1単位以上

1単位以上
　　　※2

天体物理学実習Ⅱ 3 〃
地球物理学実験Ⅰ 2 〃

○基礎化学実験 1 〃 1単位以上

○基礎生物学実験 1 〃 1単位以上

○基礎地学実験 1 〃
1単位以上天体物理学実習Ⅰ 2 〃

地球物理学実験Ⅱ 3 〃
合　　　　　　　　　　計 20 20

※1　 高等学校の免許状の場合は，免許法施行規則に定める科目区分上の表記は，「物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験」
である。

※2　 高等学校の免許状を取得する場合の実験科目は，「物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験」のうち，○印が付され
ている授業科目（必修科目）を， 1科目以上修得すればよい。
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「理　　科」（化学科）

教科に関する専門的事項に関する科目

免許法施行規則に
定める科目区分

対 応 す る 開 設 科 目 免許法で定める最低取得単位

授 業 科 目 単位数 開設学科等 中 学 校 高等学校

物 理 学 ○物 理 学 概 論 2 化 学 科 1単位以上 1単位以上

化 学

○専門基礎化学Ⅰ 2 化 学 科

1単位以上 1単位以上

専門基礎化学Ⅱ 2 〃
専門基礎化学Ⅲ 2 〃
専門基礎化学Ⅳ 2 〃
無機分析化学概論 A 2 〃
無機分析化学概論 B 2 〃
無機分析化学概論 C 2 〃
無機分析化学概論 D 2 〃
有機化学概論 A 2 〃
有機化学概論 B 2 〃
有機化学概論 C 2 〃
有機化学概論 D 2 〃
生物化学概論 2 〃
物理化学概論 A 2 〃
物理化学概論 B 2 〃
物理化学概論 C 2 〃
物理化学概論 D 2 〃

生 物 学
○ 生 命 科 学 A 2 全学教育科目

1単位以上 1単位以上生 命 科 学 B 2 〃
生 命 科 学 C 2 〃

地 学

○地球システム科学 2 全学教育科目

1単位以上 1単位以上
地球物質科学 2 〃
天 文 学 2 〃
地球惑星物理学 2 〃

物 理 学 実 験・
化 学 実 験 ・
生 物 学 実 験・
地 学 実 験

※1

○基礎物理学実験 1 化 学 科 1単位以上

1単位以上
　　　※2

○基礎化学実験 1 〃
1単位以上化学一般実験 A 5 〃

化学一般実験 B 6 〃

○基礎生物学実験 1 〃 1単位以上

○基礎地学実験 1 〃 1単位以上

合　　　　　　　　　　計 20 20
※1　 高等学校の免許状の場合は，免許法施行規則に定める科目区分上の表記は，「物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験」

である。
※2　 高等学校の免許状を取得する場合の実験科目は，「物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験」のうち，○印が付され

ている授業科目（必修科目）を， 1科目以上修得すればよい。









































































































































48



— 124 —

「理　　科」（地圏環境科学科）

教科に関する専門的事項に関する科目

免許法施行規則に
定める科目区分

対 応 す る 開 設 科 目 免許法で定める最低取得単位

授 業 科 目 単位数 開設学科等 中 学 校 高等学校

物 理 学

○物 理 学 A 2 全学教育科目

1単位以上 1単位以上
物 理 学 B 2 〃
物 理 学 C 2 〃
基礎物理数学 2 〃

化 学
○化 学 A 2 全学教育科目

1単位以上 1単位以上化 学 B 2 〃
化 学 C 2 〃

生 物 学
○分 子 生 物 学 2 地圏環境科学科

1単位以上 1単位以上生 態 学 2 〃
進化古生物学 2 〃

地 学

○地 球 環 境 史 2 地圏環境科学科

1単位以上 1単位以上

地球の物質とダイナミックス 2 〃
固体地球の進化 2 〃
環 境 変 動 論 2 〃
同位体地球科学 2 〃
堆 積 学 2 〃
生物圏進化・人間圏学 2 〃

物 理 学 実 験・
化 学 実 験 ・
生 物 学 実 験・
地 学 実 験

※1

○基礎物理学実験 1 地圏環境科学科 1単位以上

1単位以上
　　　※2

○基礎化学実験 1 〃 1単位以上

○基礎生物学実験 1 〃 1単位以上

○基礎地学実験 1 〃

1単位以上
地 学 実 験 1 〃
地殻岩石学実習Ⅰ 2 〃
地殻岩石学実習Ⅱ 2 〃

合　　　　　　　　　　計 20 20
※1　 高等学校の免許状の場合は，免許法施行規則に定める科目区分上の表記は，「物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験」

である。
※2　 高等学校の免許状を取得する場合の実験科目は，「物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験」のうち，○印が付され

ている授業科目（必修科目）を， 1科目以上修得すればよい。
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「理　　科」（地球惑星物質科学科）

教科に関する専門的事項に関する科目

免許法施行規則に
定める科目区分

対 応 す る 開 設 科 目 免許法で定める最低取得単位

授 業 科 目 単位数 開設学科等 中 学 校 高等学校

物 理 学

○物 理 学 A 2 全学教育科目

1単位以上 1単位以上
物 理 学 B 2 〃
物 理 学 C 2 〃
基礎物理数学 2 〃

化 学
○化 学 A 2 全学教育科目

1単位以上 1単位以上化 学 B 2 〃
化 学 C 2 〃

生 物 学 ○分 子 生 物 学 2 地球惑星物質科学科
1単位以上 1単位以上生 態 学 2 〃

地 学

○ 地球の物質とダイナミックス 2 地球惑星物質科学科

1単位以上 1単位以上

地球惑星物性学Ⅰ 2 〃
鉱 物 物 理 学 2 〃
地 球 環 境 史 2 〃
鉱 物 結 晶 学 2 〃
造山帯地質学 2 〃
造 岩 鉱 物 学 2 〃
相 平 衡 論 2 〃
生命起源地球科学 2 〃
初期地球環境変動論 2 〃
初期太陽系進化 2 〃
地球惑星熱力学 2 〃
地球内部物理化学 2 〃

物 理 学 実 験・
化 学 実 験 ・
生 物 学 実 験・
地 学 実 験

※1

○基礎物理学実験 1 地球惑星物質科学科 1単位以上

1単位以上
　　　※2

○基礎化学実験 1 〃 1単位以上

○基礎生物学実験 1 〃 1単位以上

○基礎地学実験 1 〃

1単位以上
地 学 実 験 1 〃
地球惑星物質科学実習Ⅰ 1 〃
地球惑星物質科学実習Ⅱ 1 〃
地球惑星物質科学実習Ⅲ 1 〃

合　　　　　　　　　　計 20 20

※1　 高等学校の免許状の場合は，免許法施行規則に定める科目区分上の表記は，「物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験」
である。

※2　 高等学校の免許状を取得する場合の実験科目は，「物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験」のうち，○印が付され
ている授業科目（必修科目）を， 1科目以上修得すればよい。
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「理　　科」（生物学科）

教科に関する専門的事項に関する科目

免許法施行規則に
定める科目区分

対 応 す る 開 設 科 目 免許法で定める最低取得単位

授 業 科 目 単位数 開設学科等 中 学 校 高等学校

物 理 学

○物 理 学 A 2 全学教育科目

1単位以上 1単位以上
物 理 学 B 2 〃
物 理 学 C 2 〃
基礎物理数学 2 〃

化 学 ○化　   学 A 2 全学教育科目 1単位以上 1単位以上

生 物 学

○分 子 生 物 学 2 生 物 学 科

1単位以上 1単位以上

○生 態 学 2 〃
動 物 生 理 学 2 〃
植 物 生 理 学 2 〃
発 生 生 物 学 2 〃
動 物 生 態 学 2 〃
植 物 形 態 学 2 〃
分子植物学Ⅰ 2 〃
細 胞 生 物 学 2 〃
行 動 遺 伝 学 2 〃
生 物 進 化 学 2 〃
器 官 形 成 学 2 〃
分 子 遺 伝 学 2 〃
分子細胞生物学Ⅰ 2 〃
分子細胞生物学Ⅱ 2 〃
保 全 生 物 学 2 〃
脳・神経システム学Ⅰ 2 〃
生 理 生 態 学 2 〃
多様性植物学 2 〃
微 生 物 学 2 〃
理 論 生 態 学 2 〃
分子細胞生物学Ⅲ 2 〃
比較社会神経科学 2 〃
分子植物学Ⅱ 2 〃
植物進化生態学 2 〃
分 子 進 化 学 2 〃
神 経 行 動 学 2 〃
海 洋 生 物 学 2 〃
脳・神経システム学Ⅱ 2 〃
加齢生物学概論 2 〃
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教科に関する専門的事項に関する科目

免許法施行規則に
定める科目区分

対 応 す る 開 設 科 目 免許法で定める最低取得単位

授 業 科 目 単位数 開設学科等 中 学 校 高等学校

地 学

○地球システム科学 2 全学教育科目

1単位以上 1単位以上
地球物質科学 2 〃
天 文 学 2 〃
地球惑星物理学 2 〃

物 理 学 実 験・
化 学 実 験 ・
生 物 学 実 験・
地 学 実 験

※1

○基礎物理学実験 1 生 物 学 科 1単位以上

1単位以上
　　　※2

○基礎化学実験 1 〃 1単位以上

○基礎生物学実験 1 〃
1単位以上生 態 学 実 習 2 〃

動物生態学実習 1 〃

○基礎地学実験 1 〃 1単位以上

合　　　　　　　　　　計 20 20

※1　 高等学校の免許状の場合は，免許法施行規則に定める科目区分上の表記は，「物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験」
である。

※2　 高等学校の免許状を取得する場合の実験科目は，「物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実験」のうち，○印が付され
ている授業科目（必修科目）を， 1科目以上修得すればよい。
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「社　　会」（地圏環境科学科）

教科に関する専門的事項に関する科目

免許法施行規則に
定める科目区分

対 応 す る 開 設 科 目 免許法で定める最低取得単位

授 業 科 目 単位数 開設学科等 中 学 校 高等学校

日 本 史・ 外 国 史
〇日本歴史地理Ⅰ 2 地圏環境科学科

1単位以上 ─日本歴史地理Ⅱ 2 〃
○世界地域形成史 2 〃

地 理 学
（地 誌 を 含 む。）

○人間環境地理学 2 地圏環境科学科

1単位以上 ─

地理情報解析学実習 2 〃
地圏環境科学実習Ⅰ 2 〃
地 形 学 2 〃
地形学演習Ⅰ 2 〃
地形学演習Ⅱ 2 〃
大 気 海 洋 学 2 〃
気 候 学 2 〃
気 候 学 実 習 2 〃
人文地理学実習Ⅰ 2 〃
人文地理学実習Ⅱ 2 〃
地 図 学 2 〃
世 界 地 誌 Ⅰ 2 〃
世 界 地 誌 Ⅱ 2 〃
地形測量学及び実習 2 〃

「法律学、政治学」
○法 学 2 全学教育科目

1単位以上 ─
政 治 学 2 〃

「社会学、経済学」
○経 済 地 理 学 2 地圏環境科学科

1単位以上 ─
都 市 地 理 学 2 〃

「哲学、倫理学、宗教学」
○哲 学 2 全学教育科目

1単位以上
　　　※ ─○倫 理 学 2 〃

○宗 教 学 2 〃
合　　　　　　　　　　計 20 ─

※　 哲学，倫理学及び宗教学のうち，いずれか 1科目以上修得すればよい。


















































53



— 128 — — 129 —

「地理歴史」（地圏環境科学科）

教科に関する専門的事項に関する科目

免許法施行規則に
定める科目区分

対 応 す る 開 設 科 目 免許法で定める最低取得単位

授 業 科 目 単位数 開設学科等 中 学 校 高等学校

日 本 史
○日本歴史地理Ⅰ 2 地圏環境科学科

─ 1単位以上
日本歴史地理Ⅱ 2 〃

外 国 史
歴 史 学 2 全学教育科目

─ 1単位以上
○世界地域形成史 2 地圏環境科学科

人文地理学・ 
 自然地理学

○人間環境地理学 2 地圏環境科学科

─ 1単位以上

地理情報解析学実習 2 〃
地圏環境科学実習Ⅰ 2 〃
地 形 学 2 〃
地形学演習Ⅰ 2 〃
地形学演習Ⅱ 2 〃
大 気 海 洋 学 2 〃
気 候 学 2 〃
気 候 学 実 習 2 〃
都 市 地 理 学 2 〃
人文地理学実習Ⅰ 2 〃
人文地理学実習Ⅱ 2 〃
経 済 地 理 学 2 〃
地 図 学 2 〃
地形測量学及び実習 2 〃

地 誌
○世 界 地 誌 Ⅰ 2 地圏環境科学科

─ 1単位以上
世 界 地 誌 Ⅱ 2 〃

合　　　　　　　　　　計 — 20
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⑼　教育職員免許状の申請について

教育職員免許状は，大学が発行するものではなく，都道府県の教育委員会への申請に

基づき授与されるものです。ただし，在学中の者の免許状については，本学で宮城県教

育委員会に一括して申請を行っており，申請手続きを行った者は，学位記授与式の日に

免許状を受け取ることができます。なお，この申請手続きについては，11月頃に掲示等

でお知らせします。

⑽　その他

他大学卒業者及び他学部出身者は，当該出身大学等において修得した単位が，取得し

ようとする当該免許状に該当する場合もあるので，学力に関する証明書を持参してくだ

さい。また，現職教員又は教員の経験等がある場合には，修得する授業科目あるいは適

用法令が異なってくることがありますので，教務係で確認してください。
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3　専修免許状の取得について

学校教育法第一条に定める中学校，高等学校などの各学校の教員となるためには，教育職

員免許法に定める所定の単位を修得し，各都道府県の教育委員会から授与される教育職員免

許状を取得する必要があります。

ここでは，取得しようとする専修免許状と同教科の一種免許状を有する者及び授与を受け

ることができる者が，専修免許状を取得する場合の所要資格などについて説明します。

なお，一種免許状を取得していない者で，新たに専修免許状を取得しようとする者は，教

育職員免許法に定める科目を修得しなければなりません。その所要資格などについては，出

身大学（学部）での既修得単位及び教育職員免許法の改正等に伴い個々に修得科目（単位）

が異なると思われますので大学院教務係に相談してください。

⑴ 取得できる免許状の種類及び教科

本研究科で取得できる免許状は次のとおりです。

（第 1表）

免許状の種類
専攻名

中学校教諭
専修免許状

高等学校教諭
専修免許状 備　　　考

数 学 専 攻 数　　　学 数　　　学
物 理 学 専 攻
天 文 学 専 攻
地球物理学専攻
化 学 専 攻

理　　　科 理　　　科

地 学 専 攻 社　　　会
理　　　科

地 理 歴 史
理　　　科

⑵ 基礎資格及び最低修得単位数

本研究科で免許状を取得するための基礎資格及び最低修得単位数は次のとおりです。

（第 2表）

免許状の種別 基 礎 資 格
大学院において修得することを必要とする 
最低修得単位数

大学が独自に設定する科目
中 学 校 教 諭
専 修 免 許 状 修士の学位を

有すること。 24高等学校教諭
専 修 免 許 状
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⑶　大学が独自に設定する科目

本研究科で免許状を取得するための大学が独自に設定する科目の単位及び履修方法は次のと

おりです。

（第 3表）

数学専攻　［中専免・高専免（数学）］

科　　目　　名 単位数 備　考 科　　目　　名 単位数 備　考
代 数 学 総 論 2 関 数 解 析 学 特 論 2
幾 何 学 総 論 2 作 用 素 環 論 特 論 2
解 析 学 総 論 2 複素多様体論特論 2
多 様 体 論 総 論 2 大 域 解 析 学 特 論 2
応 用 数 理 総 論 2 表 現 論 特 論 2
代 数 学 通 論 2 保 型 関 数 論 特 論 2
幾 何 学 通 論 2 代 数 解 析 学 特 論 2
解 析 学 通 論 2 数 理 物 理 学 特 論 2
多 様 体 論 通 論 2 常微分方程式論特論 2
応 用 数 理 通 論 2 偏微分方程式論特論 2
代 数 学 特 論 Ａ 2 力 学 系 理 論 特 論 2
代 数 学 特 論 Ｂ 2 非線形解析学特論 2
代 数 学 特 論 Ｃ 2 数 値 解 析 学 特 論 2
代 数 学 特 論 Ｄ 2 確 率 過 程 論 特 論 2
幾 何 学 特 論 Ａ 2 数 学 基 礎 論 特 論 2
幾 何 学 特 論 Ｂ 2 計 算 理 論 特 論 2
幾 何 学 特 論 Ｃ 2 数 理 論 理 学 特 論 2
幾 何 学 特 論 Ｄ 2 数 学 総 合 講 義 Ａ 2
解 析 学 特 論 Ａ 2 数 学 総 合 講 義 Ｂ 2
解 析 学 特 論 Ｂ 2 数 学 総 合 講 義 Ｃ 2
解 析 学 特 論 Ｃ 2 数 学 総 合 講 義 Ｄ 2
解 析 学 特 論 Ｄ 2 数 学 総 合 講 義 Ｅ 2
多 様 体 論 特 論 Ａ 2 数 学 総 合 講 義 Ｆ 2
多 様 体 論 特 論 Ｂ 2 数 学 総 合 講 義 Ｇ 2
多 様 体 論 特 論 Ｃ 2 数 学 総 合 講 義 Ｈ 2
多 様 体 論 特 論 Ｄ 2 数 学 総 合 講 義 Ｉ 2
応 用 数 理 特 論 Ａ 2 数 学 総 合 講 義 Ｊ 2
応 用 数 理 特 論 Ｂ 2 数 学 総 合 講 義 Ｋ 2
応 用 数 理 特 論 Ｃ 2 現 代 数 学 特 論 Ａ 1
応 用 数 理 特 論 Ｄ 2 現 代 数 学 特 論 Ｂ 1
代 数 幾 何 学 特 論 2 現 代 数 学 特 論 Ｃ 1
数 論 特 論 2 現 代 数 学 特 論 Ｄ 1
数論的幾何学特論 2 現 代 数 学 特 論 Ｅ 1
微 分 幾 何 学 特 論 2 現 代 数 学 特 論 Ｆ 1
位 相 幾 何 学 特 論 2 現 代 数 学 特 論 Ｇ 1
微分位相幾何学特論 2 現 代 数 学 特 論 Ｈ 1
複 素 解 析 学 特 論 2 セ ミ ナ ー Ⅰ 4
実 解 析 学 特 論 2 セ ミ ナ ー Ⅱ 4
調 和 解 析 学 特 論 2
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物理学専攻　［中専免・高専免（理科）］

科　　目　　名 単位数 備　考 科　　目　　名 単位数 備　考
場 の 量 子 論 基 礎 2 生 体 物 性 学 特 論 2
場 の 量 子 論 特 論 2 ソフトマター物理学特論 2
素 粒 子 論 特 論 2 ビーム物理学特論 2
原 子 核 理 論 特 論 2 電子線核物理学特論 2
数理量子物理学特論 2 クォーク核物理学特論 2
宇宙基礎物理学特論 2 非加速器物理学特論 2
素粒子物理学基礎 2 結 晶 物 理 学 特 論 2
原 子 核 物 理 学 特 論 2 表 面 物 理 学 特 論 2
高エネルギー物理学特論 2 金 属 物 理 学 特 論 2
原子核物理学基礎 2 磁 気 物 理 学 特 論 2
電 子 物 性 学 特 論 2 金属電子物理学特論 2
凝縮系物理学特論 2 分 光 物 理 学 特 論 2
固 体 物 理 学 特 論 2 回折・分光学特論 2
物 質 物 理 学 基 礎 2 核放射線物理学特論 2
固 体 分 光 学 基 礎 2 固体相関物理学特論 2
光 物 性 学 特 論 Ⅰ 2 加 速 器 科 学 特 論 1
光 物 性 学 特 論 Ⅱ 2 強相関電子物理学特論 1
固 体 電 子 論 特 論 2 量子機能計測特論 1
統 計 物 理 学 特 論 2 セ ミ ナ ー Ⅰ 3
固 体 統 計 基 礎 2 セ ミ ナ ー Ⅱ 3

天文学専攻　［中専免・高専免（理科）］

科　　目　　名 単位数 備　考 科　　目　　名 単位数 備　考
恒星物理学特論Ⅰ 2 電波天文学特論Ⅰ 2
恒星物理学特論Ⅱ 2 電波天文学特論Ⅱ 2
恒星物理学特論Ⅲ 2 電波天文学特論Ⅲ 2
星間物理学特論Ⅰ 2 電波天文学特論Ⅳ 2
星間物理学特論Ⅱ 2 天体計測学特論Ⅰ 2
星間物理学特論Ⅲ 2 天体計測学特論Ⅱ 2
銀河物理学特論Ⅰ 2 天体計測学特論Ⅲ 2
銀河物理学特論Ⅱ 2 相対論的天体物理学特論Ⅰ 2
銀河物理学特論Ⅲ 2 相対論的天体物理学特論Ⅱ 2
理論天体物理学特論Ⅰ 2 相対論的天体物理学特論Ⅲ 2
理論天体物理学特論Ⅱ 2 セ ミ ナ ー 8
理論天体物理学特論Ⅲ 2
理論天体物理学特論Ⅳ 2
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地球物理学専攻　［中専免・高専免（理科）］

科　　目　　名 単位数 備　考 科　　目　　名 単位数 備　考
地 震 学 特 論 Ⅰ 2 宇宙空間計測学特論Ⅱ 2

地 震 学 特 論 Ⅱ 2 大 気 物 理 学 特 論 2

震 源 物 理 学 特 論 2 気 象 学 特 論 2

地殻物理学特論Ⅰ 2 大 気 力 学 特 論 2

地殻物理学特論Ⅱ 2 海洋物理学特論Ⅰ 2

地震火山計測学特論 2 海洋物理学特論Ⅱ 2

火 山 物 理 学 特 論 2 大気海洋相互作用特論 2

固体地球物理学特論Ⅰ 2 大 気 放 射 学 特 論 2

固体地球物理学特論Ⅱ 2 気 候 物 理 学 特 論 2

太陽系物理学特論 2 衛 星 海 洋 学 特 論 2

宇宙空間プラズマ物理学特論Ⅰ 2 海洋環境科学特論 2

宇宙空間プラズマ物理学特論Ⅱ 2 大 気 科 学 2

惑星大気物理学特論 2 先 端 海 洋 物 理 学 2

電磁圏物理学特論 2 地球物理学セミナーⅠ 2

超高層大気物理学特論 2 地球物理学セミナーⅡ 2

惑星電波物理学特論 2 地球物理学セミナーⅢ 2

宇宙空間計測学特論Ⅰ 2 地球物理学セミナーⅣ 2

化学専攻　［中専免・高専免（理科）］

科　　目　　名 単位数 備　考 科　　目　　名 単位数 備　考
無機・分析化学特論ⅠＡ 1 境界領域化学特論ⅢＢ 1

無機・分析化学特論ⅠＢ 1 境界領域化学特論ⅣＡ 1

無機・分析化学特論ⅡＡ 1 先端理化学特論ⅠＡ 1

無機・分析化学特論ⅡＢ 1 先端理化学特論ⅠＢ 1

無機・分析化学特論ⅢＡ 1 先端理化学特論ⅡＡ 1

無機・分析化学特論ⅢＢ 1 先端理化学特論ⅢＡ 1

無機・分析化学特論ⅣＡ 1 先端理化学特論ⅢＢ 1

有機化学特論ⅠＡ 1 化学反応解析特論ⅠＡ 1

有機化学特論ⅠＢ 1 化学反応解析特論ⅠＢ 1

有機化学特論ⅡＡ 1 化学反応解析特論ⅡＡ 1

有機化学特論ⅡＢ 1 化学反応解析特論ⅢＡ 1

有機化学特論ⅢＡ 1 化学反応解析特論ⅣＡ 1

有機化学特論ⅢＢ 1 化学反応解析特論ⅣＢ 1

有機化学特論ⅣＡ 1 化学反応解析特論ⅤＡ 1

有機化学特論ⅣＢ 1 化学反応解析特論ⅤＢ 1

境界領域化学特論ⅡＢ 1 固体化学特論ⅠＡ 1

境界領域化学特論ⅢＡ 1 固体化学特論ⅡＡ 1
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科　　目　　名 単位数 備　考 科　　目　　名 単位数 備　考
有機化学特論ⅤＡ 1 固体化学特論ⅢＡ 1
物理化学特論ⅠＡ 1 固体化学特論ⅢＢ 1
物理化学特論ⅠＢ 1 生体機能化学特論ⅠＡ 1
物理化学特論ⅡＡ 1 生体機能化学特論ⅡＡ 1
物理化学特論ⅡＢ 1 生体機能化学特論ⅢＡ 1
物理化学特論ⅢＡ 1 生体機能化学特論ⅣＡ 1
物理化学特論ⅢＢ 1 分離化学特論ⅠＡ 1
物理化学特論ⅣＡ 1 分離化学特論ⅠＢ 1
物理化学特論ⅣＢ 1 重元素化学特論ⅠＡ 1
物理化学特論ⅤＡ 1 重元素化学特論ⅠＢ 1
物理化学特論ⅤＢ 1 セ ミ ナ ー Ⅰ 1
境界領域化学特論ⅠＡ 1 セ ミ ナ ー Ⅱ 1
境界領域化学特論ⅠＢ 1 セ ミ ナ ー Ⅲ 2
境界領域化学特論ⅡＡ 1 セ ミ ナ ー Ⅳ 2

地学専攻　［中専免・高専免（理科）］

科　　目　　名 単位数 備　考 科　　目　　名 単位数 備　考
地 殻 力 学 特 論 Ⅰ 2 岩石学・固体地球化学特論Ⅰ 2

地 殻 力 学 特 論 Ⅱ 2 岩石学・固体地球化学特論Ⅱ 2

地 圏 環 境 学 特 論 2 生命起源地球科学特論Ⅰ 2

地球環境変遷学特論 2 太陽系始原物質科学特論Ⅰ 2

サ ン ゴ 礁 学 特 論 2 地球内部物理化学特論Ⅰ 2

古 海 洋 学 特 論 2 地球内部物理化学特論Ⅱ 2

群 集 進 化 学 特 論 2 地球物質移動学特論Ⅰ 2

鉱物成因論特論Ⅰ 2 セ ミ ナ ー 8

地学専攻　［中専免（社会）・高専免（地歴）］

科　　目　　名 単位数 備　考 科　　目　　名 単位数 備　考
環境動態論特論Ⅱ 2 人文地理学特論Ⅱ 2

環境動態論特論Ⅲ 2 地 域 形 成 論 特 論 2

地 形 学 特 論 Ⅰ 2 地 域 環 境 論 特 論 2

地 形 学 特 論 Ⅱ 2 環 境 地 理 学 Ⅰ 2

気 候 学 特 論 Ⅰ 2 環 境 地 理 学 Ⅱ 2

気 候 学 特 論 Ⅱ 2 セ ミ ナ ー 8

人文地理学特論Ⅰ 2
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⑷ 教育職員免許状の申請について

教育職員免許状は，大学が発行するものではなく，都道府県の教育委員会への申請に

基づき授与されるものです。ただし，在学中の者の免許状については，本学で宮城県教

育委員会に一括して申請を行っており，申請手続きを行った者は，学位記授与式の日に

免許状を受け取ることができます。なお，この申請手続きについては，11月末頃に掲示

等でお知らせします。

⑵ アドバイザリーボードについて

1．理学研究科では，すべての大学院生に，主任指導教員のほかにアドバイザリーボー

ドを設置しています。

2．アドバイザリーボードは，

① 個々の大学院生に対して幅広い見地から研究指導を行います。

② 大学院生の生活面等における相談にも応じアドバイスします。

3．詳細は，各専攻により異なりますので，所属する専攻の事務室に確認してください。
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9. 教職免許・各種資格 
(1) 教育職員免許状の取得について

①教員職員免許状について

学校教育法第一条に定める中学校，高等学校などの各学校の教員となるためには，教育職員免許

法に定める所定の単位を修得し，各都道府県の教育委員会から授与される教育職員免許状を取得す

る必要があります。

②教育職員免許状の種類

教育職員免許法に定める免許状には，普通免許状，特別免許状及び臨時免許状があります。

普通免許状は，学校（中等教育学校を除く。）の種類ごとの教諭の免許状，養護教諭の免許状及び

栄養教諭の免許状とし，それぞれ専修免許状， 一種免許状及び二種免許状（高等学校教諭の免許状

にあっては，専修免許状及び一種免許状）に区分されています。また，中学校及び高等学校の教員の

普通免許状及び臨時免許状は，教科毎に授与するものとされています。

本学では， 中学校一種免許状，中学校専修免許状，高等学校一種免許状，高等学校専修免許状を

取得することができます。

③免許状の取得方法

普通免許状は，教育職員免許法に定める基礎資格を有し，かつ，大学若しくは文部科学大臣の指

定する養護教諭養成機関において規定の単位を修得した者が都道府県の教育委員会へ申請すること

によって授与されます。

基礎資格とは， 一種免許状においては，学士の学位を有することであり，専修免許状においては，

修士の学位を有することです。 

なお，中学校教諭の普通免許状を取得する場合は，授与要件として社会福祉施設及び特別支援学

校での「介護等の体験」が必要となります。 

④取得できる免許状の種類及び教科

本学部で取得できる免許状は下表のとおりです。修業年限である4年間に，各学科の卒業要件とあ

わせて，教職免許状に係る必要科目をすべて修得するには，努力が必要です。一学年次より，履修

計画をしっかり立てて臨んでください。 

これ以外の免許状については，他学部・他研究科開講の授業科目を履修することで取得すること

ができますので，当該学部・研究科の学生便覧をご覧のうえ，学部教務係で相談してください。 

各学科で取得することができる免許状の種類 

学学  科科  中中学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状  高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状  

機機械械知知能能・・航航空空工工学学科科  数学，理科 数学，理科 

電電気気情情報報物物理理工工学学科科  数学，理科 数学，理科，情報 

化化学学・・ババイイオオ工工学学科科  理科 理科 

材材料料科科学学総総合合学学科科  理科 理科 

建建築築・・社社会会環環境境工工学学科科  理科 理科 

⑤基礎資格及び最低修得単位数

本学部で免許状を取得するための基礎資格及び最低修得単位数は下記のとおりです。下記単位の

ほか，教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目の単位の修得が必要です。詳しくは「⑨．教

育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目」を確認してください。

免免許許状状のの種種類類  

基基礎礎資資格格  大大学学ににおおいいてて修修得得すするるここととをを必必要要ととすするる最最低低取取得得単単位位  

教科及び教職 

に関する科目 

合計 

中中学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状  学士の学位を 

有すること 

６０ ６０ 

高高等等学学校校教教諭諭一一種種免免許許状状 ６０ ６０ 

----------改ページ---------- 

別紙６「⑥一種免許状取得までのプロセス～」を挿入

９．教職免許・各種資格
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⑥一種免許状取得までのプロセスは下表のとおりです。

１セメ ２セメ ３セメ ４セメ ７セメ ８セメ

（１）教育職員免許状取得希望届の提出

（２）「教科及び教職に関する科目」及び「教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目」の履修

（３）履修カルテ②＜自己評価シート＞の記入について

　　
（４）「教育実習」及び「介護等体験」について
　・教育実習は，仙台市内及び近辺の協力校又は本人の出身校等において行います。

　・教育実習及び介護等の体験を行う者は，必ず事前指導を受講しなければなりません。
　・教育実習及び介護等の体験の時期，又は学生の実習校（施設等）の配属については，掲示等でお知らせします。

（５）「教職実践演習（中・高）」について

　・中学校教諭又は高等学校教諭の免許状を取得しようとする場合は，中学校又は高等学校において，中学校教諭の免許状は３週間，高等学校教
諭の免許状は２週間の教育実習を行わなければなりません。また，中学校教諭及び高等学校教諭の両方の免許状を取得しようとする場合は，中学
校又は高等学校で３週間の教育実習を行ってください。なお，中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は，特別支援学校及び社会福祉施設等で
「介護等の体験」を行わなければなりません。

　平成２０年度の教育職員免許法施行規則の改正により，平成２２年度以降の新入生の「教職に関する科目」（平成３１年度からは「教科及び教職に
関する科目」）として，「教職実践演習（中・高）」が新設されました。本科目は，免許状の取得を希望する者の履修状況を踏まえ，教員として必要な知
識技能を修得したことを確認するために４年次後期に集中講義で開設されるものです。このため，「教職実践演習（中・高）」の履修前（７セメスタ）まで
に，「教育実習」を終了し，「教育実習」及び「教職実践演習」を除く免許状取得に必要な全ての単位を修得した者にのみ履修が認められます。ただ
し，「教科に関する専門的事項」については，卒業までに不足単位の修得が可能であると確認できた場合のみ，履修を認めることがあります。教員免
許法施行規則第４条及び第５条第二欄～第四欄の「教科及び教職に関する科目」（「教科に関する専門的事項」を除く）については，４年次前期中に
不足単位の履修登録が確認できた場合のみ，履修を認めることがあります。

　免許状毎に定められている「教科及び教職に関する科目」を履修してください。ただし，「教育実習」及び「教職実践演習（中・高）」には，履修資格が
定められており，少なくとも３年次修了までには「教科に関する専門的事項」，「教育実習」及び「教職実践演習（中・高）」を除く全ての「教科及び教職
に関する科目」を修得しておく必要があります。また，卒業に必要な単位に含まれない科目もありますので，１年次より計画的な履修を心がけてくださ
い。なお，「教科及び教職に関する科目」以外に，「教育職員免許法施行規則第66条の6で定める科目」も履修する必要があります。

４年

　免許状の取得を希望する学生は，第１セメスタの授業履修前までに教務係に，「教育職員免許状取得希望届」を提出し，学校種及び教科を届け出
てください。希望届を提出した学生について「履修カルテ」の作成を行います。　「履修カルテ」が作成されていない学生は，「教職実践演習（中・高）」を
履修することはできません。

　教職実践演習（中・高）の履修及び教職指導の際に必要となりますので，2年次・3年次の各年度末及び教職実践演習履修の直前に，教務係の窓口
で「履修カルテ②＜自己評価シート＞」を受領し，自分で評価を記入し返却してください。記入を怠った場合は，教育職員免許状の取得を放棄したもの
として取り扱うことがあります。

　・教育実習の参加資格は４年次の学部学生及び大学院学生で，原則として「教科及び教職に関する科目」のうち第二欄，第三欄，及び第四欄に掲
げる科目の単位を修得した者。また，科目等履修生については，本学出身者で，実習校等の内諾を得ている者に限ります。

５セメ ６セメ

１年 ２年 ３年

（２）「教科及び教職に関する科目」のうち、各教科の指導法や教育の基礎的理解に関する科目等を履修

「教育職員免許法施行規則第66条の6で定める科目」の履修

（２）「教科及び教職に関する科目」のうち、教科に関する専門的事項に対応する科目を履修
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⑦教科及び教職に関する科目

　　本学部で免許状を取得するための教科及び教職に関する科目の単位及び履修方法は次のとおりです。

必修 選択

教科に関する専門的事項
中 20
高 20

次項⑧参照

各教科の指導法（情報機器及び教材の
活用を含む。）

数学科教育法Ⅰ
数学科教育法Ⅱ
理科教育法Ⅰ
理科教育法Ⅱ
情報科教育法

中  8
高  4

各学部

該当教科の指導法について必
修

他教科の指導法は「大学が独
自に設定する科目」に充当で
きない

教育の理念並びに教育に関する歴史及び
思想

教育原理

教育学概論

2

2

全学教育

教育学部

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校への対応を含む。）

教職論 2 全学教育

教育に関する社会的，制度的又
は経営的事項（学校と地域との連携及び
学校安全への対応を含む。）

教育の制度と経営

教育制度論

2

2

全学教育

教育学部

幼児，児童及び生徒の心身の発達及び
学習の過程

教育心理学Ⅰ

学習・発達論

2

2

全学教育

教育学部

特別の支援を必要とする幼児、児童及び
生徒に対する理解

特別の支援を必要とする
生徒に対する理解

1 全学教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュ
ラム・マネジメントを含む。）

教育課程論

教育課程総論

2

2

全学教育

教育学部

道徳の理論及び指導法
道徳の理論及び指導法A
道徳の理論及び指導法B

2
2

教育学部
中免のみ
いずれか2単位選択必修

総合的な学習の時間の指導法（中学校）
総合的な探求の時間の指導法（高等学校）

特別活動の指導法

教育の方法と技術 1 全学教育

教育とICT活用 1 全学教育

生徒指導の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的
な知識を含む。）の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の理論及び方
法

教育実践に関する
科目 教育実習 教育実習（中） 5 教育学部

中免のみ
事前事後指導１単位含む

教育実習（高） 3 教育学部
高免のみ
事前事後指導１単位含む

教職実践演習 教職実践演習（中・高） 2 全学教育

第
６
欄

大学が独自に設定
する科目 中  4

高 12

上記科目及び⑧の「教科に関
する専門的事項」として開設す
る科目の必要単位数より多く
修得した単位数を充当する

合計
中 60
高 60

備考

　 １　開設科目の名称は，変更されることがある。

　 ２　教職実践演習（中・高）以外の全学教育において開設する科目は，１，２年次在籍中に履修することが望ましい。

　 ３　各学部及び教育学部において開設する科目は，開設学部以外の学生も履修することができる。

　 ４　「教育実習」は，関係各学部の協力により，教育学部において実施する。

   ５　「教職実践演習」は，関係各学部・研究科の協力により，全学教育において実施する。

   ６　「教育実習」及び「教職実践演習」は，原則として第２欄，第３欄，第４欄に掲げる科目を修得した者にのみ履修を認める。

   ７　本学の課程認定においては，「道徳の理論及び指導法」は中学校の免許状取得のみに必要な単位であり，高等学校の免許状取得の際には
 その単位は「大学が独自に設定する科目」にも含めることができないため，注意すること。

情報通信技術を活用した教育の理論及び
方法

教育の方法及び技術
教育方法・技術論（ICT活
用含む）

2 教育学部

施行規則において規定されている科目の内容 本学において開講する授業科目と単位

施行規則第４条及び第５
条に定める教科及び教
職に関する科目

左項の各科目に含めることが必要な事項 授業科目

最低修得
単位数 開設部局等 備考

全学教育

教育学部

2

第
３
欄

教育の基礎的理解
に関する科目

合計

道徳、総合的な学
習の時間等の指導
法及び生徒指導、
教育相談等に関す
る科目

第
５
欄

第
２
欄

教科及び教科の指
導法に関する科目

教育相談・生徒指導Ⅰ（進
路指導を含む）
教育相談・生徒指導Ⅱ（進
路指導を含む）
教育相談（教育・学校心理
学）

2

2

2

全学教育

全学教育

教育学部

第
４
欄

2

総合的な学習の時間及び
特別活動の指導法

教育実践論講義Ⅰ

 

⑧教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項） 

本学部で免許状を取得するための教科及び教職に関する科目のうち，教科に関する専門的事項に

対応する科目の単位及び履修方法は次のとおりです。 

 ○ 理 科 ＜取得できる学科：工学部全学科＞ 

免免許許法法上上のの科科目目  
対対  応応  すす  るる  開開  設設  科科  目目  最最低低修修得得単単位位数数  

授授  業業  科科  目目  単単位位  開開設設区区分分等等  中中学学校校  高高等等学学校校  

物物  理理  学学  

◎工業物理学概論 

 その他各学科開設の専門教育科目 

 （別表１） 

2 工学部 

 

工学部 

1 1 

化化      学学  

◎工学化学概論（化学・バイオ工学科以外） 

 その他各学科開設の専門教育科目 

（別表１） 

2 工学部 

 

工学部 

1 1 

生生  物物  学学  

◎生物工学概論 

その他各学科開設の専門教育科目 

 （別表１） 

2 工学部 

 

工学部 

1 1 

地地      学学  

地球システム科学 

◎地球物質科学 

天文学 

地球惑星物理学 

その他各学科開設の専門教育科目 

（別表1） 

2 

2 

2 

2 

 

全学教育科目 

〃 

〃 

〃 

〃 

工学部 

1 1 

物物理理学学実実験験  

基礎物理学実験 

 その他各学科開設の専門教育科目 

 （別表１） 

 

1 

 

理学部 

 

工学部 
1 

1 

化化学学実実験験  
工業化学実験（化学・バイオ工学科以外） 

 化学・バイオ工学実験Ａ（化学・バイオ工学科） 
1 

1 

工学部 

〃 
1 

生生物物学学実実験験  

 

 基礎生物学実験 

 

 

1 

 

理学部 1 

地地学学実実験験  

 

 基礎地学実験 

 

 

1 

 

理学部 1 

合合                計計  20 20 

注 （１）各免許法上の科目それぞれ１単位以上計２０単位を修得すること。 

   （２）◎は必修科目である。 

   （３）その他各学科で開設する専門教育科目の単位修得については，別表１を参照すること。 

   （４）「工業物理学概論」履修の際，全学教育科目「物理学Ａ」，「Ｂ」及び「Ｃ」を事前に修得していることが

望ましい。 

   （５）「生物工学概論」履修の際，全学教育科目の「生命科学Ａ」を事前に修得していることが望ましい。 

   （６）「工業化学実験」履修の際，化学・バイオ工学科の専門科目の「基礎物理化学」及び「基礎無機化学」を事 

      前に修得していること。 

       また，選択する実験課題によっては，全学教育科目の「化学Ｃ」を事前に修得している必要がある。 

       詳細については，学生便覧の授業要旨に記載してあるので，履修希望者は必ず内容を確認しておくこと。  

なお，「工業化学実験」の履修希望者は４セメスタ末に，所属する学科の教務委員に申し出ること。 

   （７）「材料科学総合学実験」については，１単位のみを「物理学実験」の単位として認定する。 

   （８）「化学・バイオ工学実験Ａ」については，１単位のみを「化学実験」の単位として認定する。 
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⑦教科及び教職に関する科目

　　本学部で免許状を取得するための教科及び教職に関する科目の単位及び履修方法は次のとおりです。

必修 選択

教科に関する専門的事項
中 20
高 20

次項⑧参照

各教科の指導法（情報機器及び教材の
活用を含む。）

数学科教育法Ⅰ
数学科教育法Ⅱ
理科教育法Ⅰ
理科教育法Ⅱ
情報科教育法

中  8
高  4

各学部

該当教科の指導法について必
修

他教科の指導法は「大学が独
自に設定する科目」に充当で
きない

教育の理念並びに教育に関する歴史及び
思想

教育原理

教育学概論

2

2

全学教育

教育学部

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校への対応を含む。）

教職論 2 全学教育

教育に関する社会的，制度的又
は経営的事項（学校と地域との連携及び
学校安全への対応を含む。）

教育の制度と経営

教育制度論

2

2

全学教育

教育学部

幼児，児童及び生徒の心身の発達及び
学習の過程

教育心理学Ⅰ

学習・発達論

2

2

全学教育

教育学部

特別の支援を必要とする幼児、児童及び
生徒に対する理解

特別の支援を必要とする
生徒に対する理解

1 全学教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュ
ラム・マネジメントを含む。）

教育課程論

教育課程総論

2

2

全学教育

教育学部

道徳の理論及び指導法
道徳の理論及び指導法A
道徳の理論及び指導法B

2
2

教育学部
中免のみ
いずれか2単位選択必修

総合的な学習の時間の指導法（中学校）
総合的な探求の時間の指導法（高等学校）

特別活動の指導法

教育の方法と技術 1 全学教育

教育とICT活用 1 全学教育

生徒指導の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的
な知識を含む。）の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の理論及び方
法

教育実践に関する
科目 教育実習 教育実習（中） 5 教育学部

中免のみ
事前事後指導１単位含む

教育実習（高） 3 教育学部
高免のみ
事前事後指導１単位含む

教職実践演習 教職実践演習（中・高） 2 全学教育

第
６
欄

大学が独自に設定
する科目 中  4

高 12

上記科目及び⑧の「教科に関
する専門的事項」として開設す
る科目の必要単位数より多く
修得した単位数を充当する

合計
中 60
高 60

備考

　 １　開設科目の名称は，変更されることがある。

　 ２　教職実践演習（中・高）以外の全学教育において開設する科目は，１，２年次在籍中に履修することが望ましい。

　 ３　各学部及び教育学部において開設する科目は，開設学部以外の学生も履修することができる。

　 ４　「教育実習」は，関係各学部の協力により，教育学部において実施する。

   ５　「教職実践演習」は，関係各学部・研究科の協力により，全学教育において実施する。

   ６　「教育実習」及び「教職実践演習」は，原則として第２欄，第３欄，第４欄に掲げる科目を修得した者にのみ履修を認める。

   ７　本学の課程認定においては，「道徳の理論及び指導法」は中学校の免許状取得のみに必要な単位であり，高等学校の免許状取得の際には
 その単位は「大学が独自に設定する科目」にも含めることができないため，注意すること。

情報通信技術を活用した教育の理論及び
方法

教育の方法及び技術
教育方法・技術論（ICT活
用含む）

2 教育学部

施行規則において規定されている科目の内容 本学において開講する授業科目と単位

施行規則第４条及び第５
条に定める教科及び教
職に関する科目

左項の各科目に含めることが必要な事項 授業科目

最低修得
単位数 開設部局等 備考

全学教育

教育学部

2

第
３
欄

教育の基礎的理解
に関する科目

合計

道徳、総合的な学
習の時間等の指導
法及び生徒指導、
教育相談等に関す
る科目

第
５
欄

第
２
欄

教科及び教科の指
導法に関する科目

教育相談・生徒指導Ⅰ（進
路指導を含む）
教育相談・生徒指導Ⅱ（進
路指導を含む）
教育相談（教育・学校心理
学）

2

2

2

全学教育

全学教育

教育学部

第
４
欄

2

総合的な学習の時間及び
特別活動の指導法

教育実践論講義Ⅰ

 

⑧教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項） 

本学部で免許状を取得するための教科及び教職に関する科目のうち，教科に関する専門的事項に

対応する科目の単位及び履修方法は次のとおりです。 

 ○ 理 科 ＜取得できる学科：工学部全学科＞ 

免免許許法法上上のの科科目目  
対対  応応  すす  るる  開開  設設  科科  目目  最最低低修修得得単単位位数数  

授授  業業  科科  目目  単単位位  開開設設区区分分等等  中中学学校校  高高等等学学校校  

物物  理理  学学  

◎工業物理学概論 

 その他各学科開設の専門教育科目 

 （別表１） 

2 工学部 

 

工学部 

1 1 

化化      学学  

◎工学化学概論（化学・バイオ工学科以外） 

 その他各学科開設の専門教育科目 

（別表１） 

2 工学部 

 

工学部 

1 1 

生生  物物  学学  

◎生物工学概論 

その他各学科開設の専門教育科目 

 （別表１） 

2 工学部 

 

工学部 

1 1 

地地      学学  

地球システム科学 

◎地球物質科学 

天文学 

地球惑星物理学 

その他各学科開設の専門教育科目 

（別表1） 

2 

2 

2 

2 

 

全学教育科目 

〃 

〃 

〃 

〃 

工学部 

1 1 

物物理理学学実実験験  

基礎物理学実験 

 その他各学科開設の専門教育科目 

 （別表１） 

 

1 

 

理学部 

 

工学部 
1 

1 

化化学学実実験験  
工業化学実験（化学・バイオ工学科以外） 

 化学・バイオ工学実験Ａ（化学・バイオ工学科） 
1 

1 

工学部 

〃 
1 

生生物物学学実実験験  

 

 基礎生物学実験 

 

 

1 

 

理学部 1 

地地学学実実験験  

 

 基礎地学実験 

 

 

1 

 

理学部 1 

合合                計計  20 20 

注 （１）各免許法上の科目それぞれ１単位以上計２０単位を修得すること。 

   （２）◎は必修科目である。 

   （３）その他各学科で開設する専門教育科目の単位修得については，別表１を参照すること。 

   （４）「工業物理学概論」履修の際，全学教育科目「物理学Ａ」，「Ｂ」及び「Ｃ」を事前に修得していることが

望ましい。 

   （５）「生物工学概論」履修の際，全学教育科目の「生命科学Ａ」を事前に修得していることが望ましい。 

   （６）「工業化学実験」履修の際，化学・バイオ工学科の専門科目の「基礎物理化学」及び「基礎無機化学」を事 

      前に修得していること。 

       また，選択する実験課題によっては，全学教育科目の「化学Ｃ」を事前に修得している必要がある。 

       詳細については，学生便覧の授業要旨に記載してあるので，履修希望者は必ず内容を確認しておくこと。  

なお，「工業化学実験」の履修希望者は４セメスタ末に，所属する学科の教務委員に申し出ること。 

   （７）「材料科学総合学実験」については，１単位のみを「物理学実験」の単位として認定する。 

   （８）「化学・バイオ工学実験Ａ」については，１単位のみを「化学実験」の単位として認定する。 
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別表１     学科別授業科目及び単位数 
免免許許法法上上のの科科目目  機機械械・・知知能能航航空空工工学学科科  電電気気情情報報物物理理工工学学科科  

物物  理理  学学  

◎力学 

◎流体力学Ⅰ 

 材料力学Ⅰ 

 電磁気学 

 電磁気学Ａ 

 電磁気学Ｂ 

 量子力学 

 量子力学Ａ 

 熱力学Ⅰ 

 熱力学Ａ 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 電磁気学基礎論 

 電磁気学Ⅰ 

 電気回路学Ⅰ 

 電気回路学Ⅱ 

 解析力学 

 量子力学Ａ 

 電子回路Ⅰ 

 量子力学Ｂ 

 電磁エネルギー変換Ａ 

 電子物性Ａ 

 電子物性Ｂ 

 電磁エネルギー変換Ｂ 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 量子力学演習 

熱学・統計力学Ａ 

 電磁気学Ⅱ 

 熱学・統計力学Ｂ 

 統計力学演習 

 物性物理学演習Ⅰ 

 物性物理原論Ｂ 

 物性物理学演習Ⅱ 

 物性物理原論Ｃ 

 応用物理計測学 

物性材料学 

1 

2 

2 

2 

1 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

化化学学・・ババイイオオ工工学学科科  材材料料科科学学総総合合学学科科  建建築築・・社社会会環環境境工工学学科科  

応用物理化学 

応用量子化学 

 

2 

2 

◎電磁気学 

 表面・界面の物理学 

◎量子力学入門 

 物性学基礎 

 結晶回折学 

 固体物性論 

 伝熱・流体の力学 

 材料学概論 

 材料組織学 

 材料強度学 

 材料統計力学 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

 空間創造の力学 

◎弾性体力学 

◎水理学Ａ及び同演習 

 振動解析学 

 構造動力学 

 建築構造の力学 

3 

2 

3 

2 

2 

3 

 

化化      学学  

機機械械・・知知能能航航空空工工学学科科  電電気気情情報報物物理理工工学学科科  

◎反応速度論 

熱力学Ⅱ 

熱力学Ｂ 

◎界面物理化学 

 放射化学 

 エネルギー材料科学 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 結晶解析学 2 

 
－  

化化学学・・ババイイオオ工工学学科科  材材料料科科学学総総合合学学科科  建建築築・・社社会会環環境境工工学学科科  

◎基礎無機化学 

◎基礎有機化学 

◎基礎物理化学 

 反応有機化学 

 化学工学基礎 

 移動現象論 

 プロセス工学基礎 

 界面電気化学 

 固体化学 

 高分子化学 

 プロセス制御 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

◎材料物理化学Ⅰ 

◎電気化学 

 鉄鋼製錬学 

 材料分析科学 

 材料物理化学Ⅱ 

 材料反応速度論 

 移動現象論 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 水質工学 

 水道工学 

 環境保全工学 

2 

2 

2 

 

生生  物物  学学  

機機械械・・知知能能航航空空工工学学科科  電電気気情情報報物物理理工工学学科科  

◎環境システム学Ⅱ 

 医療機器入門 

2 

2 

 生命システム情報学 

 

2 

 

 生物物理学 2 

化化学学・・ババイイオオ工工学学科科  材材料料科科学学総総合合学学科科  建建築築・・社社会会環環境境工工学学科科  

◎基礎生物化学 

 生物物理化学 

 生体機能化学 

◎反応生物化学 

2 

2 

2 

2 

◎高分子・生体物質の物理化学 

材料計測評価学 

2 

2 

 基礎生態工学 2 

 

地地      学学  

機機械械・・知知能能航航空空工工学学科科  電電気気情情報報物物理理工工学学科科  

 エネルギー環境入門 

 ジオメカニクス 

 貯留層工学 

2 

2 

2 

－  －  

化化学学・・ババイイオオ工工学学科科  材材料料科科学学総総合合学学科科  建建築築・・社社会会環環境境工工学学科科  

有機資源変換化学 2 ◎環境材料プロセス学 2  地球環境学 

 地盤と都市・建築 

 地震と建築 

2 

3 

2 

 

物物理理学学実実験験  

機機械械・・知知能能航航空空工工学学科科  電電気気情情報報物物理理工工学学科科  

機械知能・航空実験Ⅰ 

機械知能・航空実験A 

1 

1 

電気‣通信‣電子‣情報工学実験A  
応用物理学実験A 

1 

1 
  

化化学学・・ババイイオオ工工学学科科  材材料料科科学学総総合合学学科科  建建築築・・社社会会環環境境工工学学科科  

－   材料科学総合学実験 1  建築材料学演習 

 社会環境工学実験 

2 

1 

 ○ 数 学     ＜取得できる学科：機械知能・航空工学科、電気情報物理工学科＞ 

免免許許法法上上のの科科目目  
対対  応応  すす  るる  開開  設設  科科  目目  最最低低修修得得単単位位数数  

授授  業業  科科  目目  単単位位  開開設設区区分分等等  中中学学校校  高高等等学学校校  

代代  数数  学学  
◎工業線形代数学 
 その他各学科開設専門教育科目(別表２) 

2 工学部 

工学部 
1 1 

幾幾  何何  学学  

 数学物理学演習Ⅰ 

 数学物理学演習Ⅱ 

◎幾何学概論 

1 

1 

2 

工学部 

工学部 

工学部 

1 1 

解解  析析  学学  

◎解析学Ａ 

◎解析学Ｂ 

◎常微分方程式論 

 複素関数論 
 その他各学科開設専門教育科目(別表２) 

2 

2 

2 

2 

全学教育科目 

  〃 

  〃 

  〃 

工学部 

1 1 

「「確確率率論論，，統統計計学学」」  
◎数理統計学 
 その他各学科開設専門教育科目(別表２) 

2 

 

全学教育科目 

工学部 
1 1 

ココンンピピュューータタ   各学科開設の専門教育科目（別表２）  工学部 1 1 

合合                計計  20 20 

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

（別表２）     学科別授業科目及び単位数 

免免許許法法上上のの科科目目  機機械械知知能能・・航航空空工工学学科科  電電気気情情報報物物理理工工学学科科  

代代  数数  学学  
◎数学Ⅰ 

◎数学Ⅱ 

2 

2 

◎情報数学 

◎物理数学演習 

2 

1 

解解  析析  学学  

◎数理解析学 

 数値流体力学 

 弾性力学 

2 

2 

2 

◎応用数学Ａ 

 応用数学Ｂ 

◎電気回路学基礎論 

2 

2 

2 

「「確確率率論論，，統統計計学学」」  
 計算力学 

計算材料力学 

2 

2 

 数値ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ 

 数理最適化 

2 

2 

ココンンピピュューータタ  

◎数理情報学演習 

コンピュータ実習Ⅰ 

コンピュータ実習 

 コンピュータ実習Ⅱ 

 情報科学基礎Ⅰ 

 情報科学基礎 

 情報科学基礎Ⅱ 

2 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

◎情報処理演習 

 ｵｰﾄﾏﾄﾝ･言語理論 

 情報論理学 

 人工知能 

 量子プログラミング 

1 

2 

2 

2 

2 

 

 ○ 情 報   ＜取得できる学科：電気情報物理工学科＞ 

免免許許法法上上のの科科目目  
対対  応応  すす  るる  開開  設設  科科  目目  最最低低修修得得単単位位数数  

授授  業業  科科  目目  単単位位  高高等等学学校校  

情情報報社社会会（（職職業業にに

関関すするる内内容容をを含含

むむ））・・情情報報倫倫理理  

◎情報社会論 

 知的財産権入門 

◎情報化社会と職業 

通信工学概論 

2 

1 

2 

2 

1 

ココンンピピュューータタ・・

情情報報処処理理  

◎アルゴリズムとデータ構造 

 システム制御工学Ａ 

 計算機ソフトウェア工学 

 電気計測学 

 ディジタルコンピューティング 

◎集積回路工学 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

情情報報シシスステテムム  

◎計算機学 

◎システムソフトウェア工学 

◎システム制御工学Ｂ 

2 

2 

2 

1 

情情報報通通信信ネネッットト

ワワーークク  

◎ネットワークコンピューティング 

◎データ通信工学 

 通信工学 

2 

2 

2 

1 

ママルルチチメメデディィアア

表表現現・・ママルルチチメメ

デディィアア技技術術  

 プログラミング演習Ａ 

 プログラミング演習Ｂ 

◎パターン認識論 

 ディジタル信号処理 

 集積回路設計演習 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

合合                計計  20 

73
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別表１     学科別授業科目及び単位数 
免免許許法法上上のの科科目目  機機械械・・知知能能航航空空工工学学科科  電電気気情情報報物物理理工工学学科科  

物物  理理  学学  

◎力学 

◎流体力学Ⅰ 

 材料力学Ⅰ 

 電磁気学 

 電磁気学Ａ 

 電磁気学Ｂ 

 量子力学 

 量子力学Ａ 

 熱力学Ⅰ 

 熱力学Ａ 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 電磁気学基礎論 

 電磁気学Ⅰ 

 電気回路学Ⅰ 

 電気回路学Ⅱ 

 解析力学 

 量子力学Ａ 

 電子回路Ⅰ 

 量子力学Ｂ 

 電磁エネルギー変換Ａ 

 電子物性Ａ 

 電子物性Ｂ 

 電磁エネルギー変換Ｂ 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 量子力学演習 

熱学・統計力学Ａ 

 電磁気学Ⅱ 

 熱学・統計力学Ｂ 

 統計力学演習 

 物性物理学演習Ⅰ 

 物性物理原論Ｂ 

 物性物理学演習Ⅱ 

 物性物理原論Ｃ 

 応用物理計測学 

物性材料学 

1 

2 

2 

2 

1 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

化化学学・・ババイイオオ工工学学科科  材材料料科科学学総総合合学学科科  建建築築・・社社会会環環境境工工学学科科  

応用物理化学 

応用量子化学 

 

2 

2 

◎電磁気学 

 表面・界面の物理学 

◎量子力学入門 

 物性学基礎 

 結晶回折学 

 固体物性論 

 伝熱・流体の力学 

 材料学概論 

 材料組織学 

 材料強度学 

 材料統計力学 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

 空間創造の力学 

◎弾性体力学 

◎水理学Ａ及び同演習 

 振動解析学 

 構造動力学 

 建築構造の力学 

3 

2 

3 

2 

2 

3 

 

化化      学学  

機機械械・・知知能能航航空空工工学学科科  電電気気情情報報物物理理工工学学科科  

◎反応速度論 

熱力学Ⅱ 

熱力学Ｂ 

◎界面物理化学 

 放射化学 

 エネルギー材料科学 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 結晶解析学 2 

 
－  

化化学学・・ババイイオオ工工学学科科  材材料料科科学学総総合合学学科科  建建築築・・社社会会環環境境工工学学科科  

◎基礎無機化学 

◎基礎有機化学 

◎基礎物理化学 

 反応有機化学 

 化学工学基礎 

 移動現象論 

 プロセス工学基礎 

 界面電気化学 

 固体化学 

 高分子化学 

 プロセス制御 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

◎材料物理化学Ⅰ 

◎電気化学 

 鉄鋼製錬学 

 材料分析科学 

 材料物理化学Ⅱ 

 材料反応速度論 

 移動現象論 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 水質工学 

 水道工学 

 環境保全工学 

2 

2 

2 

 

生生  物物  学学  

機機械械・・知知能能航航空空工工学学科科  電電気気情情報報物物理理工工学学科科  

◎環境システム学Ⅱ 

 医療機器入門 

2 

2 

 生命システム情報学 

 

2 

 

 生物物理学 2 

化化学学・・ババイイオオ工工学学科科  材材料料科科学学総総合合学学科科  建建築築・・社社会会環環境境工工学学科科  

◎基礎生物化学 

 生物物理化学 

 生体機能化学 

◎反応生物化学 

2 

2 

2 

2 

◎高分子・生体物質の物理化学 

材料計測評価学 

2 

2 

 基礎生態工学 2 

 

地地      学学  

機機械械・・知知能能航航空空工工学学科科  電電気気情情報報物物理理工工学学科科  

 エネルギー環境入門 

 ジオメカニクス 

 貯留層工学 

2 

2 

2 

－  －  

化化学学・・ババイイオオ工工学学科科  材材料料科科学学総総合合学学科科  建建築築・・社社会会環環境境工工学学科科  

有機資源変換化学 2 ◎環境材料プロセス学 2  地球環境学 

 地盤と都市・建築 

 地震と建築 

2 

3 

2 

 

物物理理学学実実験験  

機機械械・・知知能能航航空空工工学学科科  電電気気情情報報物物理理工工学学科科  

機械知能・航空実験Ⅰ 

機械知能・航空実験A 

1 

1 

電気‣通信‣電子‣情報工学実験A  
応用物理学実験A 

1 

1 
  

化化学学・・ババイイオオ工工学学科科  材材料料科科学学総総合合学学科科  建建築築・・社社会会環環境境工工学学科科  

－   材料科学総合学実験 1  建築材料学演習 

 社会環境工学実験 

2 

1 

 ○ 数 学     ＜取得できる学科：機械知能・航空工学科、電気情報物理工学科＞ 

免免許許法法上上のの科科目目  
対対  応応  すす  るる  開開  設設  科科  目目  最最低低修修得得単単位位数数  

授授  業業  科科  目目  単単位位  開開設設区区分分等等  中中学学校校  高高等等学学校校  

代代  数数  学学  
◎工業線形代数学 
 その他各学科開設専門教育科目(別表２) 

2 工学部 

工学部 
1 1 

幾幾  何何  学学  

 数学物理学演習Ⅰ 

 数学物理学演習Ⅱ 

◎幾何学概論 

1 

1 

2 

工学部 

工学部 

工学部 

1 1 

解解  析析  学学  

◎解析学Ａ 

◎解析学Ｂ 

◎常微分方程式論 

 複素関数論 
 その他各学科開設専門教育科目(別表２) 

2 

2 

2 

2 

全学教育科目 

  〃 

  〃 

  〃 

工学部 

1 1 

「「確確率率論論，，統統計計学学」」  
◎数理統計学 
 その他各学科開設専門教育科目(別表２) 

2 

 

全学教育科目 

工学部 
1 1 

ココンンピピュューータタ   各学科開設の専門教育科目（別表２）  工学部 1 1 

合合                計計  20 20 

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

（別表２）     学科別授業科目及び単位数 

免免許許法法上上のの科科目目  機機械械知知能能・・航航空空工工学学科科  電電気気情情報報物物理理工工学学科科  

代代  数数  学学  
◎数学Ⅰ 

◎数学Ⅱ 

2 

2 

◎情報数学 

◎物理数学演習 

2 

1 

解解  析析  学学  

◎数理解析学 

 数値流体力学 

 弾性力学 

2 

2 

2 

◎応用数学Ａ 

 応用数学Ｂ 

◎電気回路学基礎論 

2 

2 

2 

「「確確率率論論，，統統計計学学」」  
 計算力学 

計算材料力学 

2 

2 

 数値ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ 

 数理最適化 

2 

2 

ココンンピピュューータタ  

◎数理情報学演習 

コンピュータ実習Ⅰ 

コンピュータ実習 

 コンピュータ実習Ⅱ 

 情報科学基礎Ⅰ 

 情報科学基礎 

 情報科学基礎Ⅱ 

2 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

◎情報処理演習 

 ｵｰﾄﾏﾄﾝ･言語理論 

 情報論理学 

 人工知能 

 量子プログラミング 

1 

2 

2 

2 

2 

 

 ○ 情 報   ＜取得できる学科：電気情報物理工学科＞ 

免免許許法法上上のの科科目目  
対対  応応  すす  るる  開開  設設  科科  目目  最最低低修修得得単単位位数数  

授授  業業  科科  目目  単単位位  高高等等学学校校  

情情報報社社会会（（職職業業にに

関関すするる内内容容をを含含

むむ））・・情情報報倫倫理理  

◎情報社会論 

 知的財産権入門 

◎情報化社会と職業 

通信工学概論 

2 

1 

2 

2 

1 

ココンンピピュューータタ・・

情情報報処処理理  

◎アルゴリズムとデータ構造 

 システム制御工学Ａ 

 計算機ソフトウェア工学 

 電気計測学 

 ディジタルコンピューティング 

◎集積回路工学 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

情情報報シシスステテムム  

◎計算機学 

◎システムソフトウェア工学 

◎システム制御工学Ｂ 

2 

2 

2 

1 

情情報報通通信信ネネッットト

ワワーークク  

◎ネットワークコンピューティング 

◎データ通信工学 

 通信工学 

2 

2 

2 

1 

ママルルチチメメデディィアア

表表現現・・ママルルチチメメ

デディィアア技技術術  

 プログラミング演習Ａ 

 プログラミング演習Ｂ 

◎パターン認識論 

 ディジタル信号処理 

 集積回路設計演習 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

合合                計計  20 

74
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⑨教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 

    教育職員免許法別表第一備考第四号に規定する教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科

目の単位及び履修方法は次のとおりです。必ず下表の単位も履修してください。 

施施行行規規則則にに定定  

めめるる科科目目区区分分  
授授業業科科目目  単単位位  

最最低低修修

得得単単位位  
開開設設区区分分等等  備備考考  

日日本本国国憲憲法法  ◎日本国憲法 ２ ２ 全学教育科目  

体体育育  

スポーツＡ 

スポーツＢ 

体と健康 

１ 

１ 

２ 

２ 

全学教育科目

〃 

〃 

 

外外国国語語ココミミュュニニケケーー

シショョンン  

英語Ⅰ-Ａ 

英語Ⅱ-Ａ 

英語Ⅰ-Ｂ 

英語Ⅱ-Ｂ 

英語Ⅲ 

基礎初修語Ⅰ（ドイツ語、フラ

ンス語、ロシア

語、スペイン語、

中国語、朝鮮語） 

基礎初修語Ⅱ（ 〃 ） 

1 

1 

1 

1 

1 

２ 

 

 

 

２ 

２ 

全学教育科目 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

 

 

〃 

 

数数理理，，デデーータタ活活用用及及

びび人人工工知知能能にに関関すするる

科科目目又又はは情情報報機機器器のの

操操作作  

情報とデータの基礎 

人文情報処理 

情報理学入門 

情報理学Ⅰ 

情報理学Ⅱ 

計算機数学Ａ 

計算機数学Ｂ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

全学教育科目 

文学部 

理学部 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

 

⑩教育職員免許状の申請について 

教育職員免許状は，大学が発行するものではなく、都道府県の教育委員会への申請に基づき授与

されるものです。ただし，在学中の者の免許状については，本学で宮城県教育委員会に一括して申

請を行っており，申請手続きを行った者は，学位記授与式の日に免許状を受け取ることができます。

なお，この申請手続きについては，１１月頃に掲示等でお知らせします。 

 

 

 

 

  

教職免許状に関するお問い合わせ先

　　工学部・工学研究科教務課学部教務係　TEL：022-795-5818
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：eng-kyom@grp.tohoku.ac.jp

 

(2)専修免許状の取得について ≪参考≫ 

学校教育法第一条に定める中学校，高等学校などの各学校の教員となるためには，教育職員免許法に

定める所定の単位を修得し，各都道府県の教育委員会から授与される教育職員免許状を取得する必要が

あります。 

ここでは，取得しようとする専修免許状と同教科の一種免許状を有する者及び授与を受けることがで

きる者が，専修免許状を取得する場合の所要資格などについて説明します。 

なお，一種免許状を取得していない者で，新たに専修免許状を取得しようとする者は，教育職員免許

法に定める科目を修得しなければなりません。その所要資格などについては，出身大学（学部）での既

修得単位及び教育職員免許法の改正等に伴い個々に修得科目（単位）が異なると思われますので所属す

る研究科の教務係に相談してください。 

 

①取得できる免許状の種類及び教科 

工学研究科で取得できる免許状は次のとおりです。 

                      免免許許状状のの種種類類  
中中学学校校教教諭諭専専修修免免許許状状  高高等等学学校校教教諭諭専専修修免免許許状状  

            専専      攻攻  

ロロボボテティィククスス専専攻攻  理科 理科 

量量子子エエネネルルギギーー工工学学専専攻攻   理科 

ババイイオオ工工学学専専攻攻   理科 

材材料料シシスステテムム工工学学専専攻攻  理科 理科 

   ※既に取得した一種免許状の教科と，在籍する専攻で取得可能な専修免許状の教科が異なる 

場合は，原則として専修免許状を取得することはできません。 

 

②基礎資格及び最低修得単位数 

工学研究科で免許状を取得するための基礎資格及び最低修得単位数は次のとおりです。 

免免許許状状のの種種類類  

・・所所要要資資格格  
基基礎礎資資格格  

大大学学・・大大学学院院ににおおいいてて履履修修すするる  

ここととをを必必要要ととすするる最最低低単単位位数数  

教科及び教職 

に関する科目 

大学が独自に設定する

科目（大学院の課程で

履修する科目に限る） 

中中学学校校教教諭諭  

専修免許状 
修士の資格を

有すること 
６０ ２４ 

一種免許状 
学士の資格を

有すること 
６０ ― 

高高等等学学校校教教諭諭  

専修免許状 
修士の資格を

有すること 
６０ ２４ 

一種免許状 
学士の資格を

有すること 
６０ ― 
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(2)専修免許状の取得について ≪参考≫ 

学校教育法第一条に定める中学校，高等学校などの各学校の教員となるためには，教育職員免許法に

定める所定の単位を修得し，各都道府県の教育委員会から授与される教育職員免許状を取得する必要が

あります。 

ここでは，取得しようとする専修免許状と同教科の一種免許状を有する者及び授与を受けることがで

きる者が，専修免許状を取得する場合の所要資格などについて説明します。 

なお，一種免許状を取得していない者で，新たに専修免許状を取得しようとする者は，教育職員免許

法に定める科目を修得しなければなりません。その所要資格などについては，出身大学（学部）での既

修得単位及び教育職員免許法の改正等に伴い個々に修得科目（単位）が異なると思われますので所属す

る研究科の教務係に相談してください。 

 

①取得できる免許状の種類及び教科 

工学研究科で取得できる免許状は次のとおりです。 

                      免免許許状状のの種種類類  
中中学学校校教教諭諭専専修修免免許許状状  高高等等学学校校教教諭諭専専修修免免許許状状  

            専専      攻攻  

ロロボボテティィククスス専専攻攻  理科 理科 

量量子子エエネネルルギギーー工工学学専専攻攻   理科 

ババイイオオ工工学学専専攻攻   理科 

材材料料シシスステテムム工工学学専専攻攻  理科 理科 

   ※既に取得した一種免許状の教科と，在籍する専攻で取得可能な専修免許状の教科が異なる 

場合は，原則として専修免許状を取得することはできません。 

 

②基礎資格及び最低修得単位数 

工学研究科で免許状を取得するための基礎資格及び最低修得単位数は次のとおりです。 

免免許許状状のの種種類類  

・・所所要要資資格格  
基基礎礎資資格格  

大大学学・・大大学学院院ににおおいいてて履履修修すするる  

ここととをを必必要要ととすするる最最低低単単位位数数  

教科及び教職 

に関する科目 

大学が独自に設定する

科目（大学院の課程で

履修する科目に限る） 

中中学学校校教教諭諭  

専修免許状 
修士の資格を

有すること 
６０ ２４ 

一種免許状 
学士の資格を

有すること 
６０ ― 

高高等等学学校校教教諭諭  

専修免許状 
修士の資格を

有すること 
６０ ２４ 

一種免許状 
学士の資格を

有すること 
６０ ― 
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③大学が独自に設定する科目 

工学研究科で免許状を取得するための大学が独自に設定する科目の単位及び履修方法は前述②のと

おりです。 

 

④教育職員免許状の申請について 

 教育職員免許状は，大学が発行するものではなく，都道府県の教育委員会への申請に基づき授与

されるものです。ただし，在学中の者の免許状については，本学で宮城県教育委員会に一括して申

請を行っており，申請手続きを行った者は，学位記授与式の日に免許状を受け取ることができます。

なお，この申請手続きについては，11月頃に掲示等でお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに「○工学部が共通科目として開講している教職関係授業科目表及び開講予定表」 

次ページが「授業要旨」となります。 

 

 

 

  

77



181

③大学が独自に設定する科目 

工学研究科で免許状を取得するための大学が独自に設定する科目の単位及び履修方法は前述②のと

おりです。 

 

④教育職員免許状の申請について 

 教育職員免許状は，大学が発行するものではなく，都道府県の教育委員会への申請に基づき授与

されるものです。ただし，在学中の者の免許状については，本学で宮城県教育委員会に一括して申

請を行っており，申請手続きを行った者は，学位記授与式の日に免許状を受け取ることができます。

なお，この申請手続きについては，11月頃に掲示等でお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに「○工学部が共通科目として開講している教職関係授業科目表及び開講予定表」 

次ページが「授業要旨」となります。 

 

 

 

  

　・授　業　要　旨

　幾何学概論� ２単位　　　　　　
　Geometry 　5・7 セメスター

・講義題目「空間内の滑らかな曲線，曲面」
1.　ベクトル空間とベクトル方程式について
2.　平面曲線，空間曲面について
3.　 空間内の滑らかな曲面について
　　 いろいろな例をあげて，幾何学の基本事項を講義する。

　工業化学実験　� １単位　　　　　　
　Industrial Chemistry Laboratory　 　5・7 セメスター

　化学に関する基本的な実験操作を習熟すると共に，現象を注意深く観
察し考察する能力を習得する。また，コンピューターを使った数値計算
について実習する。具体的には，下記の課題1 ～ 12の中から3つを選択
して履修する。なお，本科目を履修するにためには，事前に化学・バイ
オ工学科の専門科目「基礎物理化学」及び「基礎無機化学」を習得して
いる必要がある。また，課題5，9を選択する場合は，これらに加えて，
全学教育科目「化学 C」を習得している必要がある。ただし，材料科学
総合学科の学生は，「基礎物理化学」に代えて自学科の専門科目「材料
物理化学」及び「材料反応速度論」を，「基礎無機化学」に代えて「材
料物理化学」，「結晶回折学」及び「電気化学」を習得していてもよい。

１．実験とレポートの基礎
２．電位差滴定法
３．化学平衡と速度
４．固体のキャラクタリゼーション I（固体化学の基礎）
５．アルドール縮合とカニッツァロ反応
６．気液平衡の測定および蒸留操作
７．化学数値計算
８．電子状態と光学遷移
９．Grignard試薬によるトリフェニルメタノールの合成
10． 微生物学の基本操作，植菌操作および微生物からの核酸の調製，
PCRによる遺伝子の増幅

11．管内および攪拌槽内の流れ
12． 回分反応器を用いた反応速度解析ならびに流通式反応器の混合と反

応特性

　情報科教育法� ４単位　　　　　　
　Teaching Method（Information） 　5・7 セメスター

　1.　目的
　　 　高等学校における情報教育の狙いを理解し，必履修科目「情報」
の授業を行うのに必要な知識を習得する。さらにこれをふまえ，
教科「情報」の教材設計ができるようになる。

　2.　概要
　　 　最初に「情報」が必履修科目として設置されるにいたった経緯
から，その理念を理解する。そこを起点として学習指導要領・学
習評価（絶対評価）・学習指導案の書き方などの，いわゆる授業者
としての基礎知識を学ぶ。さらにこれを基礎として普通教科「情報」
の話題の中からいくつかのトピックを選び，高校生に指導するこ
とを前提に教材を設計し，授業の準備を模擬的に行う。

　3.　達成目標等
　　 　普通教科「情報」のねらい並びに授業実施に必要な基礎知識を

理解し，授業を設計し，教材が開発できる。

　　〇　工学部が開講している教職関係授業科目表及び開講予定表

　　　⑴　授業科目名

授　業　科　目 単　位 履　修　方　法

幾何学概論 ２ 集中講義

工業化学実験 １ 通常授業（実験）

情報科教育法 ４ 通常講義と集中講義

　　注　上記の単位は，卒業に要する単位には含まれない。

　　　⑵　開講予定表

授　業　科　目 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

幾何学概論 ○ ○

情報科教育法 ○ ○
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教育職員免許状チェックシート     学籍番号：        氏名：             

免許状種類（中・高 ／ 理科・数学・情報） 

 

◆教職に関する科目 

施行規則において規定されている科目の内容 本学において開講する授業科目と単位 

施行規則第６条

に定める教職に

関する科目 

左項の各科目に含めることが必

要な事項 

チ ェ

ッ ク

欄 
授業科目 

単

位 
最低修得 修 得 

単位数 
中 高 

第

２

欄 

教 職 の 意

義 等 に 関

する科目 

教職の意義及び教員の役割 

□ ◎教職論 ２ ２ ２ 

 

教員の職務内容（研修、服務及び

身分保障等を含む） 

進路選択に資する各種の機会の

提供等 

第

３

欄 

教 育 の 基

礎 理 論 に

関 す る 科

目 

教育の理念並びに教育に関する

歴史及び思想 

□ 

□ 

◎教育原理Ⅰ 

教育学概論 

２ 

２ 
２ ２ 

 

幼児、児童及び生徒の心身の発達

及び学習の過程（障害のある幼

児、児童及び生徒の心身の発達及

び学習の過程を含む。） 

□ 

□ 

◎教育心理学Ⅰ 

学習・発達論 

２

２ 
２  ２ 

 

教育に関する社会的、制度的又は

経営的事項 

□ 

□ 

◎教育原理Ⅱ 

教育制度論 

２ 

２ 
２ ２ 

 

第

４

欄 

教 育 課 程

及 び 指 導

法 に 関 す

る科目 

教育課程の意義及び編成の方法 
□ 

□ 

◎教育課程論 

教育課程総論 

２

２ 
２ ２ 

 

各教科の指導法 

（当該教科の指導法について必

修。他教科の指導法は「教科又は

教職に関する科目」に充当できな

い） 

□ 

理科教育法Ⅰ 

理科教育法Ⅱ 

数学科教育法Ⅰ 

数学科教育法Ⅱ 

４

４

４

４ 

４ 

４ 

 

工業科教育法 

情報科教育法 

４

４ 
― 

道徳の指導法（中免のみ） □ 道徳教育の研究 ２ ２ ―  

特別活動の指導法 
□ 

□ 

◎人間関係論 

教育実践講義Ⅰ 

２ 

２ 
２ ２ 

 

教育の方法及び技術（情報機器及

び教材の活用を含む。） 

□ 

□ 

◎教育の方法と技術 

教育方法・技術論 

２ 

２ 
２ ２ 

 

生徒指導、

教 育 相 談

及 び 進 路

指 導 等 に

関 す る 科

目 

生徒指導の理論及び方法 

□ 

□ 

□ 

◎相談心理学Ⅰ 

◎相談心理学Ⅱ 

教育相談 

２ 

２ 

２ 

４ ４ 

 

教育相談（カウンセリングに関す

る基礎的な知識を含む。）の理論

及び方法 

進路指導の理論及び方法 

第

５

欄 
教育実習  

□ 

□ 

教育実習（中） 

教育実習（高） 

５ 

３ 
５ ３ 

 

第

６

欄 

教 職 実 践

演習 
 □ 教職実践演習（中・高） ２ ２ ２ 

 

      合計 ３１ ２７  

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

 

◆教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 

施行規則に定 

める科目区分 

チェッ

ク欄 
授業科目 単位 

最低修 

得単位 

修 得 

単位数 

日本国憲法 □ ◎日本国憲法 ２ ２  

体育 

□ 

□ 

□ 

スポーツＡ 

スポーツＢ 

体と健康 

１ 

１ 

２ 

２  

外国語コミュニケ

ーション 

□ 

 

□ 

英語（英語Ⅰ-Ａ、Ⅱ-Ａ、Ⅰ-Ｂ、Ⅱ-Ｂ、Ⅲ） 

基礎初修語Ⅰ（ドイツ語、フランス語、ロシア語、ス

ペイン語、中国語、朝鮮語） 

基礎初修語Ⅱ（ 〃 ） 

各１ 

各２ 

 

各２ 

２  

数理，データ活用及

び人工知能に関す

る科目又は情報機

器の操作 

□ 

 

情報とデータの基礎 

その他前述⑨で示した情報機器の操作の科目 

２ 

２ 
２  

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

★★「「教教科科及及びび教教職職にに関関すするる科科目目」」のの最最低低修修得得単単位位数数をを満満たたししたたううええでで、、合合計計６６００単単位位以以

上上必必要要でですす。。（（施施行行規規則則第第６６６６条条のの科科目目をを除除くく））  
 

◆教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項，大学が独自に設定する科目を除く）

中 高

　 数学科教育法Ⅰ
　 数学科教育法Ⅱ
　 理科教育法Ⅰ
　 理科教育法Ⅱ

4
4
4
4

8

　 情報科教育法 4 ―

教育の理念並びに教育に関する歴史及び
思想

□
□

◎教育原理
　 教育学概論

2
2

2 2

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校への対応を含む。）

□ ◎教職論 2 2 2

教育に関する社会的，制度的又
は経営的事項（学校と地域との連携及び学
校安全への対応を含む。）

□
□

◎教育の制度と経営
　 教育制度論

2
2

2 2

幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学
習の過程

□
□

◎教育心理学Ⅰ
 　学習・発達論

2
2

2 2

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生
徒に対する理解

□ ◎特別の支援を必要とする生徒に対する理解 1 1 1

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュ
ラム・マネジメントを含む。）

□
□

◎教育課程論
　 教育課程総論

2
2

2 2

道徳の理論及び指導法 □
　 道徳の理論及び指導法A
　 道徳の理論及び指導法B

2
2

2 ―

総合的な学習の時間の指導法（中学校）
総合的な探求の時間の指導法（高等学校）

□ 2

特別活動の指導法 □ 2
◎教育の方法と技術 1

◎教育とICT活用 1
生徒指導の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な
知識を含む。）の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の理論及び方
法

教育実習 □ 　教育実習（中） 5
□ 　教育実習（高） 3

教職実践演習 □ 　教職実践演習（中・高） 2 2 2

36 28

※　各授業科目名の ◎ は必修科目である。

教科及び教科
の指導法に関
する科目 各教科の指導法（情報機器及び教材の活

用を含む。）

3

2
2
2

□
□
□

2

合計

道徳、総合的
な学習の時間
等の指導法及
び生徒指導、
教育相談等に
関する科目

第
５
欄

教育実践に関
する科目

◎教育相談・生徒指導Ⅰ（進路指導を含む）
◎教育相談・生徒指導Ⅱ（進路指導を含む）
　 教育相談（教育・学校心理学）

4

5

4

第
４
欄

2
◎総合的な学習の時間及び特別活動の指導法
 　教育実践論講義Ⅰ

教育の方法及び技術

情報通信技術を活用した教育の理論及び
方法

 　教育方法・技術論（ICT活用含む）
□
□
□

2 2

教育の基礎的
理解に関する
科目

施行規則において規定されている科目の内容

□ 4

施行規則第４条及び
第５条に定める教科及
び教職に関する科目

左項の各科目に含めることが必要な事項 授業科目
最低修得
単位数

第
３
欄

第
２
欄

2

修得単位数

本学において開講する授業科目と単位

チェック欄 単位

◆教科に関する専門的事項（理科） 

免許法上

の科目 

対 応 す る 開 設 科 目 最低修得単位数 
修 得 

単位数 
チェッ

ク欄 
授 業 科 目 単位 中学校 高等学校 

物理学 
□ 

 

◎工業物理学概論 

 その他各学科開設の専門教育科目（下表） 

2 
1 1  

化 学 
□ 

 

◎工学化学概論 

 その他各学科開設の専門教育科目（下表） 

2 
1 1  

生物学 
□ 

 

◎生物工学概論 

 その他各学科開設の専門教育科目 （下表） 

2 
1 1  

地 学 

□ 

□ 

□ 

□ 

 

地球システム科学 

◎地球物質科学 

天文学 

地球惑星物理学 

その他各学科開設の専門教育科目（下表） 

2 

2 

2 

2 

 

1 1  

物理学 

実験 

□ 

 

基礎物理学実験 

 その他各学科開設の専門教育科目（下表） 

1 

 
1 

1 

 

化学 

実験 

□ 

□ 

工業化学実験（化学・バイオ工学科以外） 

 化学・バイオ工学実験Ａ（化学・バイオ工学科） 

1 

1 
1  

生物学 

実験 

□ 

 

 基礎生物学実験 

 

1 

 
1  

地学 

実験 

□ 

 

基礎地学実験 

  

1 
1  

合        計 20 20  

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

（理科）各学科開設専門教育科目 

科目 機械・知能航空工学科 電気情報物理工学科 

物 

 

理 

 

学 

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

◎力学 

◎流体力学Ⅰ 

 材料力学Ⅰ 

 電磁気学 

 電磁気学Ａ 

 電磁気学Ｂ 

 量子力学 

 量子力学Ａ 

 熱力学Ⅰ 

 熱力学Ａ 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

□

□

□

□

□

□

□

□

 電磁気学基礎論 

 電磁気学Ⅰ 

 電気回路学Ⅰ 

 電気回路学Ⅱ 

 解析力学 

 量子力学Ａ 

 電子回路Ⅰ 

 量子力学Ｂ 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

□

□

□

□

□

□

□

□

 電磁エネルギー変換Ａ 

電子物性Ａ 

 電子物性Ｂ 

 電磁エネルギー変換Ｂ 

 量子力学演習 

熱学・統計力学Ａ 

 電磁気学Ⅱ 

熱学・統計力学Ｂ 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

□

□

□

□

□

□

□

 統計力学演習 

 物性物理学演習Ⅰ 

 物性物理原論Ｂ 

 物性物理学演習Ⅱ 

 物性物理原論Ｃ 

 応用物理計測学 

物性材料学 

1 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

化学・バイオ工学科 材料科学総合学科 建築・社会環境工学科 
□

□

応用物理化学 

応用量子化学 

 

2 

2 

□

□

□

□

□

□

◎電磁気学 

 表面・界面の物理学 

◎量子力学入門 

 物性学基礎 

 結晶回折学 

 固体物性論 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

□

□

□

□

□

 伝熱・流体の力学 

 材料学概論 

 材料組織学 

 材料強度学 

材料統計力学 

2 

1 

2 

2 

2 

□

□

□

□

□

□

 空間創造の力学 

◎弾性体力学 

◎水理学Ａ及び同演習 

 振動解析学 

 構造動力学 

 建築構造の力学 

3 

2 

3 

2 

2 

3 

化 

 

学 

機械・知能航空工学科 電気情報物理工学科 化学・バイオ工学科 
□

□

□

□

□

□

◎反応速度論 

熱力学Ⅱ 

 熱力学Ｂ 

◎界面物理化学 

 放射化学 

 エネルギー材料科学 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

□

 

 結晶解析学 2 

 

□

□

□

□

□

□

◎基礎無機化学 

◎基礎有機化学 

◎基礎物理化学 

 反応有機化学 

 化学工学基礎 

 移動現象論 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

□

□

□

□

□

 プロセス工学基礎 

 界面電気化学 

 固体化学 

 高分子化学 

プロセス制御 

2 

2 

2 

2 

2 

材料科学総合学科 建築・社会環境工学科  
□

□

□

□

◎材料物理化学Ⅰ 

◎電気化学 

 鉄鋼製錬学 

 材料分析科学 

2 

2 

2 

2 

□

□

□

 材料物理化学Ⅱ 

 材料反応速度論 

 移動現象論 

2 

2 

2 

□

□

□

 水質工学 

 水道工学 

 環境保全工学 

2 

2 

2 

生

物

学 

機械・知能航空工学科 電気情報物理工学科 化学・バイオ工学科 材料科学総合学科 
□

□

◎環境システム学Ⅱ 

 医療機器入門 

2 

2 

□

□

 生命システム情報学 

 生物物理学 

2 

2 

□

□

□

□

◎基礎生物化学 

 生物物理化学 

 生体機能化学 

◎反応生物化学 

2 

2 

2 

2 

□

□

◎高分子・生体物質の物理化学 

材料計測評価学 

2 

2 

建築・社会環境工学科 
□  基礎生態工学 2 

地

学 

機械・知能航空工学科 化学・バイオ工学科 材料科学総合学科 建築・社会環境工学科 
□

□

□

 エネルギー環境入門 

 ジオメカニクス 

 貯留層工学 

2 

2 

2 

□

 

有機資源変換化学 2 □

 

◎環境材料プロセス学 2 □

□

□

 地球環境学 

 地盤と都市・建築 

 地震と建築 

2 

3 

2 

物

理

実

験 

機械・知能航空工学科 電気情報物理工学科 材料科学総合学科 建築・社会環境工学科 
□

□

機械知能・航空実験Ⅰ 

機械知能・航空実験A 

1 

1 

□

□

電気‣通信‣電子‣情報工学実験A 
応用物理学実験A 

1 

1 

□

 

 材料科学総合学実験 1 □

□

 建築材料学演習 

 社会環境工学実験 

2 

1 

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

教育職員免許状チェックシート     学籍番号：        氏名：             

免許状種類（中・高 ／ 理科・数学・情報） 

 

◆教職に関する科目 

施行規則において規定されている科目の内容 本学において開講する授業科目と単位 

施行規則第６条

に定める教職に

関する科目 

左項の各科目に含めることが必

要な事項 

チ ェ

ッ ク

欄 
授業科目 

単

位 
最低修得 修 得 

単位数 
中 高 

第

２

欄 

教 職 の 意

義 等 に 関

する科目 

教職の意義及び教員の役割 

□ ◎教職論 ２ ２ ２ 

 

教員の職務内容（研修、服務及び

身分保障等を含む） 

進路選択に資する各種の機会の

提供等 

第

３

欄 

教 育 の 基

礎 理 論 に

関 す る 科

目 

教育の理念並びに教育に関する

歴史及び思想 

□ 

□ 

◎教育原理Ⅰ 

教育学概論 

２ 

２ 
２ ２ 

 

幼児、児童及び生徒の心身の発達

及び学習の過程（障害のある幼

児、児童及び生徒の心身の発達及

び学習の過程を含む。） 

□ 

□ 

◎教育心理学Ⅰ 

学習・発達論 

２

２ 
２  ２ 

 

教育に関する社会的、制度的又は

経営的事項 

□ 

□ 

◎教育原理Ⅱ 

教育制度論 

２ 

２ 
２ ２ 

 

第

４

欄 

教 育 課 程

及 び 指 導

法 に 関 す

る科目 

教育課程の意義及び編成の方法 
□ 

□ 

◎教育課程論 

教育課程総論 

２

２ 
２ ２ 

 

各教科の指導法 

（当該教科の指導法について必

修。他教科の指導法は「教科又は

教職に関する科目」に充当できな

い） 

□ 

理科教育法Ⅰ 

理科教育法Ⅱ 

数学科教育法Ⅰ 

数学科教育法Ⅱ 

４

４

４

４ 

４ 

４ 

 

工業科教育法 

情報科教育法 

４

４ 
― 

道徳の指導法（中免のみ） □ 道徳教育の研究 ２ ２ ―  

特別活動の指導法 
□ 

□ 

◎人間関係論 

教育実践講義Ⅰ 

２ 

２ 
２ ２ 

 

教育の方法及び技術（情報機器及

び教材の活用を含む。） 

□ 

□ 

◎教育の方法と技術 

教育方法・技術論 

２ 

２ 
２ ２ 

 

生徒指導、

教 育 相 談

及 び 進 路

指 導 等 に

関 す る 科

目 

生徒指導の理論及び方法 

□ 

□ 

□ 

◎相談心理学Ⅰ 

◎相談心理学Ⅱ 

教育相談 

２ 

２ 

２ 

４ ４ 

 

教育相談（カウンセリングに関す

る基礎的な知識を含む。）の理論

及び方法 

進路指導の理論及び方法 

第

５

欄 
教育実習  

□ 

□ 

教育実習（中） 

教育実習（高） 

５ 

３ 
５ ３ 

 

第

６

欄 

教 職 実 践

演習 
 □ 教職実践演習（中・高） ２ ２ ２ 

 

      合計 ３１ ２７  

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

 

◆教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 

施行規則に定 

める科目区分 

チェッ

ク欄 
授業科目 単位 

最低修 

得単位 

修 得 

単位数 

日本国憲法 □ ◎日本国憲法 ２ ２  

体育 

□ 

□ 

□ 

スポーツＡ 

スポーツＢ 

体と健康 

１ 

１ 

２ 

２  

外国語コミュニケ

ーション 

□ 

 

□ 

英語（英語Ⅰ-Ａ、Ⅱ-Ａ、Ⅰ-Ｂ、Ⅱ-Ｂ、Ⅲ） 

基礎初修語Ⅰ（ドイツ語、フランス語、ロシア語、ス

ペイン語、中国語、朝鮮語） 

基礎初修語Ⅱ（ 〃 ） 

各１ 

各２ 

 

各２ 

２  

数理，データ活用及

び人工知能に関す

る科目又は情報機

器の操作 

□ 

 

情報とデータの基礎 

その他前述⑨で示した情報機器の操作の科目 

２ 

２ 
２  

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

★★「「教教科科及及びび教教職職にに関関すするる科科目目」」のの最最低低修修得得単単位位数数をを満満たたししたたううええでで、、合合計計６６００単単位位以以

上上必必要要でですす。。（（施施行行規規則則第第６６６６条条のの科科目目をを除除くく））  
 

79



183

教育職員免許状チェックシート     学籍番号：        氏名：             

免許状種類（中・高 ／ 理科・数学・情報） 

 

◆教職に関する科目 

施行規則において規定されている科目の内容 本学において開講する授業科目と単位 

施行規則第６条

に定める教職に

関する科目 

左項の各科目に含めることが必

要な事項 

チ ェ

ッ ク

欄 
授業科目 

単

位 
最低修得 修 得 

単位数 
中 高 

第

２

欄 

教 職 の 意

義 等 に 関

する科目 

教職の意義及び教員の役割 

□ ◎教職論 ２ ２ ２ 

 

教員の職務内容（研修、服務及び

身分保障等を含む） 

進路選択に資する各種の機会の

提供等 

第

３

欄 

教 育 の 基

礎 理 論 に

関 す る 科

目 

教育の理念並びに教育に関する

歴史及び思想 

□ 

□ 

◎教育原理Ⅰ 

教育学概論 

２ 

２ 
２ ２ 

 

幼児、児童及び生徒の心身の発達

及び学習の過程（障害のある幼

児、児童及び生徒の心身の発達及

び学習の過程を含む。） 

□ 

□ 

◎教育心理学Ⅰ 

学習・発達論 

２

２ 
２  ２ 

 

教育に関する社会的、制度的又は

経営的事項 

□ 

□ 

◎教育原理Ⅱ 

教育制度論 

２ 

２ 
２ ２ 

 

第

４

欄 

教 育 課 程

及 び 指 導

法 に 関 す

る科目 

教育課程の意義及び編成の方法 
□ 

□ 

◎教育課程論 

教育課程総論 

２

２ 
２ ２ 

 

各教科の指導法 

（当該教科の指導法について必

修。他教科の指導法は「教科又は

教職に関する科目」に充当できな

い） 

□ 

理科教育法Ⅰ 

理科教育法Ⅱ 

数学科教育法Ⅰ 

数学科教育法Ⅱ 

４

４

４

４ 

４ 

４ 

 

工業科教育法 

情報科教育法 

４

４ 
― 

道徳の指導法（中免のみ） □ 道徳教育の研究 ２ ２ ―  

特別活動の指導法 
□ 

□ 

◎人間関係論 

教育実践講義Ⅰ 

２ 

２ 
２ ２ 

 

教育の方法及び技術（情報機器及

び教材の活用を含む。） 

□ 

□ 

◎教育の方法と技術 

教育方法・技術論 

２ 

２ 
２ ２ 

 

生徒指導、

教 育 相 談

及 び 進 路

指 導 等 に

関 す る 科

目 

生徒指導の理論及び方法 

□ 

□ 

□ 

◎相談心理学Ⅰ 

◎相談心理学Ⅱ 

教育相談 

２ 

２ 

２ 

４ ４ 

 

教育相談（カウンセリングに関す

る基礎的な知識を含む。）の理論

及び方法 

進路指導の理論及び方法 

第

５

欄 
教育実習  

□ 

□ 

教育実習（中） 

教育実習（高） 

５ 

３ 
５ ３ 

 

第

６

欄 

教 職 実 践

演習 
 □ 教職実践演習（中・高） ２ ２ ２ 

 

      合計 ３１ ２７  

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

 

◆教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 

施行規則に定 

める科目区分 

チェッ

ク欄 
授業科目 単位 

最低修 

得単位 

修 得 

単位数 

日本国憲法 □ ◎日本国憲法 ２ ２  

体育 

□ 

□ 

□ 

スポーツＡ 

スポーツＢ 

体と健康 

１ 

１ 

２ 

２  

外国語コミュニケ

ーション 

□ 

 

□ 

英語（英語Ⅰ-Ａ、Ⅱ-Ａ、Ⅰ-Ｂ、Ⅱ-Ｂ、Ⅲ） 

基礎初修語Ⅰ（ドイツ語、フランス語、ロシア語、ス

ペイン語、中国語、朝鮮語） 

基礎初修語Ⅱ（ 〃 ） 

各１ 

各２ 

 

各２ 

２  

数理，データ活用及

び人工知能に関す

る科目又は情報機

器の操作 

□ 

 

情報とデータの基礎 

その他前述⑨で示した情報機器の操作の科目 

２ 

２ 
２  

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

★★「「教教科科及及びび教教職職にに関関すするる科科目目」」のの最最低低修修得得単単位位数数をを満満たたししたたううええでで、、合合計計６６００単単位位以以

上上必必要要でですす。。（（施施行行規規則則第第６６６６条条のの科科目目をを除除くく））  
 

◆教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項，大学が独自に設定する科目を除く）

中 高

　 数学科教育法Ⅰ
　 数学科教育法Ⅱ
　 理科教育法Ⅰ
　 理科教育法Ⅱ

4
4
4
4

8

　 情報科教育法 4 ―

教育の理念並びに教育に関する歴史及び
思想

□
□

◎教育原理
　 教育学概論

2
2

2 2

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校への対応を含む。）

□ ◎教職論 2 2 2

教育に関する社会的，制度的又
は経営的事項（学校と地域との連携及び学
校安全への対応を含む。）

□
□

◎教育の制度と経営
　 教育制度論

2
2

2 2

幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学
習の過程

□
□

◎教育心理学Ⅰ
 　学習・発達論

2
2

2 2

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生
徒に対する理解

□ ◎特別の支援を必要とする生徒に対する理解 1 1 1

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュ
ラム・マネジメントを含む。）

□
□

◎教育課程論
　 教育課程総論

2
2

2 2

道徳の理論及び指導法 □
　 道徳の理論及び指導法A
　 道徳の理論及び指導法B

2
2

2 ―

総合的な学習の時間の指導法（中学校）
総合的な探求の時間の指導法（高等学校）

□ 2

特別活動の指導法 □ 2
◎教育の方法と技術 1

◎教育とICT活用 1
生徒指導の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な
知識を含む。）の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の理論及び方
法

教育実習 □ 　教育実習（中） 5
□ 　教育実習（高） 3

教職実践演習 □ 　教職実践演習（中・高） 2 2 2

36 28

※　各授業科目名の ◎ は必修科目である。

教科及び教科
の指導法に関
する科目 各教科の指導法（情報機器及び教材の活

用を含む。）

3

2
2
2

□
□
□

2

合計

道徳、総合的
な学習の時間
等の指導法及
び生徒指導、
教育相談等に
関する科目

第
５
欄

教育実践に関
する科目

◎教育相談・生徒指導Ⅰ（進路指導を含む）
◎教育相談・生徒指導Ⅱ（進路指導を含む）
　 教育相談（教育・学校心理学）

4

5

4

第
４
欄

2
◎総合的な学習の時間及び特別活動の指導法
 　教育実践論講義Ⅰ

教育の方法及び技術

情報通信技術を活用した教育の理論及び
方法

 　教育方法・技術論（ICT活用含む）
□
□
□

2 2

教育の基礎的
理解に関する
科目

施行規則において規定されている科目の内容

□ 4

施行規則第４条及び
第５条に定める教科及
び教職に関する科目

左項の各科目に含めることが必要な事項 授業科目
最低修得
単位数

第
３
欄

第
２
欄

2

修得単位数

本学において開講する授業科目と単位

チェック欄 単位

◆教科に関する専門的事項（理科） 

免許法上

の科目 

対 応 す る 開 設 科 目 最低修得単位数 
修 得 

単位数 
チェッ

ク欄 
授 業 科 目 単位 中学校 高等学校 

物理学 
□ 

 

◎工業物理学概論 

 その他各学科開設の専門教育科目（下表） 

2 
1 1  

化 学 
□ 

 

◎工学化学概論 

 その他各学科開設の専門教育科目（下表） 

2 
1 1  

生物学 
□ 

 

◎生物工学概論 

 その他各学科開設の専門教育科目 （下表） 

2 
1 1  

地 学 

□ 

□ 

□ 

□ 

 

地球システム科学 

◎地球物質科学 

天文学 

地球惑星物理学 

その他各学科開設の専門教育科目（下表） 

2 

2 

2 

2 

 

1 1  

物理学 

実験 

□ 

 

基礎物理学実験 

 その他各学科開設の専門教育科目（下表） 

1 

 
1 

1 

 

化学 

実験 

□ 

□ 

工業化学実験（化学・バイオ工学科以外） 

 化学・バイオ工学実験Ａ（化学・バイオ工学科） 

1 

1 
1  

生物学 

実験 

□ 

 

 基礎生物学実験 

 

1 

 
1  

地学 

実験 

□ 

 

基礎地学実験 

  

1 
1  

合        計 20 20  

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

（理科）各学科開設専門教育科目 

科目 機械・知能航空工学科 電気情報物理工学科 

物 

 

理 

 

学 

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

◎力学 

◎流体力学Ⅰ 

 材料力学Ⅰ 

 電磁気学 

 電磁気学Ａ 

 電磁気学Ｂ 

 量子力学 

 量子力学Ａ 

 熱力学Ⅰ 

 熱力学Ａ 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

□

□

□

□

□

□

□

□

 電磁気学基礎論 

 電磁気学Ⅰ 

 電気回路学Ⅰ 

 電気回路学Ⅱ 

 解析力学 

 量子力学Ａ 

 電子回路Ⅰ 

 量子力学Ｂ 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

□

□

□

□

□

□

□

□

 電磁エネルギー変換Ａ 

電子物性Ａ 

 電子物性Ｂ 

 電磁エネルギー変換Ｂ 

 量子力学演習 

熱学・統計力学Ａ 

 電磁気学Ⅱ 

熱学・統計力学Ｂ 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

□

□

□

□

□

□

□

 統計力学演習 

 物性物理学演習Ⅰ 

 物性物理原論Ｂ 

 物性物理学演習Ⅱ 

 物性物理原論Ｃ 

 応用物理計測学 

物性材料学 

1 

1 

2 

1 

2 

2 

2 

化学・バイオ工学科 材料科学総合学科 建築・社会環境工学科 
□

□

応用物理化学 

応用量子化学 

 

2 

2 

□

□

□

□

□

□

◎電磁気学 

 表面・界面の物理学 

◎量子力学入門 

 物性学基礎 

 結晶回折学 

 固体物性論 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

□

□

□

□

□

 伝熱・流体の力学 

 材料学概論 

 材料組織学 

 材料強度学 

材料統計力学 

2 

1 

2 

2 

2 

□

□

□

□

□

□

 空間創造の力学 

◎弾性体力学 

◎水理学Ａ及び同演習 

 振動解析学 

 構造動力学 

 建築構造の力学 

3 

2 

3 

2 

2 

3 

化 

 

学 

機械・知能航空工学科 電気情報物理工学科 化学・バイオ工学科 
□

□

□

□

□

□

◎反応速度論 

熱力学Ⅱ 

 熱力学Ｂ 

◎界面物理化学 

 放射化学 

 エネルギー材料科学 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

□

 

 結晶解析学 2 

 

□

□

□

□

□

□

◎基礎無機化学 

◎基礎有機化学 

◎基礎物理化学 

 反応有機化学 

 化学工学基礎 

 移動現象論 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

□

□

□

□

□

 プロセス工学基礎 

 界面電気化学 

 固体化学 

 高分子化学 

プロセス制御 

2 

2 

2 

2 

2 

材料科学総合学科 建築・社会環境工学科  
□

□

□

□

◎材料物理化学Ⅰ 

◎電気化学 

 鉄鋼製錬学 

 材料分析科学 

2 

2 

2 

2 

□

□

□

 材料物理化学Ⅱ 

 材料反応速度論 

 移動現象論 

2 

2 

2 

□

□

□

 水質工学 

 水道工学 

 環境保全工学 

2 

2 

2 

生

物

学 

機械・知能航空工学科 電気情報物理工学科 化学・バイオ工学科 材料科学総合学科 
□

□

◎環境システム学Ⅱ 

 医療機器入門 

2 

2 

□

□

 生命システム情報学 

 生物物理学 

2 

2 

□

□

□

□

◎基礎生物化学 

 生物物理化学 

 生体機能化学 

◎反応生物化学 

2 

2 

2 

2 

□

□

◎高分子・生体物質の物理化学 

材料計測評価学 

2 

2 

建築・社会環境工学科 
□  基礎生態工学 2 

地

学 

機械・知能航空工学科 化学・バイオ工学科 材料科学総合学科 建築・社会環境工学科 
□

□

□

 エネルギー環境入門 

 ジオメカニクス 

 貯留層工学 

2 

2 

2 

□

 

有機資源変換化学 2 □

 

◎環境材料プロセス学 2 □

□

□

 地球環境学 

 地盤と都市・建築 

 地震と建築 

2 

3 

2 

物

理

実

験 

機械・知能航空工学科 電気情報物理工学科 材料科学総合学科 建築・社会環境工学科 
□

□

機械知能・航空実験Ⅰ 

機械知能・航空実験A 

1 

1 

□

□

電気‣通信‣電子‣情報工学実験A 
応用物理学実験A 

1 

1 

□

 

 材料科学総合学実験 1 □

□

 建築材料学演習 

 社会環境工学実験 

2 

1 

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

教育職員免許状チェックシート     学籍番号：        氏名：             

免許状種類（中・高 ／ 理科・数学・情報） 

 

◆教職に関する科目 

施行規則において規定されている科目の内容 本学において開講する授業科目と単位 

施行規則第６条

に定める教職に

関する科目 

左項の各科目に含めることが必

要な事項 

チ ェ

ッ ク

欄 
授業科目 

単

位 
最低修得 修 得 

単位数 
中 高 

第

２

欄 

教 職 の 意

義 等 に 関

する科目 

教職の意義及び教員の役割 

□ ◎教職論 ２ ２ ２ 

 

教員の職務内容（研修、服務及び

身分保障等を含む） 

進路選択に資する各種の機会の

提供等 

第

３

欄 

教 育 の 基

礎 理 論 に

関 す る 科

目 

教育の理念並びに教育に関する

歴史及び思想 

□ 

□ 

◎教育原理Ⅰ 

教育学概論 

２ 

２ 
２ ２ 

 

幼児、児童及び生徒の心身の発達

及び学習の過程（障害のある幼

児、児童及び生徒の心身の発達及

び学習の過程を含む。） 

□ 

□ 

◎教育心理学Ⅰ 

学習・発達論 

２

２ 
２  ２ 

 

教育に関する社会的、制度的又は

経営的事項 

□ 

□ 

◎教育原理Ⅱ 

教育制度論 

２ 

２ 
２ ２ 

 

第

４

欄 

教 育 課 程

及 び 指 導

法 に 関 す

る科目 

教育課程の意義及び編成の方法 
□ 

□ 

◎教育課程論 

教育課程総論 

２

２ 
２ ２ 

 

各教科の指導法 

（当該教科の指導法について必

修。他教科の指導法は「教科又は

教職に関する科目」に充当できな

い） 

□ 

理科教育法Ⅰ 

理科教育法Ⅱ 

数学科教育法Ⅰ 

数学科教育法Ⅱ 

４

４

４

４ 

４ 

４ 

 

工業科教育法 

情報科教育法 

４

４ 
― 

道徳の指導法（中免のみ） □ 道徳教育の研究 ２ ２ ―  

特別活動の指導法 
□ 

□ 

◎人間関係論 

教育実践講義Ⅰ 

２ 

２ 
２ ２ 

 

教育の方法及び技術（情報機器及

び教材の活用を含む。） 

□ 

□ 

◎教育の方法と技術 

教育方法・技術論 

２ 

２ 
２ ２ 

 

生徒指導、

教 育 相 談

及 び 進 路

指 導 等 に

関 す る 科

目 

生徒指導の理論及び方法 

□ 

□ 

□ 

◎相談心理学Ⅰ 

◎相談心理学Ⅱ 

教育相談 

２ 

２ 

２ 

４ ４ 

 

教育相談（カウンセリングに関す

る基礎的な知識を含む。）の理論

及び方法 

進路指導の理論及び方法 

第

５

欄 
教育実習  

□ 

□ 

教育実習（中） 

教育実習（高） 

５ 

３ 
５ ３ 

 

第

６

欄 

教 職 実 践

演習 
 □ 教職実践演習（中・高） ２ ２ ２ 

 

      合計 ３１ ２７  

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

 

◆教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 

施行規則に定 

める科目区分 

チェッ

ク欄 
授業科目 単位 

最低修 

得単位 

修 得 

単位数 

日本国憲法 □ ◎日本国憲法 ２ ２  

体育 

□ 

□ 

□ 

スポーツＡ 

スポーツＢ 

体と健康 

１ 

１ 

２ 

２  

外国語コミュニケ

ーション 

□ 

 

□ 

英語（英語Ⅰ-Ａ、Ⅱ-Ａ、Ⅰ-Ｂ、Ⅱ-Ｂ、Ⅲ） 

基礎初修語Ⅰ（ドイツ語、フランス語、ロシア語、ス

ペイン語、中国語、朝鮮語） 

基礎初修語Ⅱ（ 〃 ） 

各１ 

各２ 

 

各２ 

２  

数理，データ活用及

び人工知能に関す

る科目又は情報機

器の操作 

□ 

 

情報とデータの基礎 

その他前述⑨で示した情報機器の操作の科目 

２ 

２ 
２  

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

★★「「教教科科及及びび教教職職にに関関すするる科科目目」」のの最最低低修修得得単単位位数数をを満満たたししたたううええでで、、合合計計６６００単単位位以以

上上必必要要でですす。。（（施施行行規規則則第第６６６６条条のの科科目目をを除除くく））  
 

80



184

◆教科に関する専門的事項（数学） 

免許法上 

の科目 

対 応 す る 開 設 科 目 最低修得単位数 
修 得 

単位数 
チェッ

ク欄 
授 業 科 目 単位 中学校 高等学校 

代 数 学 □ 

 

◎工業線形代数学 
 その他各学科開設専門教育科目(下表) 

2 1 1  

幾 何 学 □ 

□ 

 

 数学物理学演習Ⅰ 

 数学物理学演習Ⅱ 

◎幾何学概論 

1 

1 

2 

1 1  

解 析 学 □ 

□ 

□ 

□ 

 

◎解析学Ａ 

◎解析学Ｂ 

◎常微分方程式論 

 複素関数論 
 その他各学科開設専門教育科目(下表) 

2 

2 

2 

2 

1 1  

「確率論，統計学」 □ 

 

◎数理統計学 
 その他各学科開設専門教育科目(下表) 

2 

 

1 1  

コンピュータ   各学科開設の専門教育科目(下表)  1 1  

合        計 20 20  

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

（数学）各学科開設専門教育科目 

免許法上の科目 機械知能・航空工学科 電気情報物理工学科 

代 数 学 
□ 

□ 

◎数学Ⅰ 

◎数学Ⅱ 

2 

2 

□ 

□ 

◎情報数学 

◎物理数学演習 

2 

1 

解 析 学 

□ 

□ 

□ 

◎数理解析学 

 数値流体力学 

 弾性力学 

2 

2 

2 

□ 

□ 

□ 

◎応用数学Ａ 

 応用数学Ｂ 

◎電気回路学基礎論 

2 

2 

2 

「確率論，統計学」 
□ 

□ 

 計算力学 

 計算材料力学 

2 

2 

□ 

□ 

 数値ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ 

 数理最適化 

2 

2 

コンピュータ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

◎数理情報学演習 

コンピュータ実習Ⅰ 

コンピュータ実習 

 コンピュータ実習Ⅱ 

 情報科学基礎Ⅰ 

 情報科学基礎 

 情報科学基礎Ⅱ 

2 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

◎情報処理演習 

 ｵｰﾄﾏﾄﾝ･言語理論 

 情報論理学 

 人工知能 

 量子プログラミング 

1 

2 

2 

2 

2 

※ 各授業科目名の◎は必修科目である。 

◆教科に関する専門的事項（情報） 

免許法上の科目 
対 応 す る 開 設 科 目 

最低修得

単位数 修 得 

単位数 チェッ

ク欄 
授 業 科 目 単位 高等学校 

情報社会（職業に関する

内容を含む）・情報倫理 

□ 

□ 

□ 

□ 

◎情報社会論 

 知的財産権入門 

◎情報化社会と職業 

 通信工学概論 

2 

1 

2 

2 

1 

 

コンピュータ・ 

情報処理 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

◎アルゴリズムとデータ構造 

 システム制御工学Ａ 

 計算機ソフトウェア工学 

 電気計測学 

 ディジタルコンピューティング 

◎集積回路工学 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

 

情報システム 

□ 

□ 

□ 

◎計算機学 

◎システムソフトウェア工学 

◎システム制御工学Ｂ 

2 

2 

2 

1 

 

情報通信ネットワーク 

□ 

□ 

□ 

◎ネットワークコンピューティング 

◎データ通信工学 

 通信工学 

2 

2 

2 

1 

 

マルチメディア表現・ 

マルチメディア技術 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

 プログラミング演習Ａ 

 プログラミング演習Ｂ 

◎パターン認識論 

 ディジタル信号処理 

 集積回路設計演習 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

 

合        計 20  

81



5. 資　格　等

教育職員免許状の取得について

１．教育職員免許状について

　 　学校教育法第一条に定める中学校，高等学校などの各学校の教員となるためには，教

育職員免許法に定める所定の単位を修得し，各都道府県の教育委員会から授与される教

育職員免許状を取得する必要があります。

２．教育職員免許状の種類

　 　教育職員免許法に定める免許状には，普通免許状，特別免許状及び臨時免許状があり

ます。

　普通免許状は，学校（中等教育学校を除く。）の種類ごとの教諭の免許状，養護教諭

の免許状及び栄養教諭の免許状とし，それぞれ専修免許状，一種免許状及び二種免許状

（高等学校教諭の免許状にあっては，専修免許状及び一種免許状）に区分されています。

また，中学校及び高等学校の教員の普通免許状及び臨時免許状は，教科毎に授与するも

のとされています。

　 　本学では，中学校一種免許状，中学校専修免許状，高等学校一種免許状，高等学校専修 

免許状を取得することができます。

３．免許状の取得方法

　 　普通免許状は，教育職員免許法に定める基礎資格を有し，かつ，大学若しくは文部科

学大臣の指定する養護教諭養成機関において規定の単位を修得した者が都道府県の教育

委員会へ申請することによって授与されます。

　 　基礎資格とは，一種免許状においては，学士の学位を有することであり，専修免許状

においては，修士の学位を有することです。

　　なお，中学校教諭の普通免許状を取得する場合は，授与要件として社会福祉施設及び

　特別支援学校での「介護等の体験」が必要となります。
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４．取得できる免許状の種類及び教科

　 　本学部・研究科で取得できる免許状は次のとおりです。これ以外の免許状については，
他学部・他研究科開講の授業科目を履修することで取得することができますので，当該
学部・研究科の学生便覧をご覧の上，教務係で相談してください。

免許状の種類 
（普通免許状）

学部・研究科等

中学校教諭
一種免許状

中学校教諭
専修免許状

高等学校教諭
一 種 免 許 状

高等学校教諭
専 修 免 許 状

本学部
生 物 生 産 科 学 科 理科 理科，農業

応 用 生 物 化 学 科 理科 理科，農業

本研究科
生物生産科学専攻 理科 理科，農業

農 芸 化 学 専 攻 理科 理科

５．基礎資格及び最低修得単位数

　 　本学部・研究科で免許状を取得するための基礎資格及び最低修得単位数は次のとおり
です。下記単位のほか，教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目の単位の修得

が必要です。詳しくは「９．教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目」を確認

してください。

所定資格

免許状
の種類
（普通免許状）

基礎資格

大学において修得することを必要とする最低修得単位数

合 計

教 科 及 び 教 職 に 関 す る 科 目

教科に関する
専門的事項

各教科の指導
法，教育の基
礎的理解に関
する科目等

※注

中 学 校 教 諭
一 種 免 許 状

学士の学位を
有すること 20 36 4 60

中 学 校 教 諭
専 修 免 許 状

修士の学位を
有すること 20 36  4（学部で取得）

24（大学院で取得） 84

高等学校教諭
一 種 免 許 状

学士の学位を
有すること 20 28 12 60

高等学校教諭
専 修 免 許 状

修士の学位を
有すること 20 28 12（学部で取得）

24（大学院で取得） 84

　　この表は，平成31年４月１日入学者から適用します。
　　※ 注「教科に関する専門的事項」又は「各教科の指導法，教育の基礎的理解に関する科目等」の

必要単位数より多く修得した単位数を充当
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６． 一種免許状取得までのプロセス

「教科及び教職に関する科目」のうち，教科に関する専門的事項に対応する科目を履修

「教科及び教職に関する科目」のうち，各教科の指導法や教育の基礎的理解に関する科目等を履修

⑴　教育職員免許状取得希望届の提出
　�　免許状の取得を希望する学生は，第１セメスタの授業履修前までに教務係に，「教育職員免許状取得希望届」を提出し，学校種及び教
科を届け出てください。希望届を提出した学生について「履修カルテ」の作成を行います。「履修カルテ」が作成されていない学生は，「教
職実践演習（中・高）」を履修することはできません。
⑵　「教科及び教職に関する科目」及び「教育職員免許法施行規則第66条の 6に定める科目」の履修
　�　免許状毎に定められている「教科及び教職に関する科目」を履修してください。ただし，「教育実習」及び「教職実践演習（中・高）」
には，履修資格が定められており，少なくとも３年次修了までには「教科に関する専門的事項」，「教育実習」及び「教職実践演習（中・高）」
を除く全ての「教科及び教職に関する科目」を修得しておく必要があります。また，卒業に必要な単位に含まれない科目もありますので，
１年次より計画的な履修を心がけてください。なお，「教科及び教職に関する科目」以外に，「教育職員免許法施行規則第66条の 6で定
める科目」も履修する必要があります。
⑶　履修カルテ②＜自己評価シート＞の記入について
　�　教職実践演習（中・高）の履修及び教職指導の際に必要となりますので，２年次・３年次の各年度末及び教職実践演習履修の直前に，
教務係の窓口で「履修カルテ②＜自己評価シート＞」を受領し，自分で評価を記入し返却してください。記入を怠った場合は，教育職員
免許状の取得を放棄したものとして取り扱うことがあります。
⑷　「教育実習」及び「介護等体験」について
　・教育実習は，仙台市内及び近辺の協力校又は本人の出身校等において行います。
　・�教育実習の参加資格は４年次の学部学生及び大学院学生で，原則として「教科及び教職に関する科目」のうち第二欄，第三欄，及び第
四欄に掲げる科目の単位を修得した者。また，科目等履修生については，本学出身者で，実習校等の内諾を得ている者に限ります。

　・�中学校教諭又は高等学校教諭の免許状を取得しようとする場合は，中学校又は高等学校において，中学校教諭の免許状は３週間，高等
学校教諭の免許状は２週間の教育実習を行わなければなりません。また，中学校教諭及び高等学校教諭の両方の免許状を取得しようと
する場合は，中学校又は高等学校で３週間の教育実習を行ってください。なお，中学校教諭の免許状を取得しようとする場合は，特別
支援学校及び社会福祉施設等で「介護等の体験」を行わなければなりません。

　・教育実習及び介護等の体験を行う者は，必ず事前指導を受講しなければなりません。
　・教育実習及び介護等の体験の時期，又は学生の実習校（施設等）の配属については，掲示等でお知らせします。
⑸「教職実践演習（中・高）」について
　�　平成 20年度の教育職員免許法施行規則の改正により，平成22年度以降の新入生の「教職に関する科目」（平成31年度からは「教科
及び教職に関する科目」）として，「教職実践演習（中・高）」が新設されました。本科目は，免許状の取得を希望する者の履修状況を踏まえ，
教員として必要な知識技能を修得したことを確認するために４年次後期に集中講義で開設されるものです。このため，「教職実践演習�
（中・高）」の履修前（７セメスタ）までに，「教育実習」を終了し，「教育実習」及び「教職実践演習」を除く免許状取得に必要な全ての
単位を修得した者にのみ履修が認められます。ただし，「教科に関する専門的事項」については，卒業までに不足単位の修得が可能であ
ると確認できた場合のみ，履修を認めることがあります。教員免許法施行規則第４条及び第５条第二欄～第四欄の「教科及び教職に関す
る科目」（「教科に関する専門的事項」を除く）については，４年次前期中に不足単位の履修登録が確認できた場合のみ，履修を認めるこ
とがあります。
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７．教科及び教職に関する科目（教科に関する専門的事項）

　　 本学部で免許状を取得するための教科及び教職に関する科目のうち，教科に関する専門的

事項に対応する科目の単位及び履修方法は次のとおりです。

一種免許状（理科）〈生物生産科学科〉

教　科　に　関　す　る　専　門　的　事　項

免許法上の科目
対 応 す る 開 設 科 目 最低修得単位 免許状を取得するため

に必要な修得単位数授 業 科 目 単位 開設学科等 中学校 高等学校

物　 理　 学 物理学概論Ⅰ　  
物理学概論Ⅱ※1

２
２

全学教育科目
〃

１
以上

１
以上

左記最低修得単
位数を各々満た
し，計20単位以 
上修得するこ
と。化　　　 学

物 理 化 学
分 析 化 学
生 物 化 学
生 物 有 機 化 学

２
２
２
２

農　学　部
〃
〃
〃

１
以上

１
以上

生　 物　 学

資源生物生理学
植物発生生理学
資源動物生態学
動物遺伝育種学
植 物 遺 伝 学
水産遺伝育種学
動物組織細胞学
生理生態学概論
植物系微生物サイエンス
植 物 生 産 科 学
植物育種学各論

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

農　学　部
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

１
以上

１
以上

地　　　 学 ◦
　
地球システム科学
地 球 物 質 科 学

２
２

全学教育科目
〃

１
以上

１
以上

物理学実験 ◦
　
基礎物理学実験
自然科学総合実験

１
2

理　学　部
全学教育科目

１
以上

※2
１
以上

化 学 実 験 ◦基 礎 化 学 実 験 １ 農　学　部 １
以上

生物学実験 ◦基礎生物学実験 １ 農　学　部 １
以上

地 学 実 験 ◦基 礎 地 学 実 験 １ 理　学　部 １
以上

合　　　　　計 20 20

　備考：◦印が付されている開設科目は，免許状を取得する場合の必修科目である。
　※1 　 「物理学概論Ⅱ」は農学部の卒業要件（本学生便覧 p.55参照）には含まれないた

め注意すること。
　※ 2 　高等学校の免許状を取得する場合の実験科目は，物理学実験，化学実験，生物学

実験及び地学実験から必修科目を１科目以上取得すればよい。
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一種免許状（農業）〈生物生産科学科〉

教　科　に　関　す　る　専　門　的　事　項

免許法上の科目
対 応 す る 開 設 科 目 免許状を取得するために

必要な修得単位数　　　授 業 科 目 単位 開設学科等

農業の関係科目

※

※

※

◦
◦
　
◦
◦
◦
◦
◦
　
◦
　
　
◦
◦
◦
◦
　

動物遺伝育種学
(動物生命科学コース )

植 物 遺 伝 学
(植物生命科学コース )

水産遺伝育種学
(海洋生物科学コース )

生 物 化 学
食 用 作 物 学
果 樹 園 芸 学
野 菜 園 芸 学
基 礎 土 壌 学
植 物 育 種 学
植 物 病 理 学
昆 虫 学
開 発 経 済 学
農業経済政策学
経 営 学
草 地 科 学
動 物 環 境 管 理 学
動 物 生 殖 科 学
動物栄養生化学
動物食品機能学Ⅰ
栽培植物環境科学

２

２

２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

農　学　部

〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

左記科目の中から職業指導４単
位を含め20単位以上を修得する
こと。

職 業 指 導 ◦職業指導（農業） ４ 農　学　部

合　　　　　計 20

　備考：◦印が付されている開設科目は，免許状を取得する場合の必修科目である。

　　　　※印は，3科目から1科目選択必修。
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一種免許状（理科）〈応用生物化学科〉

教　科　に　関　す　る　専　門　的　事　項

免許法上の科目
対 応 す る 開 設 科 目 最低修得単位 免許状を取得するため

に必要な修得単位数　授 業 科 目 単位 開設学科等 中学校 高等学校

物　 理　 学 　
　
物理学概論Ⅰ　  
物理学概論Ⅱ※1

２
２

全学教育科目
〃

１
以上

１
以上

左記最低修得単
位数を各々満た
し，計20単位以
上を修得するこ
と。

化　　　 学
　
　
　
　

物 理 化 学
生 物 化 学
生 物 有 機 化 学
分 析 化 学
植物細胞生化学
分 析 有 機 化 学

２
２
２
２
２
２

農　学　部
〃
〃
〃
〃
〃

１
以上

１
以上

生　 物　 学 　
　

分 子 生 物 学
微 生 物 学
栄 養 生 理 学
酵 素 化 学
植 物 栄 養 学
生理生態学概論

２
２
２
２
２
２

農　学　部
〃
〃
〃
〃
〃

１
以上

１
以上

地　　　 学 ◦
　
地球システム科学
地 球 物 質 科 学

２
２

全学教育科目
〃

１
以上

１
以上

物理学実験 ◦
　
基礎物理学実験
自然科学総合実験

１
2

理　学　部
全学教育科目

１
以上

※2
１
以上

化 学 実 験 ◦基 礎 化 学 実 験 １ 農　学　部 １
以上

生物学実験 ◦基礎生物学実験 １ 農　学　部 １
以上

地 学 実 験 ◦基 礎 地 学 実 験 １ 理　学　部 １
以上

合　　　　　計 20 20

　備考：◦印が付されている開設科目は，免許状を取得する場合の必修科目である。
　※1 　 「物理学概論Ⅱ」は農学部の卒業要件（本学生便覧 p.55参照）には含まれないた

め注意すること。
　※ 2 　高等学校の免許状を取得する場合の実験科目は，物理学実験，化学実験，生物学

実験及び地学実験から必修科目を１科目以上取得すればよい。
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一種免許状（農業）〈応用生物化学科〉

教　科　に　関　す　る　専　門　的　事　項

免許法上の科目
対 応 す る 開 設 科 目 免許状を取得するために

必要な修得単位数　　　授 業 科 目 単位 開設学科等

農業の関係科目

　
　
　
　
◦
◦
　
　
　
　
　
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
　
　
◦

資 源 有 機 化 学
生 物 有 機 化 学
微 生 物 学
栄 養 化 学
生 物 化 学
分 子 生 物 学
微 生 物 生 化 学
酵 素 化 学
生 物 制 御 化 学
植物分子生理学
生 命 有 機 化 学
食 品 加 工 学
食 品 化 学
植 物 遺 伝 学
観 賞 園 芸 学
応 用 土 壌 学
植 物 病 理 学
果 樹 園 芸 学
野 菜 園 芸 学
基 礎 土 壌 学
農業経済政策学
経 営 学
開 発 経 済 学
食 品 機 能 工 学

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

農　学　部
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

左記科目の中から職業指導４単
位を含め20単位以上を修得する
こと。

職 業 指 導 ◦職業指導（農業） ４ 農　学　部

合　　　　　計 20

　備考：◦印が付されている開設科目は，免許状を取得する場合の必修科目である。
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８．教科及び教職に関する科目（各教科の指導法，教育の基礎的理解に関する科目等）
　本学部で免許状を取得するための教科及び教職に関する科目（各教科の指導法，教育の基礎的理解に関する科目等）の単位
及び履修方法は次のとおりです。

施行規則において規定されている科目の内容 本学において開講する授業科目と単位
施行規則第４条及び第５条
に定める教科及び教職に
関する科目（「教科に関す
る専門的事項」を除く）

左項の各科目に含めることが
必要な事項 授業科目

最低修得
単位数 開設部局等 備考

必修 選択

第
２
欄
教科及び教科の指導法
に関する科目

各教科の指導法
（情報通信技術の活用を含む。）

国語科教育論Ⅰ
国語科教育論Ⅱ
社会科教育論Ⅰ
社会科教育論Ⅱ
地理歴史科教育法Ⅰ
地理歴史科教育法Ⅱ
公民科教育論
数学科教育法Ⅰ
数学科教育法Ⅱ
理科教育法Ⅰ
理科教育法Ⅱ
情報科教育法
農業科教育法Ⅰ
農業科教育法Ⅱ
英語科教育論Ⅰ
英語科教育論Ⅱ
フランス語科教育法Ⅰ
フランス語科教育法Ⅱ
宗教科教育法Ⅰ
宗教科教育法Ⅱ
宗教科教育法Ⅲ
宗教科教育法Ⅳ

中 8
高 4 各学部

該当教科の指導法
について必修

他教科の指導法は
「大学が独自に設定
する科目」に充当
できない

第
３
欄
教育の基礎的理解に関
する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及
び思想

教育原理
教育学概論

2
2

全学教育
教育学部

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。） 教職論 2 全学教育

教育に関する社会的，制度的又は経営的事項（学校
と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

教育の制度と経営
教育制度論

2
2

全学教育
教育学部

幼児，児童及び生徒の心身の発達及び
学習の過程

教育心理学Ⅰ
学習・発達論

2
2

全学教育
教育学部

特別の支援を必要とする幼児，児童及
び生徒に対する理解

特別の支援を必要とする生徒
に対する理解 1 全学教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリ
キュラム・マネジメントを含む。）

教育課程論
教育課程総論

2
2

全学教育
教育学部

第
４
欄

道徳，総合的な学習の
時間等の指導法及び生
徒指導，教育相談等に
関する科目

道徳の理論及び指導法 道徳の理論及び指導法 A
道徳の理論及び指導法 B

2
2 教育学部 中免のみ

いずれか 2 単位選択必修

総合的な学習の時間の指導法（中学校）
総合的な探究の時間の指導法（高等学校）

総合的な学習の時間及び
特別活動の指導法 2 全学教育

特別活動の指導法 教育実践論講義Ⅰ 2 教育学部

教育の方法及び技術
教育の方法と技術 1 全学教育

教育方法・技術論
（ICT活用含む） 2 教育学部

情報通信技術を活用した教育の理論及
び方法 教育と ICT活用 1 全学教育

生徒指導の理論及び方法 教育相談・生徒指導Ⅰ
（進路指導を含む） 2 全学教育

教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教育相談・生徒指導Ⅱ
（進路指導を含む） 2 全学教育

進路指導及びキャリア教育の理論及び
方法

教育相談
（教育・学校心理学） 2 教育学部

第
５
欄
教育実践に関する科目

教育実習
教育実習（中） 5 教育学部 中免のみ

事前事後指導１単位含む

教育実習（高） 3 教育学部 高免のみ
事前事後指導１単位含む

教職実践演習 教職実践演習（中・高） 2 全学教育

第
６
欄
大学が独自に設定する科目

上記科目及び７．の「教科に関
する専門的事項」として開設
する科目の必要単位数より多
く修得した単位数を充当する。

合計 合計 中 36
高 28

備考 １　開設科目の名称は，変更されることがある。
 ２　教職実践演習（中・高）以外の全学教育において開設する科目は，1,２年次在籍中に履修することが望ましい。
 ３　各学部及び教育学部において開設する科目は，開設学部以外の学生も履修することができる。
 ４　「教育実習」は，関係各学部の協力により，教育学部において実施する。
  ５　「教職実践演習」は，関係各学部・研究科の協力により，全学教育において実施する。
  ６　「教育実習」及び「教職実践演習」は，原則として第２欄，第３欄，第４欄に掲げる科目を修得した者にのみ履修を認める。
 ７　 本学の課程認定においては，「道徳の理論及び指導法」は中学校の免許状取得のみに必要な単位であり，高等学校の免許状取得の際

にはその単位は「大学が独自に設定する科目」にも含めることができないため，注意すること。
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９．教育職員免許法施行規則第 66 条の６に定める科目

　　教育職員免許法別表第一備考第四号に規定する教育職員免許法施行規則第66条の６に
　定める科目の単位及び履修方法は次のとおりです。

免許法施行規則に定
める科目区分　

本学で開設する
授業科目

単位数 開設学部
等 履修方法 備　　考

必修 選択

　日本国憲法 日本国憲法 2 全学教育

　体　育

スポーツＡ 1 全学教育
2単位
以上選
択必修

スポーツＢ 1 全学教育

体と健康 2 全学教育

　 外国語コミュニ
ケーション

英語Ⅰ -Ａ 1 全学教育

２単位
以上
選択必修

英語Ⅰ -Ａ～
英語Ⅱ -Ｂ
は，卒業に必
要な必修科目

英語Ⅱ -Ａ 1 全学教育

英語Ⅰ -Ｂ 1 全学教育

英語Ⅱ -Ｂ 1 全学教育

英語Ⅲ 1 全学教育

基礎ドイツ語Ⅰ 2 全学教育

基礎ドイツ語Ⅱ 2 全学教育

基礎フランス語Ⅰ 2 全学教育

基礎フランス語Ⅱ 2 全学教育

基礎ロシア語Ⅰ 2 全学教育

基礎ロシア語Ⅱ 2 全学教育

基礎スペイン語Ⅰ 2 全学教育

基礎スペイン語Ⅱ 2 全学教育

基礎中国語Ⅰ 2 全学教育

基礎中国語Ⅱ 2 全学教育

基礎朝鮮語Ⅰ 2 全学教育

基礎朝鮮語Ⅱ 2 全学教育

　 数理，データ活用
及び人工知能に関
する科目又は情報
機器の操作

情報とデータの基礎 2 全学教育

２単位
以上
選択必修

人文情報処理 2 文 学 部

情報理学入門 2 理 学 部

情報理学Ⅰ 2 理 学 部

情報理学Ⅱ 2 理 学 部

計算機数学Ａ 2 理 学 部

計算機数学Ｂ 2 理 学 部
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10．専修免許状の取得について
　ここでは，取得しようとする専修免許状と同教科の一種免許状を有する者及び授与を受
けることができる者が，専修免許状を取得する場合の所要資格などについて説明します。
　なお，一種免許状を取得していない者で，新たに専修免許状を取得しようとする者は，
教育職員免許法に定める科目を修得しなければなりません。その所要資格などについては，
出身大学（学部）での既修得単位及び教育職員免許法の改正等に伴い個々に修得科目（単
位）が異なると思われますので，教務係に相談してください。

11．大学が独自に設定する科目

　本研究科で免許状を取得するための大学が独自に設定する科目の単位及び履修方法は次
のとおりです。
専修免許状（理科）

免許
種類 専　　攻　　名 科　　　目　　　名 単　位 最低修得

単 位 数

高  
等  
学  

校  

専  

修  

免  

許  

状
（
理
科
）

中
　
学
　
校
　
専
　
修
　
免
　
許
　
状
（
理
科
）

生 物 生 産 科 学

生 命 圏 倫 理 学
生命機能物質分析特論
生 態 学 合 同 講 義
植物生命科学合同講義
水圏生物生産科学合同講義
微 生 物 科 学 合 同 講 義
農学データサイエンス演習
知 財 と 産 業 開 発
森 林 生 態 学 特 論
環境適応植物工学特論
応 用 昆 虫 学 特 論
動物環境管理微生物学特論
動 物 遺 伝 育 種 学 特 論
動 物 生 理 科 学 特 論
草 地 科 学 特 論
動 物 生 殖 科 学 特 論
動 物 機 能 形 態 学 特 論
動 物 栄 養 生 化 学 特 論
動 物 微 生 物 学 特 論
動 物 資 源 化 学 特 論
水 圏 動 物 生 理 学 特 論
水 圏 資 源 生 態 学 特 論
水 圏 植 物 生 態 学 特 論
水 産 資 源 化 学 特 論
沿 岸 環 境 生 物 学 特 論
生 物 海 洋 学 特 論
海洋生命遺伝情報学特論
複合生態フィールド制御学特論
複合生態フィールド科学専門演習

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2

24
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免許
種類 専　　攻　　名 科　　　目　　　名 単　位 最低修得

単 位 数

高  

等  

学  

校  

専  

修  

免  

許  

状
（
理
科
）

中
　
学
　
校
　
専
　
修
　
免
　
許
　
状
（
理
科
）

農　 芸　 化　 学

生 命 圏 倫 理 学
生命機能物質分析特論
生 態 学 合 同 講 義
植物生命科学合同講義
水圏生物生産科学合同講義
微 生 物 科 学 合 同 講 義
農学データサイエンス演習
知 財 と 産 業 開 発
植 物 機 能 科 学 特 論
分 子 細 胞 生 物 学 特 論
微 生 物 学 特 論
生 物 有 機 化 学 特 論
天 然 物 合 成 化 学 特 論
食 品 化 学 特 論
栄 養 生 理 学 特 論
食 品 機 能 分 析 学 特 論
天 然 物 生 命 化 学 特 論
食 品 機 能 開 発 学 特 論

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

24
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専修免許状（農業）

免許
種類 専　　攻　　名 科　　　目　　　名 単　位 最低修得

単 位 数

高 

等 

学 

校 

専 

修 

免 

許 

状
（
農
業
）

生 物 生 産 科 学

生 物 資 源 利 用 学
食 の 安 全
生 物 多 様 性 共 生 学
作 物 生 産 学 特 論
園芸生産システム学特論
土 壌 学 特 論
環 境 経 済 学 特 論
地 域 資 源 計 画 学 特 論
国 際 開 発 学 特 論
農 業 経 営 学 特 論
農 林 水 産 政 策 学 特 論
資源環境経済学特別演習Ⅰ
資源環境経済学特別演習Ⅱ
植 物 育 種 学 特 論
植 物 病 理 学 特 論
栽培植物環境科学特論

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2

24

12．教育職員免許状の申請について

　 　教育職員免許状は，大学が発行するものではなく，都道府県の教育委員会への申請に

基づき授与されるものです。ただし，在学中の者の免許状については，本学で宮城県教

育委員会に一括して申請を行っており，申請手続きを行った者は，学位記授与式の日に

免許状を受け取ることができます。なお，この申請手続きについては，11月頃に掲示等

でお知らせします。

13．その他

　 　他大学卒業者及び他学部出身者は，当該出身大学等において修得した単位が，取得し

ようとする当該免許状に該当する場合もあるので，学力に関する証明書を持参してくだ

さい。また，現職教員又は教員の経験等がある場合には，修得する授業科目あるいは適

用法令が異なってくることがありますので，教務係で確認してください。
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－ 59 －

教教育育職職員員免免許許状状（（専専修修免免許許状状））のの取取得得ににつついいてて  

 学校教育法第一条に定める中学校，高等学校などの各学校の教員となるためには，教育職員免許法に定める所定の単位を

修得し，各都道府県の教育委員会から授与される教育職員免許状を取得する必要があります。 

 ここでは，取得しようとする専修免許状と同教科の一種免許状を有する者及び授与を受けることができる者が，専修免許

状を取得する場合の所要資格などについて説明します。 

 なお，一種免許状を取得していない者で，新たに専修免許状を取得しようとする者は，教育職員免許法に定める科目を修

得しなければなりません。その所要資格などについては，出身大学（学部）での既修得単位及び教育職員免許法の改正等に

伴い個々に修得科目（単位）が異なると思われますので、教務係に相談してください。 

１１．．取取得得ででききるる免免許許状状のの種種類類及及びび教教科科  

本研究科で取得できる免許状は次のとおりです。 

中学校教諭 専修免許状（英語） 

高等学校教諭 専修免許状（英語） 

２２．．基基礎礎資資格格及及びび最最低低修修得得単単位位数数  

本研究科で免許状を取得するための基礎資格及び最低修得単位数は次のとおりです。 

免許状の種類 基礎資格 最低修得単位数 

教科に関する科目 

中 学 校 教 諭 専修免許状 修士の学位を有すること ２４単位 

高等学校教諭 専修免許状 修士の学位を有すること ２４単位 

３３．．大大学学がが独独自自にに設設定定すするる科科目目  

本研究科で免許状を取得するための大学が独自に設定する科目の単位及び履修方法は次のとおりです。 

授業科目名 単位 授業科目名 単位 

アメリカ政治社会論Ⅰ・Ⅱ 各２ 多文化社会形成論Ⅰ・Ⅱ 各２ 

語彙論Ⅰ・Ⅱ 各２ 言語文化論Ⅰ・Ⅱ 各２ 

生成統語論Ⅰ・Ⅱ 各２ 語用論Ⅰ・Ⅱ 各２ 

心理言語学Ⅰ・Ⅱ 各２ コーパス言語学Ⅰ・Ⅱ 各２ 

研究のための英語スキル ２ 

４．教育職員免許状の申請について 

 教育職員免許状は，大学が発行するものではなく，都道府県の教育委員会への申請に基づき授与されるものです。ただ

し，在学中の者の免許状については，本学で宮城県教育委員会に一括して申請を行っており，申請手続きを行った者は，

学位記授与式の日に免許状を受け取ることができます。なお，この申請手続きについては，11月頃に掲示等でお知らせし

ます。 

94

kyom-d_c_r10
テキストボックス
国際文化研究科



教育職員免許状取得について 

 学校教育法第一条に定める中学校，高等学校などの各学校の教員となるためには，教育職員免許法に定める所定の

単位を修得し，各都道府県の教育委員会から授与される教育職員免許状を取得する必要があります。 

 ここでは，取得しようとする専修免許状と同教科の一種免許状を有する者及び授与を受けることができる者が，専

修免許状を取得する場合の所要資格などについて説明します。 

 なお，一種免許状を取得していない者で，新たに専修免許状を取得しようとする者は，教育職員免許法に定める科

目を修得しなければなりません。その所要資格などについては，出身大学（学部）での既修得単位及び教育職員免許

法の改正等に伴い個々に修得科目（単位）が異なると思われますので所属する研究科の教務係に相談してください。 

１．取得できる免許状の種類及び教科 

 情報科学研究科の各専攻前期課程は、教育職員免許法に定める免許状授与の所要資格を得させるための課程として

認定されていますので、中学校・高等学校教諭一種免許状（数学）、中学校教諭一種免許状（社会）・高等学校教諭

一種免許状（公民）、高等学校教諭一種免許状（情報）又は中学校・高等学校教諭一種免許状（英語）授与の認定を

受けている課程において所定の単位を修得している場合は、本課程において修得した単位を加えて、中学校・高等学

校教諭一種免許状に対応する教科の中学校・高等学校教諭専修免許状（数学）、中学校教諭専修免許状（社会）・高

等学校教諭専修免許状（公民）、高等学校教諭専修免許状（情報）又は中学校・高等学校教諭専修免許状（英語）を

取得できます。 

○免許状の種類・教科

免許状の種類 
専 攻 

中学校教諭専修免許状 高等学校教諭専修免許状 

情 報 基 礎 科 学 専 攻 数 学 数 学 情 報 

シ ス テ ム 情 報 科 学 専 攻 数 学 数 学 情 報 

人 間 社 会 情 報 科 学 専 攻 
社 会 公 民 情 報 

英 語 英 語 

応 用 情 報 科 学 専 攻 数 学 情 報 数 学 

２．基礎資格及び最低修得単位数 

本研究科で免許状を取得するための基礎資格及び最低修得単位数は次のとおりです。 

  所要資格 
免許状の種類 

基礎資格 
大学院において修得する 
ことを必要とする専門科目 
の 最 低 修 得 単 位 数 

中学校教諭専修免許状 

中学校教諭専修免許状 

中学校教諭専修免許状 

（数学） 

（社会） 

（英語） 
修士の学位を 

有すること 
２４ 高等学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

高等学校教諭専修免許状 

（数学） 

（公民） 

（情報） 

（英語） 

教育職員免許状取得について
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３．大学が独自に設定する科目 

 本研究科で免許状を取得するための大学が独自に設定する科目の単位及び履修方法は次のとおりです。 
 
数学           情報           数学            情報 

情情 報報 基基 礎礎 科科 学学 専専 攻攻  情情 報報 基基 礎礎 科科 学学 専専 攻攻  シシスステテムム情情報報科科学学専専攻攻  シシスステテムム情情報報科科学学専専攻攻 

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 

情報基礎数理学Ⅰ 2 計 算 機 構 論 2 システム情報数理学Ｉa 2 ア ル ゴ リ ズ ム 論 2 

情報基礎数理学Ⅱa 2 知能集積システム学 2 システム情報数理学Ｉb 2 知能システム科学 2 

情報基礎数理学Ⅱb 2 ソフトウェア基礎科学 2 システム情報数理学Ⅱ 2 自 然 言 語 処 理 学 2 

情報基礎数理学Ⅳ 2 アーキテクチャ学 2 情報基礎数理学Ⅰ 2 情 報 生 物 学 2 

システム情報数理学Ｉa 2 情 報 論 理 学 2 情報基礎数理学Ⅱa 2 コンピュータビジョン 2 

システム情報数理学Ｉb 2 コミュニケーション論 2 情報基礎数理学Ⅱb 2 知能制御システム学 2 

システム情報数理学Ⅱ 2 暗 号 理 論 2 情報基礎数理学Ⅳ 2 システム制御工学Ⅰ 2 

情報数学基礎演習 2 高 信 頼 シ ス テ ム 2 情報システム評価学 2 音 情 報 科 学 2 

離 散 数 学 2 ア ル ゴ リ ズ ム 論 2 システム情報数理学特選 2 高次視覚情報処理論 2 

統計的モデリング 2 知能システム科学 2 数 値 解 析 学 Ⅰ 2 情報ストレージシステム科学 2 

計 算 数 理 科 学 2 自 然 言 語 処 理 学 2 統計的モデリング 2 計 算 機 構 論 2 

高 性 能 計 算 論 2 コンピュータビジョン 2 離 散 数 学 2 知能集積システム学 2 

応用微分方程式論 2 知能制御システム学 2 計 算 数 理 科 学 2 ソフトウェア基礎科学 2 

情報基礎数理学特選 2 システム制御工学Ⅰ 2 高 性 能 計 算 論 2 情 報 論 理 学 2 

システム情報数理学特選 2 高次視覚情報処理論 2 情報数学基礎演習 2 コミュニケーション論 2 

情報システム評価学 2 情報基礎科学ゼミナール 3 情報基礎数理学特選 2 暗 号 理 論 2 

数 値 解 析 学 Ⅰ 2 情報基礎科学研修 A 3 応用微分方程式論 2 高 信 頼 シ ス テ ム 2 

情報基礎科学としての数理情報学 2 情報基礎科学研修B 6 情報基礎科学としての数理情報学 2 システム情報科学ゼミナール 3 

情報基礎数理学ゼミナール 3 

 

システム情報数理学ゼミナール 3 システム情報科学研修A 3 

情報基礎数理学研修 A 3 システム情報数理学研修A 3 システム情報科学研修 B 6 

情報基礎数理学研修 B 6 システム情報数理学研修B 6  

 

英語           情報 

人人間間社社会会情情報報科科学学専専攻攻  人人  間間  社社  会会  情情  報報  科科  学学  専専  攻攻  

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 

言 語 構 造 論 2 学 習 心 理 情 報 学 2 情報メディア教育論 2 

統 語 構 造 分 析 2 認 知 情 報 学 2 政 治 学 方 法 論 2 

現 代 文 法 理 論 2 クリティカル・シンキング 2 情報リテラシー実習Ａ 2 

意 味 構 造 分 析 2 ゲ ー ム 理 論 2 情報リテラシー実習Ｂ 2 

コミュニケーション表現分析 2 計量システム分析 2 高 信 頼 シ ス テ ム 2 

言語テキスト解析論 2 計 量 行 動 分 析 2 人間社会情報科学ゼミナールⅡ 3 

形 態 論 分 析 2 暗 号 理 論 2 人間社会情報科学研修AⅡ 3 

英語プレゼンテーション 2 社 会 制 度 論 2 人間社会情報科学研修BⅡ 6 

人間社会情報科学ゼミナールⅢ 3 数 理 都 市 解 析 2 情報教育リテラシーゼミナール 3 

人間社会情報科学研修ＡⅢ 3 都 市 景 観 論 2 情報教育デザイン論Ａ 3 

人間社会情報科学研修ＢⅢ 6 メディア・コミュニケーション論 2 情報教育デザイン論Ｂ 6 

  物 語 メ デ ィ ア 論 2 
情報教育デザイン論プロジェ
クト研究 

6 

   

教育職員免許状取得について

－164－

96



社会・公民        数学           情報 

 
 
 

４．教育職員免許状の申請について 

 教育職員免許状は，大学が発行するものではなく，都道府県の教育委員会への申請に基づき授与されるものです。

ただし，在学中の者の免許状については，本学で宮城県教育委員会に一括して申請を行っており，申請手続きを行っ

た者は，学位記授与式の日に免許状を受け取ることができます。なお，この申請手続きについては，11月頃に掲示等

でお知らせします。 

 

 

人人間間社社会会情情報報科科学学専専攻攻  応応 用用 情情 報報 科科 学学 専専 攻攻  応応  用用  情情  報報  科科  学学  専専  攻攻  

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 

人間・自然関係論 2 学 際 情 報 科 学 論 2 情 報 法 律 制 度 論 2 応用情報科学ゼミナールⅡ 3 

地 域 社 会 論 2 物理フラクチュオマティクス論 2 情 報 倫 理 学 2 応用情報科学研修 AⅡ 3 

フィールドワーク実習 2 情 報 通 信 技 術 論 2 生命情報システム科学 2 応用情報科学研修 BⅡ 6 

社 会 構 造 変 動 論 2 人間－ロボット情報学 2 認 知 情 報 学 2   

フィールドワーク論 2 応用知能ソフトウェア学 2 学 習 心 理 情 報 学 2   

インタビューデータ解析 2 応用微分方程式論 2 情報ネットワーク論 2   

デジタルデモクラシー論 2 システム情報数理学Ｉa 2 ブレインファンクション集積学 2   

比 較 政 治 理 論 2 システム情報数理学Ｉb 2 健 康 情 報 学 2   

政 治 意 識 論 2 時空間統計モデリング基礎 1 数 理 流 体 力 学 2   

情 報 技 術 経 営 論 2 情報基礎科学としての数理情報学 2 特 別 演 習 2   

ミクロ社会経済システム論 2 統計的モデリング 2 ア ル ゴ リ ズ ム 論 2   

空 間 経 済 学 2 応用情報科学ゼミナールⅠ 3 情 報 生 物 学 2   

都 市 経 済 学 2 応用情報科学研修 AⅠ 3 高次視覚情報処理論 2   

交通システム分析 2 応用情報科学研修 BⅠ 6 高 信 頼 シ ス テ ム 2   

プロジェクト評価論 2 

 

計 算 機 構 論 2   

人間社会情報科学ゼミナールⅠ 3 暗 号 理 論 2   

人間社会情報科学研修 AⅠ 3 コンピュータビジョン 2   

人間社会情報科学研修 BⅠ 6    

教育職員免許状取得について
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教 育 職 免 許 状 の 取 得 に つ い て 

学校教育法第一条に定める中学校、高等学校などの各学校の教員となるためには、教育職員

免許法に定める所定の単位を修得し、各都道府県の教育委員会から授与される教育職員免許状

を取得する必要があります。 

ここでは、取得しようとする専修免許状と同教科の一種免許状を有する者及び授与を受ける

ことができる者が、専修免許状を取得する場合の所要資格などについて説明します。 

なお、一種免許状を取得していない者で、新たに専修免許状を取得しようとする者は、教育

職員免許法に定める科目を修得しなければなりません。その所要資格などについては、 出身

大学（学部）での既修得単位及び教育職員免許法の改正等に伴い個々に修得科目（単位）が異

なると思われますので、教務係に相談してください。 

1. 取得できる免許状の種類、教科、基礎資格及び最低修得単位数

免 許 状 の 種 類 基 礎 資 格 
大学院において修得することを必要とする

教科に関する科目の最低修得単位数 

中学校専修免許状（理科） 修士の学位を

有すること。 
24 

高等学校専修免許状（理科） 

2. 本研究科で免許状を取得するための教科に関する科目の単位及び履修方法は次のとおりです。 

区分 授業科目名 
単位 

備考 

必修 選択 

共通科目 A 生命倫理特論 1 

これら 21 科目から 
24 単位以上を修得

共通科目 B バイオ産業基礎論 1 
共通科目 B 環境マネジメント講座 1 
共通科目 C 脳生命統御科学概論 2 
共通科目 C 生態発生適応科学概論 2 
共通科目 C 分子化学生物学概論 2 
専門科目 先端生化学特論 I 2 
専門科目 先端生化学特論Ⅱ 2 
専門科目 先端細胞生物学特論 I 2 
専門科目 先端細胞生物学特論Ⅱ 2 
専門科目 先端生態学特論 I 2 
専門科目 先端生態学特論Ⅱ 2 
専門科目 先端脳生命統御科学特論 I（神経ネットワーク） 2 
専門科目 先端脳生命統御科学特論Ⅱ（細胞ネットワーク） 2 
專門科目 先端脳生命統御科学特論Ⅲ（分化制御ネットワーク） 2 
専門科目 先端生態発生適応科学特論 I（個体ダイナミクス） 2 
専門科目 先端生態発生適応科学特論Ⅱ（生態ダイナミクス） 2 
専門科目 先端生態発生適応科学特論Ⅲ（多様性ダイナミスク） 2 
專門科目 先端分子化学生物学特論 I（ケミカルバイオロジー） 2 
専門科目 先端分子化学生物学特論Ⅱ（分子ネットワーク） 2 
専門科目 先端分子化学生物学特論Ⅲ（階層的構造ダイナミクス） 2 

*「単位数」の「必修」・「選択」は教員免許状取得のための必修科目・選択科目の別です。

本研究科を修了するための必修・選択の別ではありませんので注意してください。
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3．教育職員免許状の申請について 

教育職員免許状は、大学が発行するものではなく、都道府県の教育委員会への申請に基づき

授与されるものです。ただし、（3 月修了者のみ）、申請手続きを行った者は、学位記授与式の

日に免許状を受け取ることができます。なお、この申請手続きについては、11 月頃に Web 等

でお知らせします。 
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留学が決定した場合は，教務係で「留学」の手続きをしてください。

なお，14 ページも参照してください。

【大学間学術交流協定による留学】

本学の学生が海外の大学で教育を受けることは，将来，本学の研究教育の向上と活性化を

促進するためのみならず，国際理解と友好親善を図り，我が国の国際的地位を維持する上で，

重要となります。

このことから本学では，海外の大学と大学間学術交流協定を締結し，それぞれの大学へ毎

年学生を派遣しています。

(1) 主な派遣大学（下記の大学の他，大学間学術交流協定校及び部局間学術交流協定校への応募

も可能です。）

○ カリフォルニア大学（アメリカ合衆国）

○ ワシントン大学（アメリカ合衆国）

○ ペンシルベニア大学（アメリカ合衆国）

○ パーデュー大学（アメリカ合衆国）

○ 全北大学校（韓国）

○ ウーメオ大学（スウェーデン）

○ ロンドン大学（英国）

○ ニューサウスウェールズ大学（オーストラリア） など

その他の学術交流協定校は，東北大学総務企画部国際企画課ウェブサイトから確認で

きます。

https://ie.bureau.tohoku.ac.jp/partners
(2) 応募資格

応募資格は，次の全てを満たす者とします。

① 本学の学部学生又は大学院学生（外国人留学生を除く。）で，学業，人物ともに優秀

な者

② 専門分野に関し，派遣先大学において教育を受けるに十分な語学能力がある者

③ 留学期間終了後，本学に戻り学業を継続する者

(3) 派遣期間

1 年以内を原則とします。なお，派遣大学によって派遣期間が異なります。

(4) 募集時期

派遣予定年の前年の 9 月頃に募集しますので，掲示等に注意してください。

(5) 留学経費

渡航費，滞在費等は自己負担となります。

派遣先大学での検定料，入学料及び授業料は協定に基づき徴収されません。

ただし，一部の大学については徴収されますので，教務係で確認してください。

(6) 奨学金

① 独立行政法人日本学生支援機構の留学生交流支援制度（短期派遣）に基づく派遣留学生に

は，次のとおり奨学金が支給されます。

・奨学金：月額 8 万円程度（前年実績）

・採用人数：本学全体で 12 名程度（前年実績）

・支給期間：12 か月以内

5 教育職員免許状取得 
学校教育法第 1 条に定める中学校，高等学校などの各学校の教員となるためには，教育職

員免許法に定める所定の単位を修得し，各都道府県の教育委員会から授与される教育職員免

許状を取得する必要があります。

 ここでは，取得しようとする専修免許状と同教科の一種免許状を有する者及び授与を受け

ることができる者が，専修免許状を取得する場合の所要資格などについて説明します。

 なお，一種免許状を取得していない者で，新たに専修免許状を取得しようとする者は，教

育職員免許法に定める科目を修得しなければなりません。その所要資格などについては，出

身大学（学部）での既修得単位及び教育職員免許法の改正等に伴い個々に修得科目（単位）

が異なりますので環境科学研究科教務係に相談してください。

（1）取得できる免許状の種類及び教科

本研究科で取得できる免許状は次のとおりです。

中学校教諭専修免許状 高等学校教諭専修免許状

社  会

理  科

地理歴史

理  科
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（2）基礎資格及び最低修得単位数

本研究科で免許状を取得するための基礎資格及び最低修得単位数は次のとおりです。

所要

資格

免許状

の種類

基礎資格

大学・大学院において修得することを必要とする最低単位数

教科及び教職に関する科目

教 科 及 び

教 科 の 指

導 法 に 関

する科目

教 育 の 基

礎 的 理 解

に 関 す る

科目

道徳，総合

的な学習の

時 間 等 の

指 導 法 及

び 生 徒 指

導，教育相

談 等 に 関

する科目

教 育 実 践

に 関 す る

科目

大 学 が 独

自 に 設 定

する科目

中
学
校
教
諭

専 修

免許状

修士の学位を

有すること
28 10 10 7

28 
（うち 24 単位

は大学院の課

程において履

修すること）

一 種

免許状

学士の学位を

有すること
28 10 10 7 4 

高
等
学
校
教
諭

専 修

免許状

修士の学位を

有すること
24 10 8 5

36 
（うち 24 単位

は大学院の課

程において履

修すること）

一 種

免許状

学士の学位を

有すること
24 10 8 5 12 

※教育公務員特例法等の一部を改正する法律（平成 28 年 11 月 28 日法律第 87 号）による改正後の

「教育職員免許法」及び「教育職員免許法施行規則及び免許状更新講習規則の一部を改正する省令

（平成 29 年文部科学省令第 41 号）」が平成 31 年 4 月 1 日から施行されました。これに伴い，改

正前の「教科に関する科目」，「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」は「教科及

び教職に関する科目」に変更になっていることに留意してください。

（3）大学が独自に設定する科目について

本研究科で免許状を取得するための大学が独自に設定する科目の単位及び履修方法は，教

務係に問い合わせてください。 

（4）教育職員免許状の申請について

教育職員免許状は，大学が発行するものではなく，都道府県の教育委員会への申請に基づ

き授与されるものです。ただし，在学中の者の免許状については，本学で宮城県教育委員会

に一括して申請を行っており，申請手続きを行った者は，学位記授与式の日に免許状を受け

取ることができます。なお，この申請手続きについては，11 月頃に掲示等でお知らせします。 
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